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設立趣旨

ブリヂス トン美術館

ブリヂス トン美術館 は,石橋正二郎(1889-1976)が 多年にわたって蒐集愛蔵 した内外の美術品を,社会公共のため,広 く

一般の鑑賞に供 し
,文化向上の一端に貢献 したいとの趣 旨に基づ き,1952(昭 和27)年1月8日,ブ リヂス トンビルディング

竣工 とともに同ビル内に開設された ものである。その後1956(昭 和31)年4月 に設立 された財団法人石橋財団がその経営を

継承 し,1961(昭 和36)年9月 には同財団が石橋正二郎か ら所蔵美術品の寄贈を受けた。なお,1959(昭 和34)年5月 には面

積が二倍に拡張された。1999(平 成11)年12月 には,面積 をさらに拡張す るとともに内装を一新 したo

石橋美術館

石橋美術館は,株式会社 ブリヂス トンの創業者 ・石橋正二郎が1956(昭 和31)年4月26日,同 社の創立25周 年を記念 して,

社会公共の福祉 と文化向上のために,郷土久留米市に寄贈 した石橋文化セ ンターの中心施設である。1977(昭 和52)年,石 橋

正二郎の遺族の寄付により増改築が行われ,同年4月 以降,久留米市の要請により,石橋財団がその経営 に当たっている。

石橋美術館別館

石橋美術館別館は,1995(平 成7)年1月8日,石 橋正二郎によって蒐集された石橋コレクシ ョンのうち書画・陶磁器類 を

収蔵展示する施設 として石橋幹一郎 によ り久留米市 に建設寄贈 され,一年余の養生期間を経て1996(平 成8)年10月17日 に

開館 した。なお建設寄贈 と同時に石橋美術館 と同様,石橋財団が管理運営 に当たっている。

機構 ・運 営

石橋財団 (2000年3月31日 現在)

理事長 ・評議員

理事 ・評議員

監事

評議員

内田 宏

中川 洋,

亀徳正之,

石井公一郎,

加嶋昭男,

大原 譲,

唐澤高美

高碕芳郎,

朝比奈仙二

石 橋 寛,

橋 口 収,

鵜澤昌和,

高階秀爾,

城多秀年,

三木常正,

富 山秀男,

石榑和夫,

喜多村禎勇

平野 実,

美術館運営委員会

委員長

委員

石橋 寛

嘉門安雄, 高階秀爾, 内田 宏, 小林 忠, 富山秀男, 喜多村禎勇

寄付助成選考委員会

委員長    鵜澤昌和

委員     内田 宏, 吉久勝美, 加嶋昭男

常務理事 城多秀年

事務局

事務局長 朝比奈仙二 総務部長 遠藤長夫

ブ リヂス トン美術館

館長     富山秀男 事務部長 尾島 聰 学芸課長  宮崎克己

石橋美術館

館長     喜多村禎勇 事務部長 平井麟之輔 事務部次長 郷原耕亮 学芸課長 田内正宏

石橋美術館別館

館長     (兼)喜多村禎勇 事務部長 (兼)平井麟之輔 事務部次長 (兼)郷原耕亮 学芸課長 (兼)田内正宏
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Brief Histories of the Museums

Bridgestone Museum of Art 

 On January 8, 1952,  Shojiro Ishibashi (1889-1976), wishing to promote cultural development in Japan, opened to the 

public a museum of art within the newly-completed Bridgestone Building under the name of the "Bridgestone  Gallery"  . The 
works of art, both Japanese and foreign, which he had collected over the years formed the nucleus of the exhibits. In April 

1956, the Ishibashi Foundation was established to take over the management of the Gallery, and in September 1961, 

Ishibashi donated the works in the Gallery to the Foundation. In May 1959, the Gallery was enlarged to twice its original 

size. In January 1968, the English name was changed from the "Bridgestone Gallery" to the"Bridgestone Museum of  Art"  . 
In December 1999, the Gallery was more enlarged and totally renovated.

Ishibashi Museum of Art 

 On April 26, 1956, in commemoration of the 25th anniversary of the Bridgestone Corporation,  Shojiro Ishibashi, the 
founder of the Corporation, donated the Ishibashi Cultural Center to his home town of Kurume to render a public service 

and promote cultural development. The Ishibashi Museum of Art (originally the Ishibashi Art Gallery) is the principal 

institution in the Center. In 1971, the English name was changed from the "Ishibashi Art Gallery"to the "Ishibashi Museum 

of  Art". In 1977, the Museum building was enlarged and renovated, thanks to a contribution from the Ishibashi family, and 
in April of the same year the city of Kurume entrusted the Ishibashi Foundaion with the management of the Museum.

Ishibashi Museum of Art, Asian Gallery 

 On January 8, 1995,  Kanichiro Ishibashi, son of  Shojiro Ishibashi donated to the city of Kurume a new museum especially 
designated to exhibit  Shojiro's collection of Asian Arts, such as brush painting, calligraphy, porcelain works. The museum has 

been open to the public since October 17, 1996, after careful observation and research for over a year. Since the time of its 

donation to Kurume, the museum is being managed by the Ishibashi Foundation, along with the Ishibashi Museum of Art.

 Organization 

Ishibashi Foundation

and Management

(As of March 31, 2000)

President of the Board of Directors and Councillor

Directors and Councilors 

Auditors 

Councillors

Yoh Nakagawa 

Hidetoshi Kita 

Masayuki Kitoku 

 Koichiro Ishii 
Tsunemasa Miki 

Senji Asahina

Hiroshi Uchida 

Yuzuru Ohara 

Hideo Tomiyama 

Takami Karasawa 

 Yoshiro Takasaki 

Kazuo Ishikure

Hiroshi Ishibashi 

Sadao Kitamura 

Osamu Hashiguchi 

Minoru Hirano

Masakazu Uzawa

 Shuji Takashina 

Akio Kashima

Executive Committee of the Museums 

Chairman Hiroshi Ishibashi 

Members Yasuo Kamon 

                    Hideo Tomiyama

Shuji Takashina 

Sadao Kitamura

Hiroshi Uchida Tadashi Kobayashi

Contribution Selection Committee 

Chairman Masakazu Uzawa 

Members Hiroshi Uchida Katsumi Yoshihisa Akio Kashima

Managing Director Hidetoshi Kita

Administration 

Executive Secretary Senji Asahina General Affairs Manager Takeo  Endo

Bridgestone Museum of Art 

Director Hideo Tomiyama 

Administrator Satoru Ojima Chief Curator Katsumi Miyazaki

Ishibashi Museum of Art 

Director 

Administrator

Sadao Kitamura 

Rinnosuke Hirai Manager  Kosuke  Gohara Chief Curator Masahiro Tauchi

Ishibashi Museum of Art, Asian Gallery 

Director Sadao Kitamura 

Administrator Rinnosuke Hirai Manager  Kosuke  Gohara Chief Curator Masahiro Tauchi
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展覧会 ブリヂストン美術館

〈特集展示 〉

神 話 と聖 書 の 図 像 学

1999年1月13日 （水 ）-4月25日 （日）

会場:第1室,第5室,彫 刻 ギ ャ ラ リー,入 口 （リニ ューア ル前 ）

主催:石 橋 財 団 ブ リヂ ス トン美 術館

出 品内 容:絵 画 ・モザ イ ク14点,彫 刻11点,版 画36点,ギ リシ ア陶器13点 計74点

入場 者 総数:23,488人 （1日平 均267人 ）

*館 報47号 （1998年 度 ）p.10－11参 照 。

安井 曾太郎 の 『文藝春秋』表 紙絵

1999年12月3日 （金）ー2000年2月27日 （日）

会場:第1室,第2室

主催:石 橋財団ブリヂス トン美術館/石 橋財団石橋美術館

協力:株 式会社文藝春秋

出品内容:『文藝春秋』表紙絵の原画76点,『別冊文藝春秋』表紙絵の原画10点 計86点

入場者総数:15,782人 （1日平均239人 ）

出品目録:

1.『文 藝春 秋』表紙 絵

1.《読 書》/第25巻 第8号/1947（ 昭和22） 年9月 号/グ ワ ッシ ュ,色 鉛 筆,チ ョー ク,コ ラー ジュ ・紙/11.8×14.6cm

2.《 腰 か けた女 》/第26巻 第10号/1948（ 昭和23） 年10月 号/グ ワ ッシ ュ,墨,木 炭 ・紙/15.4×15.2cm

3.《 ギ リシャの 壺 と林檎 》/第27巻 第4号/1949（ 昭和24） 年4月 号/墨,鉛 筆 ・紙/30.8×23.5cm

4.《 青 い椅 子》/第28巻 第1号/1950（ 昭 和25） 年1月 号/グ ワッ シュ,墨,鉛 筆,色 鉛筆 ・紙/15.2×15.4cm

5.《燈 下》/第28巻 第2号/1950（ 昭 和25） 年2月 号/水 彩,コ ラー ジ ュ・紙/14.4×14.8cm

6.《春 の風 景》/第28巻 第3号/1950（ 昭 和25） 年3月 号/鉛 筆,色 鉛 筆 ・紙/15.2×15.0cm

7.《裸 婦》/第28巻 第4号/1950（ 昭 和25） 年4月 号/水 彩,グ ワ ッシ ュ,鉛 筆,コ ラー ジュ ・紙/15.0×15.3cm

8.《薔 薇》/第28巻 第6号/1950（ 昭 和25） 年5月 号/水 彩,グ ワ ッシ ュ,鉛 筆,色 鉛筆 ・紙/15.3×15.3cm

9.《街 》/第28巻 第7号/1950（ 昭和25） 年6月 号/水 彩,鉛 筆 ・紙/14.9×15.2cm

10.《 桃 》/第28巻 第8号/1950（ 昭和25） 年7月 号/グ ワ ッシ ュ,鉛 筆 ・紙/15.3×15.9cm

11.《 瀧 》/第28巻 第10号/1950（ 昭和25） 年8月 号/水 彩,グ ワ ッシ ュ,鉛 筆,色 鉛筆 ・紙/15.3×15.3cm

12.《 中秋 明月》/第28巻 第12号/1950（ 昭和25） 年9月 号/鉛 筆,色 鉛筆 ・紙/15.2×14.9cm

13.《 黄 菊》/第28巻 第13号/1950（ 昭 和25） 年10月 号/グ ワ ッシ ュ,パ ス テル,鉛 筆 ・紙/15.0×14.9cm

14.《 夜 の光 》/第28巻 第16号/1950（ 昭和25） 年12月 号/色 鉛 筆,コ ラー ジ ュ・紙/14.9×15,5cm
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15.《 松》/第29巻 第1号/1951(昭 和26)年1月 号/油彩・ 紙/15.0×15.2cm

16.《 ス ケー ト》/第29巻 第2号/1951(昭 和26)年2月 号/鉛 筆,色 鉛 筆 ・紙/15.0×15.3cm

17.《 プラ ンス人 形》/第29巻 第4号/1951(昭 和26)年3月 号/油彩・ 紙/l5.5×15.4cm

18.《 鳥》/第29巻 第5号/1951(昭 和26)年4月 号/油 彩 ・紙/15.5×15.6cm

19.《 樹 蔭舟 遊》/第29巻 第7号/1951(昭 和26)年5月 号/油 彩 ・紙/15.5×15.5cm

20.《 金 魚》/第29巻 第8号/1951(昭 和26)年6月 号/油 彩 ・紙/16.8×16.6cm

21.《 窓 際》/第29巻 第9号/1951(昭 和26)年7月 号/油 彩 ・紙/16.6×16.5cm

22.《 草 花》/第29巻 第11号/1951(昭 和26)年8月 号/油 彩 ・紙/15.9×16.0cm

23.《 浴後 》/第29巻 第12号/1951(昭 和26)年9月 号/油彩・ 紙/16.0×15.6cm

24,《 梨 と葡 萄》/第29巻 第13号/1951(昭 和26)年10月 号/油 彩 ・紙/15.7×15.8cm

25.《 静物 》/第29巻 第15号/1951(昭 和26)年11月 号/油 彩 ・紙/15.9×16.0cm

26.《 画室 にて》/第29巻 第16号/1951(昭 和26)年12月 号/油彩・ 紙/15.8×15.8cm

27.《 室 内》/第30巻 第1号/1952(昭 和27)年1月 号/油彩・ 紙/15.5×15.6cm

28.《 ミシ ン》/第30巻 第2号/1952(昭 和27)年2月 号/油彩・ 紙/15.5×15.5cm

29.《 早春 》/第30巻 第4号/1952(昭 和27)年3月 号/油彩・ 紙/15.6×15.6cm

30,《 桜》/第30巻 第5号/1952(昭 和27)年4月 号/油 彩 ・紙/15.6×15.5cm

31.《 劇場 にて》/第30巻 第7号/1952(昭 和27)年5月 号/油彩・ 紙/15.5×15.5cm

32.《 温泉 》/第30巻 第8号/1952(昭 和27)年6月 号/油 彩 ・紙/15.2×15.5cm

33.《 夜景 》/第30巻 第10号/1952(昭 和27)年7月 号/油彩・ 紙/15.5×15.5cm

34． 《裸女 》/第30巻 第11号/1952(昭 和27)年8月 号/油 彩 ・カ ン ヴァス/15.6×15.5cm

35.《 月》/第30巻 第13号/1952(昭 和27)年9月 号/油彩・ 紙/15.6×15.5cm

36.《 菊》/第30巻 第14号/1952(昭 和27)年10月 号/油彩・ 紙/15.5×15.6cm

37.《 宮参 りの 日》/第30巻 第16号/1952(昭 和27)年11月 号/油 彩 ・紙/15.7×15.5cm

38.《 柿》/第30巻 第17号/1952(昭 和27)年12月 号/油 彩 ・紙/15.6×15.4cm

39.《 蝦》/第31巻 第1号/1953(昭 和28)年1月 号/油彩・ 紙/15.5×15.4cm

40.《 湘 南電車 にて》/第31巻 第2号/1953(昭 和28)年2月 号/油彩・ 紙/14.7×14.7cm

41.《 饅頭 》/第31巻 第4号/1953(昭 和28)年3月 号/油彩・ 紙/15.7×15.6cm

42.《 窓外 春光 》/第31巻 第5号/1953(昭 和28)年4月 号/油彩・ 紙/15.4×15.4cm

43.《 銀化 せ る鯛 》/第31巻 第7号/1953(昭 和28)年5月 号/油彩・ 紙/15.4×l5.3cm

44.《 カ ツ トグ ラス の花入 》/第31巻 第8号/1953(昭 和28)年6月 号/油彩・ 紙/14.9×15.5cm

45.《 ア イス ク リー ム》/第3l巻 第10号/1953(昭 和28)年7月 号/油 彩 ・紙/15.3×15.5cm

46.《 渓流 》/第31巻 第11号/1953(昭 和28)年8月 号/油彩・ 紙/15.3×15.4cm

47.《 女 と花》/第31巻 第13号/1953(昭 和28)年9月 号/油 彩 ・紙/15.0×15.5cm

48.《 栗》/第31巻 第14号/1953(昭 和28)年10月 号/油彩・ 紙/14.6×14.7cm

49.《 紅葉 錦》/第3l巻 第16号/1953(昭 和28)年11月 号/油彩・ 紙/14.7×14.7cm

50.《 銀座 の雨 》/第31巻 第17号/1953(昭 和28)年12月 号/油 彩 ・紙/14.7×14.6cm

51.《 琴》/第32巻 第1号/1954(昭 和29)年1月 号/油彩・ 紙/14.7×14.7cm

52.《 庭》/第32巻 第2号/1954(昭 和29)年2月 号/油彩・ 紙/14.6×14.7cm

53.《 犬》/第32巻 第4号/1954(昭 和29)年3月 号/油彩・ 紙/15.0×15.0cm

54.《 ピア ノ》/第32巻 第5号/1954(昭 和29)年4月 号/油彩・ 紙/15.8×15.8cm

55.《 メ ロ ン》/第32巻 第7号/1954(昭 和29)年5月 号/油 彩 ・紙/16.l×16.7cm

56.《 薔薇 》/第32巻 第8号/1954(昭 和29)年6月 号/油 彩 ・紙/16.1×16.4cm

57.《 温泉 旅館 》/第32巻 第10号/1954(昭 和29)年7月 号/油 彩 ・紙/15.1×15.3cm

58.《 内海 上空 》/第32巻 第11号/1954(昭 和29)年8月 号/油彩・ 紙/16.6×15.9cm

59.《 雨の 天主 堂》/第32巻 第14号/1954(昭 和29)年9月 号/油彩・ 紙/15.9×16.0cm

60.《 葡萄 》/第32巻 第15号/1954(昭 和29)年l0月 号/油 彩 ・紙/15.9×15.9cm

61.《 鏡台 》/第32巻 第17号/1954(昭 和29)年11月 号/油彩・ 紙/15.9×15.9cm

62.《 海の 見 え る風 景》/第32巻 第18号/1954(昭 和29)年12月 号/油彩・ 紙/16.0×15.9cm

63.《 庭》/第33巻 第1号/1955(昭 和30)年1月 号/油彩・ 紙/16.0×16.4cm

64.《 黒卓 と犬 》/第33巻 第3号/1955(昭 和30)年2月 号/油彩・ 紙/15.9×15.9cm

65.《 室 内》/第33巻 第5号/1955(昭 和30)年3月 号/油 彩 ・紙/15.8×15.9cm
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66.《 苺》/第33巻 第7号/1955(昭 和30)年4月 号/油彩・ 紙/16.1×16.6cm

67.《 み だれ 箱》/第33巻 第9号/1955(昭 和30)年5月 号/油 彩 ・紙/16.3×16.4cm

68.《 初 夏》/第33巻 第11号/1955(昭 和30)年6月 号/油彩・ 紙/16.6×16.5cm

69.《 ペ ル シ ャの 壺》/第33巻 第13号/1955(昭 和30)年7月 号/油彩・ 紙/15.0×15.5cm

70.《 花 火》/第33巻 第15号/1955(昭 和30)年8月 号/油 彩 ・紙/15.1×15.5cm

71.《 市街 風 景》/第33巻 第17号/1955(昭 和30)年9月 号/油 彩 ・紙/14.8×16.0cm

72.《 少 女 と犬》/第33巻 第19号/1955(昭 和30)年10月 号/油彩・ 紙/15.2×15.5cm

73.《 菊 》/第33巻 第21号/1955(昭 和30)年11月 号/油彩・ 金 箔,紙/21.0×21.0cm

74.《 画 室の 窓》/第33巻 第22号/1955(昭 和30)年12月 号/油 彩,コ ラー ジ ュ・紙/15.8×15.9cm

75.《 小 松》/第34巻 第1号/1956(昭 和31)年1月 号/グワッシュ ・金箔,紙/24.2×27.2cm

76.《 南 天》/第34巻 第2号/1956(昭 和31)年2月 号/油彩・ 紙/16.4×15.8cm

11.『別冊 文藝 春秋 』表紙 絵

77.《 室 内の 人物 》/第16号/1950(昭 和25)年5月 号/グワッシュ,パ ス テル,鉛 筆 ・紙/21.5×31.5cm

78.《 海 辺》/第17号/1950(昭 和25)年8月 号/油 彩,鉛 筆 ・厚紙/21.3×31.6cm

79.《 遠 乗 り》/第18号/1950(昭 和25)年10月 号/鉛 筆,色 鉛 筆 ・紙/21.5×31.5cm

80.《 蜜 柑》/第19号/1950(昭 和25)年12月 号/水 彩,色 鉛筆,鉛 筆,コ ラー ジ ュ ・紙/21.9×32.0cm

81.《 ピア ノ弾奏 》/第20号/1951(昭 和26)年3月 号/グワッシュ,鉛 筆,チ ョー ク,コ ラー ジュ ・紙/22.0×31.9cm

82.《 池 の ほ と り》/第22号/1951(昭 和26)年7月 号/油 彩,鉛 筆 ・紙/21.5×31.2cm

83.《 秋 の夜 》/第23号/1951(昭 和26)年9月 号/油 彩 ・紙/21.2×31.2cm

84.《 菊 》/第25号/1951(昭 和26)年12月 号/油彩・ 紙/22.4×32.3cm

85.《 秋 果 図》/第29号/1952(昭 和27)年8月 号/油 彩 ・紙/21.1×31.3cm

86.《 鹿 》/第39号/1954(昭 和29)年4月 号/油 彩 ・紙/21.2×31.3cm

関連事業:

土 曜 講冓座 「安 井曾 太 郎の 世界 」→p.20

日曜 レクチ ャー →p.21

広報記録:

新 聞 ・雑誌:

草 薙 奈津 子 「柔 軟 な感性 とウイ ッ ト」『東京 新 聞』1999年12月24日 付 夕刊

海野 弘 「ア ー ト鑑案賞 術9安 井曾 太郎 の 『文 藝春 秋』表紙 絵 展 」『東 京人 』2000年1月 号

(賀)「二 巨 匠の異 色作 一安井 曾太 郎 と猪熊 弦一 郎」『新美 術 新聞』2000年1月1l日

Miki TAKASHIMA, "Nature with a casual twist", The Daily Yomiuri, February 17, 2000

(三)「コラー ジ ュの魅 力 再考 」『朝 日新 聞』2000年2月18日 付 夕 刊

(会)「窓 表 紙 が変 わ る」『朝 日新 聞』2000年2月24日 付 夕刊

テ レビ:

「新 日曜美 術館 」日本放 送協 会,2000年2月13日 放送
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『レスタ ンプ ・オ リジナル』－世紀末 フラ ンス の版 画革命

2000年3月7日(火)－6月4日(日)

会場:第1室,第2室

主催:石 橋財団ブリヂス トン美術館/石 橋財団石橋美術館

出品内容:版 画98点

入場者総数:16,739人(1日 平均217人)

Ⅱ-39 .カ ミーユ ・マ ルタ ン『レス タンプ ・オ リジナル』第2年 次 の表紙

出品目録:

1.参 考 出品

レス タ ンプ ・オ リジナル 協会 版 『レスタ ンプ ・オ リジナ ル』第1号

1888年5月 刊

1.プ ェ リツクス ・ブラ ツクモ ン《レオ ン・ク ラデ ル の 肖像 》/エ ツチ ング,ア クア チ ン ト/31.6×25.7cm;45.8×32 .7cm

2.ダ ニエ ル ・ヴ ィエ ル ジュ《習作 》/エ ツチ ング/1888年/26.8×19.2cm;34.1×25.0cm

3.ト ニ ー ・ベ ル トラン《独 楽 を見 つ め る子 ど も》/木 口木版/19.5×19.8cm;30.3×24.9Cm

4.ト ニ ー ・ベ ル トラ ン《子 ど もの習作 》/木 口木 版/19.8×29.2cm;28.4×36.9cm

5.ア ン リ・ブテ《舗道 にて》/ド ラィポ イ ン ト,ア クア チ ン ト/28.3×10.4cm;37.0×15.5cm

6.ア ン リ・ブテ《パ リの街 角,夜 》/ド ラ イポ イ ン ト,ア ク アチ ン ト/39.6×16.1cm;38.1×20.2cm

7.ア ン リ=バ トリス.デ ィ ヨ ン《ア ト リエの 情景 》/リ トグ ラ プ/22.5×32.1cm;26.5×35.2cm

8,ア ン リ=バ トリス.デ ィ ヨン《綺想 》/リ トグ ラプ/30.4×18.9cm;34.1×22.4cm

9.オ ーギ ュス ト=ル イ・ルペー ル《モ ンターニ ュゴサ ン ト=ジ ュヌ ヴイエ ーヴ通 り》/木 口木 版/31,1×13,7cm;4l.0×23.4cm

10.オ ーギ ュス ト=ル イ.ル ペー ル《オース テル リッツ橋 か ら望むセー ヌ河》/木 口木版/17.0×27.0cm;30.4×45.9cm

II.ア ン ドレ・マ ルテ ィ版 『レス タ ンプ ・オ リジ ナル』

l893-95年 刊

1.ア ン リ・ド・トゥー ルー ズ=ロ ー トレック 『レスタ ン プ ・オ リジナ ル』第1年 次の た めの表 紙/1893年/

6色 刷 り リ トグ ラプ/56.3×64.3cm;58.5×83.4cm

2.ジ ョル ジ ュ ・オ リオ ール 《序 文装 飾》/木 版/6.6×21.1cm

3.ル イ ・ア ンク タ ン《騎 士 と乞 食》/1893年/リ トグ ラ フ/36.7×50,1cm;41.8×57.3cm

4.ピ エー ル ・ボ ナー ル《家族 の情 景 》/1893年/4色 刷 りリ トグ ラフ/31.3×17.8cm;58 .3×41.6cm

5.モ ー リス ・ドニ《慈愛 》/4色 刷 りリ トグ ラフ/30.1×25.2cm;58.5×41.7cm

6.シ ャル ル ・モ ラ ン《トゥー ル ーズ=ロ ー トレ ック の 肖像》/エ ッチ ング,ア クア チ ン ト/22.8×13.7cm;51.0乂36.2cm

7.ポ ール=エ リー ・ラ ン ソン《密林 の虎 》/3色 刷 りリ トグ ラプ/36.7×28.5cm;59.0×41.7cm

8.ケ ル=グ ザ ヴィエ ・ル ーセ ル 《雪 の 中で》/4色 刷 り リ トグ ラ プ/33.0×19.5cm;58.9×41.9cm

9.プ ェ リック ス ・ヴァ ロ ッ トン《街頭 デ モ》/木 版/20.4×32.1cm;23.1×33.6cm

10.エ ドゥワー ル ・ヴュイ ヤー ル《室 内》/2色 刷 りリ トグ ラプ/27.9×22.8cm;58.8×41 .9cm

11.ジ ョル ジ ュ・オ リオー ル《ざ わめ く森》/6色 刷 り リ トグ ラ プ/49.8×32.6cm;58.5×42.6cm

12.ア ン リ・ブテ《パ リの 女》/エ ッチ ング,ア クア チ ン ト,ド ライ ポイ ン ト,ル ー レツ ト/49.5×27 .4cm;60.2×43.5cm

13.シ ヤル ル=マ リー ・デ ュ ラ ック《風 景》/4色 刷 り リ トグ ラプ/31.4×48.3cm;42.9×59.5cm
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14.ア ン リ=シ ャル ル ・ゲ ラー ル《兎》/木 版/32.8×23.0cm;37.0×25.9cm/ニ ュー オー タニ 美術 館,東 京

15.シ ヤル ル ・ギユ ー《洪水 》/5色 刷 りリ トグ ラフ/20.9×29.1cm;41.8×58.5cm

16.ア ン リ.ラ シ ュー《装飾 パ ネル 》/8色 刷 り リ トグ ラフ/48.5×29.8cm;58.6×41.6cm

17.ジ ャ ン=フ ラ ン ソワ ・ラ ファエ リ《自画像》/4色 刷 り ドライポ イ ン ト/18.8×15,7Cm;60.4×43.9cm

18.オ デ イロ ン・ル ドン《耳の細 胞 》/リ トグ ラ フ/26.8×25.0cm;59.0×43.2cm

19.オ ーギ ュス ト・ロ ダ ン《ア ン リ・ベ ツクの 肖像 》/1883-87年 頃/ド ライ ポイ ン ト/15.9×20.4cm;41.6×58.8cm

20.ポ ール.セ リュ ジエ《風景 》/2色 刷 りリ トグ ラフ/23.3×30.3cm;42.1×57.1cm

21.ア ルベ ール ・ベ ナ ール 《闖入者 》/1893年/リ トグ ラフ/36.0×45.9cm;41.7×58.2cm

22.ア ン リ=バ トリス ・デ ィヨ ン《マ ン ドリン弾 き》/リ トグ ラフ/18.5×30.8cm;40.2×59.5cm

23.ア ン リ・フ ァンタ ン=ラ トゥール 《聖 ア ン トニ ウスの 誘惑 》/リ トグ ラ フ/32.6×40.2cm;42.9×59.6cm

24.オ ー ギ ュス ト=ル イ ・ルペ ー ル《洗濯 女》/5色 刷 りソフ トグ ラ ン ド.エ ツチ ング,ア クア チ ン ト,ル ー レ ツ ト/

39.4×22.8cm;44.8×24.7cm

25.ア レクサ ン ドル ・リュ ノワ《あか り》/5色 刷 りリ トグ ラ フ/32.8×27.2cm;58.1×42.9cm

26.ヴ ィク トール ・プル ヴ ェ《猛 禽》/エ ッチ ング,ア クア チ ン ト/22.4×41.0cm;43.0×60.3cm

27.カ ル ロス ・シ ュヴ ァー ブ《受 胎告 知》/1893年/リ トグ ラ フ/25.9×36.5cm;42.6×59.0cm

28.ヴ ィク トール.ヴ ィニ ョン《牛》/エ ツチ ング/25.1×27.Ocm;42.8×60.Ocm

29.ア ドル フ ・レオ ン ・ヴ ィ レッ ト《運 命の 女神 》/リ トグ ラ フ/25.5×24.7cm;59.8×43.1cm

30.フ ェ リック ス ・ブ ラ ツク モ ン《ツ ァー万 歳!》/エ ツチ ング/32.8×22.6cm;48・8×36.2cm

31.ジ ュー ル ・シ ェ レ《ダ ンス》/3色 刷 り リ トグラ フ/37.0×23.1cm;59.8×43.0cm

32.ア ン リ・ド・グ ルー 《旗 手 》/リ トグ ラ フ/27.7×21.8cm;60.2×43.3cm

33.ピ エ ー ル ・ピュヴ ィス ・ド・シ ャヴ ァンヌ《ノルマ ンデ ィー 》/転 写 リ トグ ラフ/46.2×38.8cm;60.7×43.1cm

34.ピ ェ ー ル=オ ー ギ ュス ト・ル ノ ワー ル《前 向 きの ピエー ル ・ル ノ ワール 》/リ トグ ラ フ/28.0×24.0cm;59.7×42.7cm/

横 浜美 術館

35.ピ エー ル ・ロ ッシ ュ《海藻 》/2色 刷 りジ プソタ イ プ/16.8×10.3cm;32.4×22.2cm

36.ア ン リ・リヴ ィエ ール 《波 》/8色 刷 りリ トグ ラフ/29.3×46,3cm;41.1×57.4cm

37.フ ェ リシア ン・ロ ップス《悲 しみ の母》/ド ライ ポイ ン ト,エ ツチ ング/13.6×10.2cm;60.2×43.4cm

38.ジ ェイ ムス ・マ ク ニー ル ・ホ イ ツス ラー《踊 り子》/転 写 リ トグ ラ フ/19.0×16.0cm;29.5×24.1cm

39.カ ミー ユ ・マ ルタ ン 『レスタ ン プ・オ リジナル』/第2年 次 の表 紙/5色 刷 り リ トグ ラフ/58.5×85.3cm;60.0×89.7cm

40.エ ミー ル ・ベ ルナ ール 《磔 刑》/木 版/35.3×15.0cm;59.4×42.9cm

41.エ ルネ ス ト=ア ンジ ュ ・デ ュエス 《花 》/ド ラ イポ イ ン ト/40.8×19.0cm;60.2×43.2cm

42.ノ ルベ ー ル ・グヌ ー ト《女 の 肖像 》/1894年/リ トグ ラフ/53.3×25,7cm;60.0×43.3cm

43.ポ ー ル=セ ザ ール ・エル ー《もの思 い》/ド ラ イポ イ ン ト/29.2×19.9cm;59.7×42.8cm

44.ア ン トニ オ ・ド・ラ・ガ ンダラ《座 る女》/リ トグ ラ フ/25.5×11.4cm;60.2×43.3cm

45.カ ミーユ ・ピサ ロ《オス ニー 風景 》/1887年/ド ライポ イ ン ト/11.5×15.6cm;42.7×60.1cm

46.リ ュシア ン ・ピサ ロ《子 どもた ちの輪 舞》/1893年/木 版/20.8×15.9cm;39.9×24.4cm

47.ア ン リ・ソム《パ リの女 》/ド ライ ポイ ン ト/24.5×16.9cm;60.0×43.0cm

48,テ オ ドー ル ・ピエー ル ・ヴァグネ ー ル《夢》/リ トグ ラフ/31.3×23.8cm;60.2×42.6cm

49.ジ ョル ジ ュ・ド・フール 《悪の 泉》/5色 刷 りリ トグ ラ フ/34.9×25.1cm;55.5×39.5cm

50.ウ ジ ェー ヌ ・ドラー トル 《ユ イ スマ ンス の 肖像》/3色 刷 りエ ッチ ング,ア ク アチ ン ト,ル ー レツ ト/

32.2×24.2cm;59.7×42.9cm

51.ポ ー ル ・ゴーガ ン《マ ナオ ・トゥパ パ ウ(死 霊 が見 て い る)》/リ トグ ラフ/18.1×27.3cm;42.9×59.7cm

52.ウ ジ エーヌ ・グ ラ ツセ《硫酸 魔 》/写 真 凸 版,ス テ ンシル に よる手 彩色/40.0×27.6cm;60.5×44.1cm

53.ア ン リ=シ ャルル ・ゲ ラー ル《霧 の中 の船 》/ル ー レ ツ ト/14.8×20.4cm;44.5×59.1cm

54.エ ルマ ン=ポ ール 《帽 子屋 の女 た ち》/3色 刷 りリ トグ ラフ/24.7×35.6cm;43.3×60.5Cm

55.ア ン リ=ギ ュスタ ー ヴ・ジ ョソ《波 》/リ トグ ラフ/53.1×35.5cm;61.2×43.1cm

56.マ ク シ ミ リア ン ・リュス《梳 る女》/転 写 リ トグ ラ フ/43.2×33.0cm;60.2×43.0cm

57.ア ン リ・ド・トゥール ーズ=ロ ー トレツク《ア ンバ サ ドゥー ルにて 》/6色 刷 りリ トグラ フ/30.4×24.6cm;58.1×42.9cm

58.フ ィ リツプ=シ ャルル ・ブ ラー シュ《黄昏 》/1894年/2色 刷 り リ トグラ フ/36.7×25.4cm;58.5×43.0cm

59.シ ャル ル ・ラコス ト《ポ ー トラ ン ド広 場》/リ トグ ラフ/24.9×32.5cm;42.1×60.0cm

60.ジ ョル ジ ュ ・マ ンザナ=ピ サ ロ《い たず ら七面 鳥 》/1887年/木 版/21.5×22.6cm;33.8×28.9cm

61,ヴ ィク トール ・プル ヴ ェ《阿 片》/1894年/5色 刷 りリ トグ ラ フ,空 押 し/55.2×40.3cm;61.1×43.0cm
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62.チ ャー ル ズ ・リケ ッツ《大 洪 水》/木 口木版/8.7×9.5cm;20.0×24.7cm

63.ア ルマ ン・セ ガ ン《風 景》/エ ッチ ング,ア ク アチ ン ト,ル ー レ ッ ト/23.0×22.7cm;60.2×42.3cm

64.チ ヤー ルズ ・ヘ イ ゼ ル ウッ ド・シ ャノ ン《女 と猫 》/リ トグ ラ フ/21.5×25.4cm;29.3×47.0cm

65.ポ ール ・シニ ャ ック《サ ン=ト ロペ》/6色 刷 り リ トグ ラフ/27.6×36.8cm;43.2×60.2cm

66.テ オ ドー ル ・ヴ ァ ン・レイセ ルベ ルへ 《漁 船》/エ ッチ ング,ア ク アチ ン ト/22.5×28.2cm;24.0×31 .2cm

67.ア ルベ ール ・ベ ナ ール 《水 浴》/エ ッチ ング,ア ク アチ ン ト/15.9×23.9cm;43.4×61.2cm

68.シ ャル ル=マ リー ・デ ュラ ック《木立 》/リ トグ ラフ/47.8×36.4cm;58.7×42.6cm

69.シ ャル ルゴル イ ・ウダー ル《蛙》/3色 刷 りア クア チ ン ト/26.1×40.0cm;37.3×47.2cm

70.ア ン リ=ガ ブ リエ ル ・イベ ル ス《舗装 工事 の男 た ち》/エ ッチ ング/27.4×15.4cm;59 .4×39.5cm

71.ウ ィ リアム ・ニ コル ソン《橋 の下》/2色 刷 り リ トグ ラフ/24.1×28.7cm;29.4×44.0cm

72.リ シ ャール ・ラ ンフ ト《使 い走 りの娘 た ち》/エ ッチ ング,ア ク アチ ン ト/40.0×25 .9cm;59.7×42.7cm

73.シ ャル ル ・ポー ル ・ル ヌ ワール 《踊 り子 と母親 》/リ トグ ラフ/47.3×34.6cm;59.3×42.9cm

74.ウ ィ リアム ・ロー セ ンスタ イ ン《肖像》/1894年/転 写 リ トグ ラフ/19.2×15.0cm;39.9×23.0cm

75.フ ェ リック ス ・ヴァ ロ ッ トン《入浴 》/木 版/18.2×22.5cm;2l.7×25.4cm

76.ア ン リ・ド・トゥール ーズ=ロ ー トレ ック 『レス タ ンプ ・オ リジナ ル』最 終号 の表 紙/1895年/

2色 刷 りリ トグ ラ フ,カ ン ヴ ァス で裏 打 ち/58.3×81.5cm;58.3×83.4cm

77.ア ルベ ール ・ベ ナー ル《読 書す る女 》/1888年/エ ッチ ング/13.1×19.0cm;22.4×31.3cm

78.ウ ジ ェーヌ ・カ リエ ール 《ネ リー.カ リエ ール 》/リ トグ ラ フ/46.7×36.0cm;60 .1×43.0cm

79.ウ ォル ター ・ク レイ ン《シンバ ル を持つ 踊 り子》/1894年/リ トグ ラ フ/43.5×30.7cm;60.2×43.1cm

80.ア ン トニ オ ・ド・ラ ・ガ ンダ ラ《女 の 肖像》/リ トグ ラ フ/27.8×20.7cm;60.2×43 .3cm

81.コ ンス タ ンタ ン・ム ニエ 《炭 鉱 夫》/転 写 リ トグ ラフ/34.5×53.9cm;43.0×62.0cm

82.カ ミーユ ・ピサ ロ《水浴 の女 た ち》/リ トグ ラフ/15.4×22.0cm;42.7×59 .8cm

83.ピ エ ール ・ピュヴ ィス.ド ・シャ ヴ ァンヌ《女 性習 作》/写 真 平版/30.9×15.1cm;39.4×24.8cm

84.オ デ ィロ ン・ル ドン《仏 陀》/リ トグ ラ フ/31.5×24.9cm;60.1×42.9cm

85.ピ エ ール=オ ー ギ ュス ト・ル ノワー ル《水浴 の少 女 た ち》/エ ッチ ング/26.2×24.1cm;58.6×42 .7cm

86.ピ エ ール ・ロ ッシ ュ《海 藻》/2色 刷 りジプ ソタイ プ/16.8×10.3cm;32.4×22.2cm

87.フ ェ リシア ン ・ロ ップス 《柴 を集 め る女》/1874年/エ ッチ ング,ド ライポ イ ン ト/27.3×17 .0cm;60.5×43.0cm

88.ア ドル フ・レオ ン ・ヴ ィ レッ ト《復讐 》/リ トグ ラフ/40.2×36.2cm;60.1×42.8cm

*所 蔵先を明記 していない作品は,すべてブ リヂス トン美術館蔵。

関連事業:

土 曜講座 「版 画の社 会 学」→p.20

日曜 レクチ ャー →p.21

リ トグ ラ フ とエ ッチ ングの 実演 →p.22

広報記録:

新 聞.雑 誌:

 Miki TAKASHIMA, "Wave of Japonisme in French prints'", 7'heDaily Yomiuri, March 30, 2000

Linda INOKI, "Parisian revolution in graphic art",The　Japan Times, April 2 , 2000

「Stardust :硫 酸 おん な のバ ラー ド」『芸 術新 潮』2000年5月 号,p.92

三 木 あ き子「ART:危 険 な まで に魅惑 的 な,19世 紀末 パ リの空 気 とは。」『Pen』2000年5月 号

西 原 瑕 「ぶ ら りミュー ジアム:レ ス タ ンプ ・オ リジナル,版 画 史 に残 る出版 の功 績」『朝 日新 聞』5月24日 付 夕刊
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〈 コ ー ナ ー 展 示 〉

ドー ミエ の 版 画

1999年4月28日(水)-6月30日(水)

出品 内容:版 画18点

入 場者 総数:8,024人(1日 平均146人)

16.《 お世辞 抜 きで,こ う言 えると思 うんだが,そ れは本当 の傑 作だ!… 》

出品目録:

I.<お しゃれ>

1.さ あ,ど うぞ!… で,こ う して あな た は他 の女 た ちに会 い に行 くの で し ょ!/1839年/リ トグ ラフ/25.0×18.2cm

2.わ れ わ れが ロ ンバ ー ル街 か らや って来 た なん て信 じられ るか な?と,自 分 で は思 うん だ けど。 … あ なた は全然 お 菓子

屋 なん かで はな い とい う様 子 よ。/1839年/リ トグ ラフ/26.0×20.0cm

3.お や,こ ん に ちは,い つ もお美 しい!/1839年/リ トグ ラフ/24.2×19.4cm

4.さ あで きた!ネ ク タ イ くらい結 べ る ぞ。/1839年/リ トグ ラフ/24.5×18.8cm

5.も うい い,も うい い,き つ す ぎ る!!… い え,旦 那,こ の生 地 は手袋 み たい にぴ た りです よ!/1839年/リトグラフ/

21.1×19.5cm

6.こ の ブー ツめ!...お れ を小足 に しよ うと してい るな!…/1839年/リ トグ ラフ/23.1×18.8cm

7.確 か に,ア ウステ ル リッツで ど うだ ったか は知 らないが,こ れ よ りよ くは なか った だ ろ うな。/1840年/リ トグ ラフ/

27.2×19.5cm

8.(手 紙 を読 ん で)デ ー トの約束 だ,た ぶん い としいマ ダム ・ジロ ーか らだ!… そ う…だ が,私 を捕 まえて さん ざん に殴 ろ う

としてい る夫 か らか も しれ ない。/1840年/リ トグ ラフ/21.8×18.3cm

9.確 か に!言 われ た とお り,真 珠 を並べ た ようだ!… た だ,そ の真珠 が とび とび だが,そ れ だ けの こ とだ。/1840年/

リ トグ ラフ/21.8×17.3cm

10.寝 間着 は はが れ,あ らわ な我 が身,こ む らの 肉 は消 え去 りぬ。(J.B.ル ソー)/1840年/リ トグ ラ フ/23．3×18.8cm

II.<壺 マ ニア>

11.ア デ レー ド… ね え,君 … ご覧 よ,こ の子 は半 時間 以上 も前 か ら泣 いて い る よ!何 を加 えた らい いか しら…小 さ な飾 り

を貼 りっ けた いわ!/1855年/リ トグ ラ フ/19.4×22.6cm

12.あ っ!い ちば ん きれい な壺 が!… い ちば ん大切 な 壺が!…/1855年/リ トグ ラ フ/19.4×24.3cm

13.ね えあ なた,お 年 玉 に素 敵 な壺 を持 って きま した よ。 おや,偶 然で す ね,私 もあ なた に壺 を持 って きたん です が!/

1855年/リ トグ ラフ/19.3×23.4cm

14.犬 と猫 と壺 を同 時 に愛す る不 都合 。/1855年/リ トグ ラフ/19.2×25.0cm

15.お や,パ ル ミュル さんがお まえのとそっ く りの壺 を作 ってい る!住 まい もさぞか しきれ いに飾 って いるんだろ うな!…/

1855年/リ トグ ラフ/17.9×24.2cm

16.お 世 辞抜 きで,こ う言 え ると思 うん だが,そ れ は本 当の 傑作 だ!…/1855年/リ トグ ラフ/20.2×24.0cm

17.お そろ しい悪 夢O/1855年/リ トグ ラ フ/19.0×26.5cm

18.日 本 の壺 の模 造 品,真 の うる さがた 三人 を感 嘆 さす 。/1855年/リ トグ ラフ/18.9×22.9cm

*出 品作はすべてブ リヂス トン美術館蔵。
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展覧会 石橋美術館

〈特集展示〉

没後30年 記念 坂本繁二 郎

1999年7月14日(水)-9月12日(日)

会場:第5～8室

主催:石 橋財団石橋美術館

後援:久 留米市/財 団法人久留米文化振興会

出品内容:油 彩39点,鉛 筆 ・水彩・墨16点,木 版22点,石 版1点,

書簡7点,関 連作品1点 計86点

入場者総数:6,797人(1日 平均128人)

28.《 帽子を持てる女》

出品 目録:

1.《夏野》/1898年/油彩・ カ ン ヴァス/71.0×116.0cm/個 人蔵

2,《水 縄 山風 景》/1898年/水彩・ 紙/56.5×74.5cm/個 人 蔵

3.《秋 の 山道》/1903年 頃/水 彩 ・紙/29.0×48.0cm/個 人 蔵

4.《町 裏》/1904年/油彩・ カ ン ヴァス/80.3×60.5cm/個 人蔵

5.《早 春》/1905年/油 彩 ・カ ン ヴァス/80,5×60.0cm/個 人蔵

6.《風 景》/1905年/水 彩 ・紙/32.7×50.0cm/個 人蔵

7.《大 島 の一部 》/1907年/油彩・ カ ンヴ ァス/116.3×73.0cm/福 岡市美 術館 蔵

8.《新 聞》/1910年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/80.5×60.7cm/個 人蔵

9.《草 画舞 台姿 沢 村 宗之 助 の皆鶴 姫》/1911年(1971年 復 刻)/多 色木 版 ・紙/22.3×15.8cm/個 人蔵

10.《草 画舞 台姿 沢 村 宗十 郎 の榛沢 平九 郎》/1911年(1971年 復刻)/多 色木 版.紙/22.5×15.8cm/個 人蔵

11.《草 画舞 台姿 初 瀬 浪子 の秋 山静 子》/1911年(1971年 復 刻)/多 色木 版 ・紙/22.3×15.8cm/個 人蔵

12.《草 画舞 台姿 市 川 高麗 太郎 の長 作》/1911年(1971年 復 刻)/多 色 木 版 ・紙/22.2×15.9cm/個 人蔵

13.《草 画舞 台姿 沢 村訥 子 の松 平吉 峰》/1911年(1971年 復 刻)/多 色 木 版 ・紙/21.6×15.0cm/個 人蔵

14.《草 画舞 台姿 市 川 高麗蔵 の 姉輪 平次 》/1911年(1971年 復刻)/多 色 木版 ・紙/21.5×14.8cm/個 人 蔵

15.《魚 を持 って きた海女 》/1913年/油彩・ カ ンヴ ァス/117.0×80.6cm/石 橋 財 団石橋 美術 館蔵

16.《あ らしの海 》/1917年/油彩・ 梗/23.2×33.0cm/石 橋 財 団石橋 美術 館蔵

17.《静物 》/1918年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/45.0×60.5cm/石 橋 財 団石 橋美 術館 蔵

18.《 日本 風景 版 画 筑紫 之部 榎 寺 神社 》/1918年/多 色木 版 ・紙/17.4×23.5Cm/石 橋 財団 石橋 美術 館蔵

19.《 日本 風景 版 画 筑紫 之部 神 湊》/1918年/多 色木 版 ・紙/17.0×23.5cm/石 橋財 団 石橋 美術 館蔵

20.《 日本 風景 版 画 筑紫 之部 水 縄 山》/1918年/多 色 木版 ・紙/17.0×23.5cm/石 橋 財 団石 橋美 術館 蔵

21.《 日本 風景 版 画 筑紫 之部 筑 後 川》/1918年/多 色 木版 ・紙/16.9×23.2cm/石 橋 財 団石 橋美 術館 蔵

22.《 日本 風景 版 画 筑紫 之部 火 の海 》/1918年/多 色 木版 ・紙/17.4×23.4cm/石 橋 財 団石橋 美 術館 蔵

23.《 建設 中 の立 教大 学》/1919年/石 版 ・紙/25.0×34,5cm/個 人 蔵

24.《 牛》/1920年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/71.0×116.5cm/石 橋 財 団石 橋美 術館 蔵

25.《 少女 》/1922年/油彩・ カ ンヴ ァス/40.8×32.8cm/石 橋 財 団石橋 美 術館 蔵

26.《 読書 の女 》/1923年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/40.8×31.7cm/石 橋 財 団石 橋美 術館 蔵

27.《 パ リ郊外 》/1923年/油彩・ カ ンヴ ァス/53.0×65.0cm/石 橋 財 団石橋 美 術館 蔵

28.《 帽子 を持 て る女》/1923年/油 彩 ・カ ン ヴァス/80.7×65.0cm/石 橋財 団 石橋 美術 館蔵

29.《 老婆 》/1923年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/41.0×32.8cm/個 人 蔵

30.《 巴里 の乞 食》/1923年/油彩・ カ ンヴ ァス/40.0×32.8cm/福 岡県 立美 術 館蔵

31.《 自画 像》/1923年/鉛 筆,水彩・ 紙/27.7×21.9cm/個 人 蔵
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32.《 柿 》/1925年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/45.8×61.0cm/福 岡県立 美術 館 蔵

33.《母 の像 》/1927年/油彩・ カ ンヴ ァス/52.9×45.8cm/個 人 蔵

34.《 自画鏡 像》/1929年/油 彩,紙/45.5×37.5cm/石 橋財 団石 橋 美術 館蔵

35.《 自像》/1923-30年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/52.5×45.0cm/石 橋 財 団石橋 美 術館 蔵

36.《放 牧》/1930年/油彩・ カ ン ヴ ァス/71.5×116.5cm/個 人蔵

37.《 鳥》/1930年/淡 彩 ・紙/37.5×30.2cm/石 橋 財 団石橋 美 術館 蔵

38.《放 牧 三馬 》/1932年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/79.6×99.0cm/石 橋 財 団石橋 美術 館 蔵

39.《二 馬 》/1930年 頃/鉛 筆 ・紙/17.3×23.5cm/石 橋財 団石 橋美 術館 蔵

40.《 肉弾 三勇 士》/1935年/油彩・ カ ン ヴァス/53.0×80.0cm/石 橋財 団 石橋 美術 館蔵

41.《 水 よ り上 る馬》/1935年/水 彩 ・紙/15.8×21.4cm/石 橋 財 団石橋 美 術館 蔵

42.《 春.駒 》/1935年 頃/墨 …紙/130.0×60.5cm/個 人 蔵

43.《 放牧 二 馬》/1936年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/91.0×116.5cm/個 人 蔵

44.《 牧馬(左)》/1942年/油 彩 ・絹/35.8×87.0cm/福 岡 市美 術館 蔵

45.《 牧 馬(右)》/1942年/油 彩 ・絹/34.2×85.5cm/福 岡 市美 術館 蔵

46.《 柿》/1944年/油 彩 ・カ ン ヴァス/45.3×52.5cm/石 橋財 団 石橋 美術 館蔵

47.《 馬》/1948年/水 彩 ・紙/23.9×32.1cm/石 橋財 団石 橋美 術 館蔵

48.《 青木 繁 歌碑 文字 図案 》/1948年/墨 ・紙/51.3×66.8cm/石 橋財 団石 橋美 術館 蔵

49.《 鮭》/1949年/油 彩 ・カ ン ヴァス/41.2×60.3cm/福 岡 市美 術館 蔵

50.《 阿 蘇五 景 表紙 絵》/1950年/多 色木 版 ・紙/12.9×14.8cm/石 橋財 団石 橋美 術 館蔵

51.《 阿 蘇五 景 扉絵 》/1950年/多 色 木版 ・紙/12.9×14.8cm/石 橋 財 団石橋 美術 館 蔵

52.《 阿 蘇五 景 南郷 谷 》/1950年/多 色木 版 ・紙/25.0×36.0cm/石 橋財 団 石橋 美術 館蔵

53.《 阿 蘇五 景 噴火 口》/1950年/多 色木 版 ・紙/25.1×36.0cm/石 橋財 団 石橋 美術 館蔵

54.《 阿 蘇五 景 波野 の 月》/1950年/多 色 木版 ・紙/25.2×36.1cm/石 橋 財 団石 橋美 術館 蔵

55.《 阿 蘇五 景 根子 嶽 の朝 》/1950年/多 色木 版 ・紙/25.2×36.1cm/石 橋 財 団石橋 美術 館 蔵

56.《 阿 蘇五 景 放 牧》/1950年/多 色 木版 ・紙/25.3×36.0cm/石 橋 財 団石 橋美 術館 蔵

57.《 馬 三題1》/1951年/多 色 木版 ・紙/22.1×31.2cm/個 人 蔵

58.《馬 三題2》/1951年/多 色 木版 ・紙/23.5×33.2cm/個 人 蔵

59.《 馬三題3》/1951年/多 色 木版 ・紙/23.5×32.7cm/個 人 蔵

60.《 塩 屋 の娘 人形 》/1951年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/40.7×31.5cm/個 人 蔵

61.《 能 面》/1954年/油 彩 ・カ ン ヴァス/38.0×45.5cm/個 人蔵

62.《石 》/1954年/水 彩 ・紙/39.5×49.9cm/福 岡県立 美術 館蔵

63.《能 面 》/1955年/油彩・ カ ン ヴァス/33.5×49.5cm/福 岡 県立 美術 館蔵

64.《 馬》/1955年/水 彩 ・紙/27.0×24.0cm/個 人 蔵

65.《 泊船 暁光 》/1956年/多 色木 版/16.6×23.1cm/個 人蔵

66.《 林檎 ・蜜 柑 ・柿 》/1958年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/32.5×41.5cm/石 橋 財 団石橋 美術 館 蔵

67.《 植木 鉢》/1959年/油彩・ カ ンヴ ァス/38.3×45.5cm/久 留米 市立 篠 山小 学校 蔵

68,《 鼓胴 と能 面》/1962年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/37.9×45.5cm/個 人蔵

69.《 月》/1964年 頃/色 鉛筆,水 彩 ・紙/56.5×31.3cm/個 人 蔵

70.《 月》/1964年 頃/色 鉛筆,水彩・ 紙/45,5×22.7cm/個 人 蔵

71.《 みず と り》/1964年 頃/色 鉛 筆,水彩・ 紙/45.8×49.0cm/個 人 蔵

72.《 木槿 》/1964年 頃/色 鉛 筆,水彩・ 紙/40.5×63.0cm/個 人蔵

73.《 牛》/1919-65年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/60.5×80.3cm/個 人 蔵

74.《 霧 島風景(左)》/1965年 頃/油彩・ 板/47.8×83.5cm/個 人蔵

75.《 霧 島風景(右)》/1965年 頃/油彩・ 板/47.6×83.8cm/個 人蔵

76.《 婦人 像》/1922-68年/油彩・ カ ンヴ ァス/81.0×64.8cm/個 人蔵

77.《 白い牛》/1969年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/50.0×61.0cm/個 人 蔵

78.《 幽光 》/1969年/油彩・ カ ンヴ ァス/31.7×41.0cm/個 人 蔵

79.《 坂本 繁二 郎 書簡/坂 井 義三 郎(犀 水)宛 》/1920年2月14日 付/封 書/石 橋財 団 石橋 美術 館蔵

80.《 坂 本繁 二郎 書簡/坂 井 義三 郎(犀 水)宛 》/1921年4月22日 消 印/封 書/石 橋 財 団石 橋美 術館 蔵

81.《 坂 本繁 二郎 書簡/坂 井 義三 郎(犀 水)宛 》/1923年1月1日 付/葉 書/石 橋財 団 石橋 美術 館蔵

82.《 坂 本繁 二郎 書簡/坂 井 義三 郎(犀 水)宛 》/1925年11月6日 付/封 書/石 橋 財団 石橋 美術 館蔵
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83.《坂本繁二郎書簡/坂 井義三郎(犀水)宛》/1925年11月10日 付/葉 書/石 橋財団石橋美術館蔵

84.《坂本繁二郎書簡/坂 井義三郎(犀水)宛》/1937年1月1日 付/葉 書/石 橋財団石橋美術館蔵

85.《坂本繁二郎書簡/坂 井昭雄.坂井晴彦宛》/1941年8月7日 付/封 書/石 橋財団石橋美術館蔵

86.今 里龍生《坂本繁二二郎像》/1961年/ブ ロンズ/高33.0cm/石 橋財団石橋美術館蔵

関連事業:

開催記念美術講座 → p.24

広報記録:

新聞・雑誌:

 「特集展示 『没後30年 記念 坂本繁二郎』」『市政 くるめ』第991号,1999年6月15日

 「展覧会から 坂本繁二郎の作品を特集 没後30周 年を記念 し80点 」『西 日本新聞』1999年7月8日 付夕刊

 「坂本繁二郎没後30年 記念展 50点 以上の作品17年 ぶ りに一堂に」『朝 日新聞』1999年7月15日(筑 後版)

 「坂本繁二郎没後30年 展始 まる 巨匠の全ぼうた どる86点 」『西 日本新聞』1999年7月17日(筑 後版)

 「坂本繁二.郎没後30年 記念展 代表作 『放牧三馬』など86点 」『読売新聞』1999年7月23日(筑 後版)

 「美術館情報」『アー トマイ ンド』第105号,1999年8月1日

 「好 きな人 に聞 くたのしいART」 『月刊はかた』第129号,1999年8月1日

 「坂本繁二郎・没後三十年展 78点 で画業を回顧 新たな坂本像を探って」『西日本新聞』1999年8月10日

 竹田博志編集委員 「心を浄化す る無垢な形 宇治山哲平展ほか」『日本経済新聞』1999年8月11日

 「特集 月 とのカンケイをは じめてみ ようか」『芸術倶楽部』第34号,1999年8月

 「さらに展覧会 Sweet Spot」 『ア ミューズ』第52巻 第l6号,1999年8月

 「PREVIEW 没後30年 記念 坂本繁二郎展」『アー ト.トップ』第172号,1999年9月

 「最後の『群展』開幕 坂本繁ニ郎没後30年 節 目に」『西 日本新聞』1999年9月8日(筑 後版)

 「群展24回 目で 『終わ り』 没後30年 坂本繁二郎 に師事の6人 」『朝日新聞』1999年9月9日(筑 後版)

 「坂本が残 した絵の背骨 最後の「群展』」『西日本新聞』1999年9月17日
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ブ リヂ ス トン美術館 所蔵品 によ る

西 洋の風 景画

1999年9月15日(水)-11月14日(日)

会場:第6～8室

主催:石 橋財団石橋美術館

後援:久 留米市/財 団法人久留米文化振興会

出品内容:油 彩39点,水 彩6点,グ ワッシュ1点 計46点

入場者総数:9,508人(1日 平均179人)

同展ポスター

出品目録:

1.ア ン トニ ー ・ヤ ンス ゾー ン ・ファ ン・デ ル ・ク ロー ス《レイス ウ ェイク 城》/油彩・ 梗/59.4×89.2cm

2.グ レ ゴ リオ ・ラ ッザ リー ニ《黄金 の子 牛 の礼 拝》/1700-07年 頃/油彩・ カ ン ヴァス/91.2×148.4cm

3.ジ ャ ン=バ テ ィス ト・パ テ ル《水浴 》/油 彩 ・カ ン ヴァス/56.7×65.5cm

4.カ ミー ユ ・コ ロー《ヴィル ・ダ ヴ レー》/1835-40年/油彩・ カ ンヴ ァス/51.1×46.6cm

5.カ ミー ユ ・コロー《オ ン フルー ル の トゥー タ ン農 場 》/1845年 頃/油彩・ カ ンヴ ァス/44.4×63.8cm

6.カ ミー ユ ・コロー《森 の 中の若 い女 》/1865年/油 彩 ・梗/54.7×38.9cm

7.ジ ャ ン=フ ラ ン ソワ ・ミレー《乳 しぼ りの女 》/1854-60年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/59.0×72.4cm

8.シ ャル ル=フ ラ ンソ ワ・ドー ビニー 《レ・サー ブル=ド ロンヌ》/油彩・ 梗/39.1×67.1cm

9.ギ ュス ター ヴ ・ク ールベ 《雪 の中 を駆 け る鹿》/1856-57年 頃/油 彩 ・カ ン ヴァス/93.5×148.8cm

10.ア ドル フ ・モ ンテ ィセ リ《庭 園の貴 婦 人》/1870-80年/油彩・ 板/42.2×55.9cm

11.ウ ジ ェー ヌ ・ブー ダ ン《トル ー ヴィル 近郊 の浜 》/865年 頃/油彩・ 梗/35.7×57.7cm

12.カ ミーユ ・ピサ ロ《ブー ジ ヴァル のセ ーヌ 河》/1870年/油彩・ カ ンヴ ァス/51.4×82.2cm

13.カ ミーユ ・ピサ ロ《菜 園 》/1878年/油 彩 ・カ ン ヴァス/55.2×45.9cm

14.ア ル フ レ ツ ド・シス レー《森 へ行 く女 た ち》/1866年/油彩・ カ ンヴ ァス/65.2×92.2cm

15.ア ル フ レ ツ ド・シス レー《サ ン=マ メス 六月 の朝 》/1884年/油彩・ カ ンヴ ァス/54.6×73.4cm

16.ア ル フ レ ツ ド・シス レー 《レデ ィー ズ ・コー ヴ,ウ ェー ルズ 》/1897年/油彩・ カ ン ヴ ァス/54.3×65.3cm

17.ク ロー ド・モ ネ《ア ル ジ ャン トゥィ ユの 洪水 》/1872-73年/油彩・ カ ンヴ ァス/54.4×73.3cm

18.ク ロー ド・モ ネ 《ア ル ジ ャン トゥイ ユ》/1874年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/43.0×70.0cm

19.ク ロー ド・モネ 《雨 のベ リー ル》/1886年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/60.5×73.7cm

20.ク ロー ド・モネ 《睡 蓮》/1903年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/81.5×100.5cm

21.ク ロー ド・モネ 《黄 昏,ヴ ェネ ツ ィア》/1908年 頃/油彩・ カ ンヴ ァス/73.0×92.5cm

22.ア ン リ・ル ソー 《イ ヴ リー河 岸 》/1907年 頃/油彩・ カ ンヴ ァス/46.1×55.0cm

23.ア ン リ・ル ソー 《牧 場》/1910年/油彩・ カ ン ヴァス/46.0×55.3cm

24.ポ ール ・ゴーガ ン《ポ ン=タ ヴェ ン付近 の風 景》/1888年/油彩・ カ ン ヴァス/72.9×92.2cm

25.ポ ー-ル・ゴーガ ン《乾 草》/1889年/油彩・ カ ンヴ ァス/55.4×46.2cm

26.フ ィ ンセ ン ト・ファ ン・ゴ ツホ《モ ンマル トル の風 車》/1886年/油彩・ カ ンヴ ァス/48.2×39.5cm

27.ボ 一ル ・シニ ャ ック《コンカル ノー港》/1925年/油 彩 ・カ ン ヴァス/73.4×53.9cm

28.ポ ール ・シニ ャ ック《ラ ・ロシ ェル》/水 彩,鉛 筆 ・紙/20.8×27.0cm

29.ポ ール ・シニ ャ ック《プ テ ィ・タ ン ドリー 》/水 彩,コ ンテ ・紙/26.7×39.4cm

30.ピ エー ル ・ボ ナー ル《ヴェル ノ ン付 近 の風 景》/1929年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/63.4×62.4cm

31.ア ン リ・マテ ィス 《コ リウー ル》/1905年/油 彩 ・厚 紙/24.5×32.4cm
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32.ア ン リ・マテ ィス 《ル ー川 の ほ と り》/1925年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/38 .3×47.0cm

33.ジ ョル ジ ュ ・ルオ ー《風景 》/1913年/水 彩 ・紙/20.4×30.9cm

34.ジ ョル ジ ュ ・ルオ ー《郊外 の キ リス ト》/1920年/油彩・ 紙/92.0×73.6cm

35.ア ルベ ール ・マル ケ《道行 く人,ラ ・フ レ ッ ト》/1946年/油彩・ カ ンヴ ァス/54 .0×65.1cm

36.モ ー リス ・ド.ヴ ラマ ンク 《風 景》/水 彩 ・紙/47.8×64.1cm

37.ラ ウル ・デ ュフ イ《ドゥー ヴ ィル の突堤 》/油彩・ カ ン ヴ ァス/54.3×80 .9cm

38.ケ ース ・ヴ ァン ・ドンゲ ン《シ ャンゼ リゼ大 通 り》/1924-25年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/68.0×52.2cm

39.パ ブロ ・ピカ ソ《生 木 と枯 木の あ る風景 》/1919年/油彩・ カ ンヴ ァス/49 .4×65.4cm

40.モ ー リス ・ユ トリロ《サ ン=ド ニ運 河》/1906-08年/油 彩 ・紙/53.4×74.5cm

41.モ ー リス ・ユ トリロ《パ リのア ン ジュー 河岸 》/1929年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/100 .3×81.3cm

42.ア ン ドレ ・デ ュノ ワイエ ・ド・ス ゴンザ ック《風 景》/水 彩 ・紙/49.9×56.9cm

43.マ ル ク ・シ ャガ ール 《ヴ ァンス の新月 》/1955-1956年/グ ワ ッシ ュ・紙/64 .9×50.1cm

44.ジ ョル ジ ョ・デ ・キ リコ《吟 遊詩 人》/油彩・ カ ンヴ ァス/62.4×49.8cm

45.カ イ ム ・スー テ イ ン《大 きな樹 のあ る南仏 風景 》/1924年/油 彩 ・紙/49 .8×60.6cm

46.ザ オ ・ウーキ ー《サバ ンナ(草 原)》/1952年/水 彩,ペ ン,イ ンク ・紙/33.2×37 .4cm

関連事業:

開催記念美術講演会 → p.24

広報記録:

新聞:

 「展覧会か ら ブリヂス トン美術館所蔵品による西洋の風景画 15日 から石橋美術館」『西 日本新聞』1999年9月9日 付夕刊

 「モネなど46点 きょうから展示 石橋美術館」『西 日本新聞』1999年9月15日(福 岡県版)

 太 田秀紀 「名作46点 にワクワク 『西洋の風景画展』」『毎 日新聞』1999年9月18日(筑 後版)

 「モネや ミレーらの作品 『西洋の風景画』を展示 石橋美術館」『朝日新聞』1999年9月19日(筑 後版)

 「土曜ネット 『西洋の風景画展』開催記念 東大名誉教授高階氏招きあす講演会」『西日本新聞』1999年10月16日(筑 後版)

 「風景画の見方など講演」『読売新聞』1999年10月18日(筑 後版)
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展覧会 石橋美術館別館

〈特別展示 〉

長崎 ・諏訪神 社伝来

能面 と能装束展

1999年5月25日(火)-6月6日(日)

主催:石 橋財団石橋美術館別館

後援:久 留米市/財 団法人久留米文化振興会

出品内容:能 面41点,能 装束18点 計59点

入場者総数:1,396人(1日 平均116人)

6.《顰》

出品目録:

面

1.《翁 》/江 戸 時代/19.5×15.3×5.2cm

2.《大 飛 出》/江 戸 時代/20.7×14.3×7.5cm

3,《小 飛 出》/江 戸 時代/20.5×14.6×6.5cm

4.出 目栄 満《大痣 見》/江 戸 時代 中 期/22.4×15.9×8.4cm

5.出 目栄 満《小痣 見》/江 戸 時代 中期/20.7×15.3×7.6cm

6.出 目栄 満《顰》/江 戸 時 代 中期/20.5×12.9×7.1cm

7.出 目栄 満《鷲鼻 悪 尉》/江 戸 時代 中期/20.8×13.8×8.4cm

8.《長霊 痣 見》/江 戸 時代/20.9×15.4×7.5cm

9.出 目栄 満 《黒 髭》/江 戸 時代 中期/20.5×14.5×7.0cm

10.《痩 男》/江 戸 時代/20.2×14.5×6.5cm

11.出 目栄満 《怪 士》/江 戸 時代 中期/20.4×14.9×6.6cm

12.出 目栄満 《筋 怪 士》/江 戸 時代 中期/21.4×15.8×6.8cm

13.出 目栄満 《河津 》/江 戸時 代 中期/20.0×15.1×6.6cm

14.出 目栄満 《鷹》/江 戸 時代 中期/20.1×13.2×7.0cm

15.出 目栄満 《山姥 》/江 戸 時代 中期/21.2×14.4×6.6cm

16.出 目栄 満《痩女 》/江 戸 時代 中期/21.1×14.3×5.7cm

17.出 目栄 満《泥 眼》/江 戸 時代 中期/21.1×13.5×5.2cm

18.出 目栄 満《般 若》/江 戸 時代 中期/21.2×14.4×7.1cm

19.出 目栄 満《生 成》/江 戸 時代 中期/21.4×14.8×6.3cm

20.出 目栄 満 《小 牛尉 》/江 戸時 代 中期/21.0×12.6×6.7cm

21.出 目栄満 《舞 尉》/江 戸 時代 中期/19.5×13.0×5.8cm

22.出 目栄満 《朝 倉尉 》/江 戸 時代 中期/19.6×12.7×6.7cm

23.出 目栄満 《三 光尉 》/江 戸 時代 中期/20.2×12.9×7.5cm

24.出 目栄満 《中将》/江 戸 時 代 中期/20.0×13.5×5.9cm

25.出 目栄満 《邯 鄲 男》/江 戸 時代 中期/19.9×14.2×5.9cm

26.出 目栄満 《平太 》/江 戸時 代 中期/20.0×14.1×6.2cm

27.出 目栄満 《大喝 食》/江 戸 時代 中期/21.2×13.9×6.2cm

28.出 目栄満 《小 喝食》/江 戸 時代 中期/21.2×13.7×5.5cm

29.出 目栄 満《童子 》/江 戸 時代 中期/20.4×13.7×5.3cm

30.出 目栄 満《猩 々》/江 戸 時代 中期/20.8×13.6×5.3cm
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31.出 目栄 満 《頼 政》/江 戸 時代 中期/20.7×15.3×7.1cm

32.出 目若 狭 《小 面》/江 戸 時代 中期/21.0×13.6×5.4cm

33.出 目栄 満 《増 女》/江 戸 時代 中期/21.1×13.4×5.4cm

34.出 目栄 満 《曲見》/江 戸 時代 中期/21.1×14.0×5.8cm

35.出 目栄 満 《深 井》/江 戸 時代 中期/20.5×13.5×5.7cm

36.出 目栄 満 《近 江女 》/江 戸 時代 中期/20.8×13.3×5.5cm

37.出 目栄 満 《老 女》/江 戸 時代 中期/20.9×14.5×6.1cm

38.《 姥 》/江 戸 時代/20.4×13.4×5.2cm

39.《 三 番叟 》/江 戸 時 代/18.0×14.6×5.3cm

40.《 景 清》/江 戸 時代 中期/20.3×14.2×6.0cm

41.出 目栄 満《増 女》/江 戸 時代 中期/21.1×13.6×5.5cm

装 束

42.《 紺地 丸紋 尽 くし模様 唐織 》/江 戸 時代/148.0×65.0cm

43.《 紅地 秋草 模様 唐 織》/江 戸 時代/149.0×68.0cm

44.《 茶地 菊唐 草模 様 唐織 》/江 戸 時 代/151.0×67.0cm

45.《 白萌 葱段 替龍 田模様 唐織 》/江 戸時 代/130.0×63.0cm

46.《 紅浅 葱格 子段 替 鶴亀 模様 厚板 》/江 戸時 代/146.0×74.0cm

47.《 白地 花扇 模様 縫 箔》/江 戸 時代/118.0×60.0cm

48.《 白地 青海 波桐 団扇 模 様摺 箔》/江 戸 時代/141.0×68.0cm

49.《 浅葱 地松 薄模 様 舞衣》/江 戸 時代/95.0×83.0cm

50.《紺 地 牡丹 唐草 鳳凰 模様 袷 法被 》/江 戸時 代/85.0×84.5cm

51.《紅 地 蜀江 模様 袷狩 衣》/江 戸 時代/180.0×89.0cm

52.《紺 地雲 龍 模様 袷狩 衣》/江 戸 時代/144.0×88.5cm

53.《浅 葱雲 鶴 丸模 様素 襖》/江 戸 時代/98.0×101.0cm

54.《 白地牡 丹 立湧 模様 半切 》/江 戸 時代/88.0cm

55.《紅 絽地 菊唐 草 模様 鬘帯 》/江 戸 時代/253.0×3.5cm

56.《 白地鱗 模様 鬘 帯》/江 戸 時代/125.0×4.0cm

57.《 白地桔 梗模 様 鬘帯 》/江 戸時 代/138.0×3.5cm

58.《納 戸地 鱗模 様 鬘帯 》/江 戸時 代/238.0×3.5cm

59.《錦 地金 襴 鳥兜》/江 戸 時 代

46.《紅浅葱格子段替鶴亀模様厚梗》

*法 量 は面を縦×横×深さ,装束を丈 ×裄,鬘帯を丈 ×幅であらわす。

作品はすべて諏訪神社の所蔵である。

広報記録:

新聞:

 「展覧会か ら 長崎 ・諏訪神社伝来能面 と能装束展 25日 か ら石橋美術館別館」『西 日本新聞』1999年5月13日 付夕刊

 「能面や能装束を公開 諏訪神社所蔵の59点 復曲能来月上演 を前に」『読売新聞』1999年5月25日(筑 後版)

 「薪能盛 り上 げへ秘蔵品がず らり 久留米で 『能面 と能装束展』」『朝 日新聞』1999年5月26日(筑 後版)

 「薪能上演記念で特別展示 長崎・諏訪神社伝来 江戸時代の面や装束59点 」『西日本新聞』1999年5月26日(筑 後版)
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教育普及 ブリヂストン美術館

<土 曜講座>

土 曜 日 14:00～16:00 ホ ール

通算回数    月 日 講座題 目

《地中海学会春期連続講演会 地中海:異 文化の出会い》

企画＝高山博 氏(地中海学会,東京大学助教授)

18501999年4月10日 オスマ ン帝国のチュー リップ時代

講師

1851

1852

1853

1854

1855

4月17日

4月24日

5月8日

5月15日

5月22日

港の中の異文化

ガ ウデ ィ:エ ジプ トとの出会い

ヴェネツィア:極 東 との出会い

中世ヨーロッパへのオルガン導入

中世シチ リアの異文化交流

鈴木董 氏(東京大学教授)

深沢克己 氏(東京大学教授)

鳥居徳敏 氏健築家)

石井元章 氏(大阪芸術大学助教授)

片山千佳子 氏(東京芸術大学助教授)

高山博 氏(東京大学助教授)

《庭園の宇宙誌 》

企画＝福満葉子

1856

1857

1858

1859

6月5日

6月12日

6月19日

6月26日

形而上の庭-風 水 と中国庭園

大名庭園-夢 と現実の世界旅行

イスラム庭園-理 想郷への憧憬

異様の風景-庭 としての18世 紀ヨーロッパ

中野美 代子 氏(中国文学者)

白幡洋三 郎 氏(国際日本文化研究センター教授)

杉 田英 明 氏(東 京大学助教授)

高 山宏 氏(東京都立大学教授)

《安井曾太郎の世界》

企画＝貝塚健

18602000年1月22日 安井曾太郎の人 と芸術

1861

1862

1863

1864

1月29日

2月5日

2月12日

2月19日

安井曾太郎と京都

造形美の探求-残 された写真か ら

安井曾太郎-「版画」の視点から

安井曾太郎 と『文藝春秋』

嘉門安雄 氏(東京都現代美術館館長)

聞き手 富山秀男

島田康寛 氏(京都国立近代美術館学芸課長)

富山秀男

水沢勉 氏(神奈川県立近代美術館主任学芸員)

貝塚健

《版画の社会学》

企画＝福満葉子

1865

1866

1867

1868

1869

3月11日

3月18日

3月25日

4月1日

4月8日

版画 と社会

増殖す るイメージ-版 画による伝達・版画 による再現

版画コレクションの誕生

江戸の出版統制-浮 世絵版画の情報伝達性

20世 紀版画の経済史

坂 本満 氏(聖 徳大学教授)

佐 川美智 子 氏(町田市立国際版画美術館学芸員)

保 井亜 弓 氏(金 沢美術工芸大学助教授)

岩 崎均 史 氏(た ばこと塩の博物館主任学芸員)

広 本伸 幸 氏(川 村記念美術館学芸課長)
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<日 曜レクチャー>

入門編

日曜 日 11:00～11:45 ホ ー ル

      月 日

1999年12月5日

   12月19日

2000年1月16日

    1月30日

    2月13日

    2月27日

    3月12日

    3月26日

タイ トル

風景画の誕生

ク リスマスの図像学

絵 と鏡

学芸員のしごと

「安井曾太郎の『文藝春秋』表紙絵」について

印象派って何?

日本の美術館,ここが悪い

クー リエの仕事-美 術品輸送の同行について

講師

福満葉子

吉城寺尚子

吉城寺尚子

貝塚健

貝塚健

宮崎克己

田中千秋

塚田美香子

応用編

日曜 日 14:00～14:45 第1～2展 示 室

1999年12月5日,12月19日,2000年1月16日,1月30日,2月13日,2月27日

         「安井 曾太 郎 の 『文 藝 春秋』表 紙絵 」につ いて

2000年3月12日,3月26日

         『レス タ ンプ ・オ リジナル』につ いて

貝塚健

福満葉子

*リ ニューアル後に新たに もうけた日曜レクチャー は,「美術に興味を持 ち始めた方,これか

 ら美術館め ぐりをしてみようと考えている方な ど」を対象にしている。開館以来続いていて,

 美術愛好家を主な対象にしていた土曜講座 を補完する入門的な美術講座と位置づけている。
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<リ ニューアル記念講演会>

1999年12月4日(土)14:00～16:00ホ ール リニ ューア ル ・デザ イ ン に携 わ って

12月11日(土)14:00～16:00ホ ール

12月18日(土)14:00～16:00ホ ール

現代の美術館 と文化のシステム

美術館競合時代の問題点

高市忠夫 氏健築家・デザイナー)

聞 き手 宮崎克己

宮崎克己

富山秀男

*1999年7月1日 か ら12月2日 まで 当館 は休 館 して リニ ュー ア ル工事 を行 った(→pp.57-63)。

そ の改 修事 業 の基本 的 な考 え方 や実 現 にあ た って の観点 な ど を,中 心 とな って携 わ った3人 が 発表 した。

<版 画の実演>

2000年3月9日(木)か ら6月4日(日)の 木曜 日と日曜日,ならびに5月5日(金)に 実施(全27回)エ ン トランス

各日とも,13:00か らエ ッチ ング制作の実演,15:00か らリトグラフ制作の実演

担当=田 中千秋

リトグラフ技術指導 リトプレス機提供=阿 部浩 氏(版画家)

協力=大 山麻沙美 氏(版画家)

*特 集展示 「『レスタンプ・オ リジナル』-世 紀末フランスの版画革命」にあわせて,来館者の版画制作の

 理解を助けるため,展示作品の主要な技法であるエ ッチングとリトグラフについて,銅版.プ レス機・

 石版などを用いて版画制作の実演を行った。

<見 学研究会「教材としての美術館」>

2000年1月15日(土) 14:30～18:00 ホー ルお よび展 示 室

主催:石 橋 財 団ブ リヂ ス トン美 術館

プ ログ ラム:

14:30～15:00ケ ース ス タデ ィー1「 鑑賞 教育 の実 践」

15:00～15:30ケ ース ス タデ ィー2「 美術 館 の夏休 み 企画 」

15:30～16:00ケ ース ス タデ ィー3「 世 田谷美 術館 と小学 校」

16:00～17:00展 示見 学

17:00～18:00質 疑応 答/デ ィス カ ッシ ョン

岸本 雅行 氏(中 央区立阪本小学校教諭)

一條 彰子 氏(東京国立近代美術館研究員)

大庭 秀幸 氏(世 田谷美術館学芸員)

参加者:67人(小 学校図工科教諭40人;中 学校美術科教諭3人;美 術館博物館職員16人;そ の他7人)

広報記録:「ブリヂス トン美術館が主宰 した研究見学会 教材 としての美術館」『ドーム』49号,2000年4月

<ギ ャ ラ リー トー ク>

日曜 日 11:00～12:00/15:00～16:00 展 示室

1999年4月4日,4月11日,4月25日        「西洋美術の近代」    貝塚健

   5月2日,5月9日,5月16日,5月23日,5月30日 「日本美術の近代」    貝塚健

   6月6日,6月13日,6月20日,6月27日    「美術館について考 える」-貝 塚健

*1998年8月 から,月ごとにテーマを替えて毎週日曜日に実施 した。
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<見 学解説>

1999年4月20日(火)

    5月9日(日)

    5月11日(火)

    5月13日(木)

    5月27日(木)

    6月2日(水)

    6月3日(木)

    6月30日(水)

   12月8日(水)

   12月11日(土)

2000年1月21日(金)

    1月22日(土)

    1月25日(火)

    1月26日(水)

    1月27日(木)

    1月28日(金)

    1月29日(土)

    2月9日(水)

    2月10日(木)

    2月16日(水)

    2月17日(木)

福島市立野田中学校3年 生

日本大学芸術学部

河口湖美術館友の会

4名

豊田市立猿投台中学校3年生

約50名

約30名

東久留米市立久留米中学校2年生

1名

IMCAデ ザイン専門学校

6名

桐朋学園小学校6年生

約20名

中央区立阪本小学校4年生

79名

川崎市高津区区民講座

中央区区民講座

共立女子学園中学校1～2年 生

共立女子学園中学校1～2年 生

共立女子学園中学校1～2年 生

共立女子学園中学校1～2年 生

共立女子学園中学校1～2年 生

共立女子学園中学校1～2年 生

共立女子学園中学校1～2年 生

共立女子学園中学校1～2年 生

共立女子学園中学校1～2年 生

共立女子学園中学校1～2年 生

共立女子学園中学校1～2年 生

約10名

約20名

約20名

合計約800名

*こ こでは事前打ち合わせの うえ,解説を行った団体を記 している。解説は貝塚健,田中千秋が担当o
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教育普及 石橋美術館・石橋美術館別館

<美 術講座>

月 日

1999年7月17日

   7月24日

講座題目                     講師

《特集展示 「没後30年 記念 坂本繁二郎」開催記念美術講座》

坂本繁二郎の生涯と作品               植野健造

坂本繁二郎 とその周辺                尾崎正明 氏(東京国立近代美術館企画・資料課長)

(14:00～15:30 石橋文化会館2階 小ホール)

《石橋美術館学芸員による美術講座》

7月31日

8月7日

8月21日

10月16日

10月23日

坂本繁二郎のフランス留学

日本絵画と四季

画家たちの視点

(14:00～15:30 石橋美術館集会室)

《秋の美術講座》

蒔絵 日本工芸の華

田内正宏

平間理香

森山秀子

10月17日

印象派が描いた都市の風景

(14:00～15:30 石橋美術館集会室)

日高薫 氏(国立歴史民俗博物館助教授)

大森 達 次 氏(女子美術大学教授)

《特集展示 「ブ リヂス トン美術館所蔵品による西洋の風景画」展開催記念美術講演会》

光 と色彩の ドラマー近代絵画に見る風景表現      高階秀爾 氏(東京大学名誉教授・国立西洋美術館館長)

(13:30～15:00 久留米市民会館)

<ギ ャ ラ リー ト ーク>

石橋美術館:第1,第3日 曜 日

石橋美術館別館:第2日 曜 日

各館展示室にてそれぞれ毎回テーマを替 えて実施 した。

時間:14:00～14:20

<見 学解説>

1999年4月30日(金)

   5月14日(金)

   6月4日(金)

   7月9日(金)

   7月14日(水)

   7月23日(金)

   7月31日(土)

   8月10日(火)

   9月10日(金)

   9月10日(金)

   10月8日(金)

   11月10日(水)

   11月11日(木)

   11月12日(金)

   11月19日(金)

   11月27日(土)

   12月10日(金)

2000年1月14日(金)

    1月19日(水)

   2月9日(水)

   3月10日(金)

   3月30日(木)

京都女子大学

久留米教育クラブ

久留米教育クラブ

久留米教育クラブ

八女市立大野小学校

小郡市立三国中学校

福岡市立曲淵小学校職員

福岡県立学校事務長会筑後地区研修会

福岡県教職員互助会

久留米教育クラブ

久留米教育クラブ

43名

15名

15名

11名

17名

23名

10名

31名

17名

5名

NHK北 九州文化センター

名6

大分大学

NHK北 九州文化センター

久留米市立荘島小学校

九州留学生 フォーラムinく るめ

久留米教育クラブ

久留米教育クラブ

39名

18名

20名

52名

29名

8名

久留米市立中学校美術教諭研究会

名7

久留米市立高良内小学校教養委員会

20名

久留米教育クラブ

伊予鉄愛媛新聞観光社主催 「美術館の旅シ リーズ」

8名

11名

43名

*事 前打ち合わせの うえ,解説を行った団体のみを記 している。
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<博 物館実習生の受入れ>

学芸員資格取得のための博物館実習生を次のように受入れた。

期間:1999年8月3日―8月20日

人数:4校 5名

実習内容:

10:00～12:00 13:00～17:00

8月3日(火) 館長挨拶

組織と運営

館内見学

8月4日(水) 作品の管理 作品の管理

8月5日(木) 作品の調査 と調書の作成

(油彩画)

作品の調査と調書の作成

(油彩画)

8月6日(金) 写真の撮影 作品の取扱い

8月7日(土) 写真資料の整理保存 美術講座の開催,美術講座の聴講

8月8日(日) 実習ノー ト整理 実習ノー ト整理

8月10日(火) 作品の調査 と調書の作成

(日本画)

作品の調査と調書の作成

(日本画)

8月11日(水) 図書資料の整理保存 図書資料の整理保存

8月12日(木) 文献資料 の収集 文献資料の収集

8月17日(火) 他館見学 他館見学

8月18日(水) 図書資料の整理保存 図書資料の整理保存

8月19日(木) 久留米の文化財見学 久留米の文化財見学

8月20日(金) 実習ノー ト整理 実 習 ノー ト整理 ・提 出,ま とめ

教育普及(石橋美術館・石橋美術館別館) 25



入場者数

ブリヂス トン美術館

月

4

5

6

7

8

9

10

11

12

1

2

3

合計

開館日数

24

26

26

0

0

0

0

0

19

23

24

22

164

有 料
一般

4,994

2,764

2,275

0

0

0

0

0

2,693

3,504

6,076

3,497

25,803

大 ・高生

872

524

340

0

0

0

0

0

191

265

392

423

3,007

中・小生

201

273

201

0

0

0

0

0

44

68

122

132

1,041

団体

306

518

537

0

0

0

0

0

285

891

506

74

3,117

合計

6,373

4,079

3,353

0

0

0

0

0

3,213

4,728

7,096

4,126

32,968

無料

197

81

93

0

0

0

0

0

199

251

295

161

1,277

総計

6,570

4,160

3,446

0

0

0

0

0

3,412

4,979

7,391

4,287

34,245

一 日平均

274

160

133

0

0

0

0

0

180

216

308

195

209

石橋美術館

月

4

5

6

7

8

9

10

11

12

1

2

3

合計

開館日数

26

26

26

26

26

25

27

24

23

23

25

27

304

有 料
一般

994

1,469

973

1,606

2,040

2,641

3,290

2,184

710

691

959

1,524

19,081

大 ・高生

47

93

41

92

158

158

133

107

77

39

75

153

1,173

中・小生

61

88

51

158

442

141

130

97

14

29

25

61

1,297

団体

257

961

268

472

108

573

530

587

157

50

338

294

4,595

合計

1,359

2,611

1,330

2,328

2,748

3,513

4,083

2,975

958

809

1,397

2,032

26,146

無料

46

99

58

246

334

928

502

505

24

21

70

42

2,875

総計

1,405

2,710

1,391

2,574

3,082

4,441

4,585

3,480

982

830

1,467

2,074

29,021

一 日平均

54

104

54

99

119

178

170

145

43

36

59

77

95

石橋美術館別館

月

4

5

6

7

8

9

10

11

12

1

2

3

合計

開館日数

26

25

25

27

26

26

27

25

23

23

25

27

305

有 料
一般

450

843

671

485

516

559

819

678

335

373

550

607

6,886

大 ・高生

16

41

21

21

37

28

18

15

59

15

28

71

370

中 ・小生

8

26

21

34

55

27

13

25

0

4

7

17

237

団体

122

53

5

92

43

320

143

24

8

10

201

33

1,054

合計

596

963

718

632

651

934

993

742

402

402

786

728

8,547

無料

18

223

325

33

39

53

50

62

21

14

25

38

901

総計

614

1,186

1,043

665

690

987

1,043

804

423

416

811

766

9,448

一 日平 均

24

47

42

25

27

38

39

32

18

18

32

28

31
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新 収蔵 作 品 New Acquisitions

ク レー,パ ウ ル

KLEE, Paul

1879-1940

島

1932年

油彩,砂 を混ぜ た石 膏 ・板

55.2×85.2cm

左下 に署 名;裏 面 に署 名,タ イ トル,年 記,作 品番 号

Island (lnsel)

1932
Oil and sand mixed plaster on panel

55.2x85.2cm
Signed lower left:Klee

Signed, titled, dated and numbered on the reverse : 1932 ×12 / Insel /

Klee

来 歴Prov.: Galerie Simon, Paris (Daniel-Henry Kahnweiler) ; by 1938,

Karl Nierendorf, Berlin and New York; Mies van der Rohe, Chicago,

probably acquired through Nierendorf in New York; December 24,

1 950, Marianne (Manna) Lohan, Paris, Mies' daughter, a gift from the

above; Galerie Tarica, Paris; March 28, 1984, Sotheby's, London,

Impressionist and Modern Paintings and Sculpture, Part I, lot.246;

Galerie Beyler, Basel, stock number 10354; 1987, Galerie Urban,

Nagoya, Japan; Private Collection, Japan; ITOCHU Gallery Co., Ltd.;

2000, Ishibashi Foundation

展 覧 会Exh.:1935, Kunsthalle Basel, Basel, PaulKlee, no. 55; 1938,

Buchholz Gallery Curt Valentin,Exhibition of the work of Paul Klee, no .

45

保管:ブ リヂ ス トン美 術館(外 洋202)

Managed by Bridgestone Museum of Art (Tokyo)

1925年 頃 か ら,ク レー は 「モ ザ イ ク画 」とか 「点 描 画」と呼 ばれ る作 品 を手 が

け は じめて い る。ベ ル ン美術 館所 蔵 の《パ ル ナ ッソスへAd Parnassum》 は,こ

うした一 連の 点描 作 品の頂 点 に あた る もので あ る。《島》は,《パ ルナ ッソスへ 》

と同 じ1932年 に制 作 され て お り,ク レー 自 らが付 した 作 品番 号 も非 常 に近

い(《島》はX12,《 パ ルナ ッソスへ 》はX14)。

また,両 者 の作 品番号 の 間 には,《ポ リフ ォニーPoliphonie》(1932年,X13,

バ ー ゼル 美術 館 所蔵)が あ る。「ポ リフ ォニ ー(多 声楽)」は,ヴ ァイオ リニ ス ト

で もあ っ たク レーが 絵 画 造形 に もち こん だ 音楽 理 念 で あ る。《パ ルナ ッ ソス

へ 》《ポ リフ ォニ ー》の2点 に並 ぶ 《島》は
,ク レー の 点描 時代 にお いて 重要 な位

置 を 占め る作 品 と考 え られ る。

新収蔵作品 27



児 島善 三 郎

KOJIMA, Zenzaburo

1893-1962

立 つ

1928年

油 彩.カ ン ヴ ァス,139.0×78.0cm

右 下 に署 名: Z. Z. Kojima

Standing Nude

1928

Oil on canvas, 139,0×28.0cm

Signed lower right

来 歴:個 人,大 阪;溝 上 美 術 画廊,福 岡;1999年4月2日,購 入

Prov. : Private collection, Osaka; Mizokami Art Gallery, Fukuoka; 1999, pur-

chased.

展覧会歴:1929東 京府美術館 「第16回 二科展」;1993福 岡市美術館/千 葉 そ

ごう美術館/茨城県近代美術館/小 田急美術館/三重県立美術館 「生誕100年 記

念 児島善三郎展」no.54

文献:1929荒 城季 夫 「二科 の 展望 」『美 之 國』5巻9号,p.90;1929「 ア ト リエ ・

グ ラ フ」/「二科 合評 」p.12-13『 ア ト リエ』6巻10号;1929「 二 科 を語 る」p.28-

29/志 保 谷 達郎 「二 科展 評」p.33『美 之 國』5巻10号;1929鈴 木 千久 馬 「二 科 を

評す 」p.38/高 畠達 四郎 「二 科会 評」p.46『美 術新 論』4巻10号;1929東 郷 青児

「二科 会の諸作」p.5/荒城季 夫 「二科 に於 ける近代性」p,7『みづ ゑ』296号;1932『 児

島 善三 郎画 集-日 本 芸術 学 会編 新芸 術 家叢 書7』建 設 社,pl.14;1999大 熊敏

之 「主 に日本 の近 代洋 画 を 中心 としなが ら」『山種 美 術館 開館30周 年 記念 シン

ポ ジ ウム 報 告書 日本 に新 古典 主 義絵 画 は あ った か?－1920～30年 代 日本

画 を検 証す る－』p.43-44

保 管:石 橋美 術館(日 洋495)

Managed by Ishibashi Museum of Art (Kurume)
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『レスタンプ・オ リジナル』第1号

レスタンプ.オリジナル協会が1888年5月 に刊行

ポー トフォリオに収められた版画10点

限定125部 のうちの105番

L 'Estampe originale, 1st album

published by La SocieteL'Estampe originale, May 1888

The portfolio containing 1 0 prints

Ed.:105/125

ブ ラ ック モ ン,フ ェ リ ック ス

BRACQUEMOND, Felix

1833-1914

レオ ン ・ク ラデ ル の 肖像

エ ッチ ング,ア ク アチ ン ト

画面 サィズ:31.6×25.7cm;紙 サ イズ:45.8×32.7cm

版 の左下 に署 名;右 下 の余 白に赤イ ンクで印

外 版302

Portrait of Leon Cladel (Portrait de Leon Cladel)

Etching and aquatint

Image size: 31.6×25.7cm; sheet size: 45.8×32.7cm

Signed, lower left in plate: Bracquemond ; red ink stamp, lower right

margln.

ヴ ィ エ ル ジ ュ,ダ ニ エ ル

(本 名 ウ ラ ビエ タ ・オ ル テ ィ ス ・イ ・ビエ ル へ)

VIERGE, Daniel

(Pseudonym of Urrabieta Ortizy Vierge)

1851-l904

習 作

エ ッチ ング

1888年

画 面サ イズ:26.8×19.2cm;紙 サイ ズ:34.1×25.0cm

版 の右 下 に署名 と年 記;右 下 の余 白に赤イ ンク で 印

外版303

Study (Etude)

Etching

1888

1mage size:26.8×19.2cm;paper size:34.1×25.0cm

Signed and dated, lower right in plate: VIERGE/1888; red ink stamp,

lower right margin.
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ベ ル トラ ン,ト ニ ー

BELTRAND, Tony

c.1847-1904

独 楽 を 見 つ め る 子 ど も

木 口木 版

画 面サ イズ:19,5×19.8cm;紙 サ イ ズ:30.3×24.9cm

版 の左 下 に署 名;画 面の 右下 に赤 イ ンク で印

外 版304

Child with Spinning Top (L'Enfant a la toupie)

Wood engraving

Image size: 19.5× 19.8cm; paper size: 30.3x24.9cm

Signed, lower left in block: A.Beltrand; red ink stamp, lower right

composition; mounted on sheet.

ベ ル トラ ン,ト ニ ー

BELTRAND, Tony

c.1847-1904

子 ど もの 習 作

木 口木 版

画 面サ イズ:19.8×29.2cm;紙 サ イ ズ:28.4×36.9cm

版 の左 下 に署名;画 面 の左 下 に赤 イ ンクで 印

外 版305

Sketches of Children (Croquis d'enfants)

Wood engraving

Image size: 19.8×29.2cm; paper size: 28.4×36.9cm

Signed, lower left in block: AT. BEL TRAND ; red ink stamp, lower left

composition; mounted on sheet.

ブ テ,ア ン リ

BOUTET, Henri

1851-1919

舗 道 に て

ドライ ポイ ン ト,ア ク アチ ン ト

画面 サ イズ:28.3×10.4cm;紙 サ イズ:37.0×15.5cm

版 の左下 に署名;右 下 の余 白に赤イ ンクで 印

外 版306

On the Refuge (Sur le refuge)

Drypoint and aquatint

Image size: 28.3× 10.4cm; paper size: 37.O× 15.5cm

Signed, lowerleft in plate:Hboutet;red ink stamp,lower right

margin.

30 新収蔵作品



ブ テ,ア ン リ

BOUTET, Henri

1851-1919

パ リの 街 角,夜

ドライ ポイ ン ト,ア ク アチ ン ト

画面 サ イズ:39.6×16.1cm;紙 サ イズ:38.1×20.2cm

版 の左下 に署 名;右 下 の余 白 に赤イ ンク で印

外版307

A　Corner of Paris at Night

(Coin de Paris la nuit)

Drypoint and aquatint

Image size: 39.6× 16.1cm; paper size: 38.1 × 20.2cm

Signed, lower left in plate:Hboutet;red ink stamp, lower right

margin.

デ ィ ヨ ン,ア ン リ=パ ト リス

DILLON, Henri-Patrice

1851-1909

ア ト リエ の 情 景

リトグ ラ フ

画 面サ イズ:22.5×32.1cm;紙 サ イ ズ:26.5×35.2cm

版 の右 下 に署名;右 下 の余 白に赤 イ ンクで 印

外 版308

A Sitting at the Studio (Seancea1'atelier)

Lithograph

Image size: 22.5×32.1cm; paper size: 26.5×35.2cm

Signed, lower right on stone: H. Dtillon ; red ink stamp, lower right

margin.

デ ィ ヨ ン,ア ン リ=パ ト リス

DILLON, Henri-Patrice

1851-1909

綺 想

リ トグ ラフ

画 面サ ィズ:30.4×18.9cm;紙 サ イ ズ:34,1×22.4cm

版 の下 部 中央 に署名;画 面 の右 下 に赤 イ ンクで 印

外 版309

Fantasy (Fantaisie)

Lithograph

Image size: 30.4× 18.9cm; paper size: 34 .1 × 22.4cm

Signed, lower center on stone: HP.DILLON; red ink stamp, lower right

composition.
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ル ペ ー ル,オ ー ギ ュス ト=ル イ

LEPERE, Auguste-Louis

1849-1918

モ ン タ ー ニ ュ=サ ン ト=ジ ュヌ ヴ ィ エ ー ヴ 通 り

木 口木 版

画 面サ イ ズ:31.1×13.7cm;紙 サイ ズ:41.0×23.4cm

版 の右 下 に書 き込 み;版 の右 下 に署名;左 下 隅 の余 白 に赤イ ンク で印

外 版310

La Rue de la Montagne-Sainte-Genevieve

Wood engraving

Image size: 31.1 × 13.7cm; paper size: 41 . O × 23.4cm

Inscribed, l ower left in block: PARIS. -LA RUE DEL A MOIVTAGNE Ste

GENEVIEVE;signed, lower right in block: ALEPERE; red ink stamp,

lower left corner margin.

ル ペ ー ル,オ ー ギ ュ ス ト=ル イ

LEPERE, Auguste-Louis

1849-1918

オ ー ス テ ル リ ッツ 橋 か ら望 む セ ー ヌ 河

木 口木 版

画 面サ イズ:17.0×27.0cm;紙 サ イ ズ:30.4×45.9cm

版 の右 下 に署名;右 下 の余 白に赤 イ ンクで 印

外 版311

The Seine near the Austerlitz Bridge

(La Seine au Pont d'Austerlitz)

Wood engraving

Image size: 17.0×27.0cm; paper size: 30.4×45.9cm

Signed, lower right in block: ALEPERE; red ink stamp, lower right

margin.

以上10点

来 歴Prov.:Arsene Bonafous-Murat, Paris; Ishibashi Foundation

保 管:ブ リヂ ス トン美 術 館

Managed by Bridgestone Museum of Art (Tokyo)
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ボ ナ ー ル,ピ エ ー ル

BONNARD, Pierre

1867-1947

家 族 の情 景

マル テ ィ版 『レスタ ンプ ・オ リジナ ル』第1号(1893年)所 収

1893年

4色 刷 りリ トグ ラ フ

画面 サイ ズ:31.3×17.8cm;紙 サ イズ:58.3×41.6cm

版 の 左上 に署 名 と年記;右 下 の余 白に鉛筆 で番 号 と署 名;左 下 の余 白に

空 押 し印

The Family(Famille)

L'Estampe originale, published by AndreMarty, Album I, 1893

1893

Four-colour lithograph

Image size: 31.3× 17.8cm; sheet size: 58.3×41.6cm

Signed and dated, upper left on stone: Bonnard/93; numbered and

signed, lower right margin, pencil: No6/ Bonnard ; blind stamp, lower

left margin.

来 歴Prov. : Galleria Grafica Tokio; Ishibashi Foundation

保 管:ブ リヂ ス トン美 術館(外 版320)

Managed by Bridgestone Museum of Art (Tokyo)

シ ェ レ,ジ ュ ー ル

CHERET, Jules

1836-1932

ダ ン ス

マ ルテ ィ版 『レスタ ン プ・オ リジナル』第4号(1893年)所 収

3色 刷 り リ トグ ラフ

画 面サ イズ:37.0×23.1cm;紙 サ イズ:59.8×43.0cm

版 の 中央 左 に署 名;右 下 の余 白に鉛 筆で 署名;左 下 隅の 余 白に空 押 し印

Dance(La Danse)

L'Estamlbe originale, published byAndreMarty, Album IV, 1893

Three-colour lithograph

Image size: 37.O×23.1cm; paper size: 59.8×43.Ocm

Signed, left center on stone: JCheret ; signed, lower right margin,

pencil:Judes Cheret ; blind stamp, lower left corner margin.

来 歴Prov. : Galleria Grafica Tokio; Ishibashi Foundation

保 管:ブ リヂ ス トン美 術 館(外 版322)

Managed by Bridgestone Museum of Art (Tokyo)
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ゲ ラー ル,ア ン リ=シ ャル ル

GUERARD, Henri-Charles

1846-1897

霧 の 中 の 船

マ ルテ ィ版 『レスタ ン プ・オ リジナル』第6号(1894年)所 収

ル ー レ ッ ト

画 面サ イズ:14.8×20.4cm;紙 サ イ ズ:44.5×59・1cm

版 の右 下 にモ ノグ ラム;右 下 の余 白に鉛筆 で番 号 と署 名;余 白の左 下 隅 に

空 押 し印

Boats in the Fog (Bateaux dans le brouillard)

L'Estampe originale, published by AndreMarty, Album VI, 1894

Roulette

Image size: 14.8×20.4cm; paper size: 44.5×59.1cm

Monogram, lower right in plate: HCG; numbered and signed, lower

right margin, pencil:No.79H. Guerard ; blind stamp, left lower

corner margin.

来 歴Prov. : Galleria Grafica Tokio; Ishibashi Foundation

保 管:ブ リヂ ス トン美 術 館(外 版313)

Managed by Bridgestone Museum of Art (Tokyo)

ラ コ ス ト,シ ャ ル ル

LACOSTE, Charles

1870-1959

ポ ー トラ ン ド広 場

マル テ ィ版 『レス タ ンプ ・オ リジナ ル』第7号(1894年)所 収

リ トグ ラフ

画面 サ イズ:24.9×32.5cm;紙 サ イズ:42.1×60.0cm

右下 の余 白に鉛筆 で 番号;左 下 の余 白に鉛筆 で署 名;右 下 隅の余 白に

空押 し印

Portland Place

L'Estampe originale, published by AndreMarty, Album VII, 1894

Lithograph

Image size: 24.9×32.5cm; paper size: 42.1 × 60.O cm

Numbered, lower right margin, pencil: No 54 ; signed, lower left

margin, pencil: Ch . Lacoste ; blind stamp, lower right corner margin.

来 歴Prov. : Galleria Grafica Tokio; Ishibashi Foundation

保 管:ブ リヂ ス トン美 術館(外 版314)

Managed by Bridgestone Museum of Art (Tokyo)
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ラ ・ガ ンダ ラ,ア ン トニ オ ・ド

LA GANDARA, Antonio de

1862-1917

座 る女

マル テ イ版 『レス タ ンプ ・オ リジナ ル』第5号(1894年)所 収

リ トグ ラフ

画面 サイ ズ:25.5×11.4cm;紙 サ イズ:60.2×43.3cm

右下 の余 白に鉛 筆で 署名;右 下 隅の 余 白に番 号;左 下 隅 の余 白に空押 し印

Seated Woman(Femme assise)

L'Estampe originale, published by AndreMarty, Album V, 1894

Lithograph

Image size: 25.5× 1 1.4cm; paper size: 60.2×43.3cm

Signed, lower right margin, pencil: Gandara ; numbered, lower right

corner margin, pencil: 55 ; blind stamp, lower left corner margin.

来 歴Prov. : Galleria Grafica Tokio; Ishibashi Foundation

保管:ブ リヂ ス トン美 術館(外 版312)

Managed by Bridgestone Museum of Art (Tokyo)

リ ュ ノ ワ,ア レク サ ン ドル

LUNOIS, Alexandre

1863-1916

あ か り

マ ル テ ィ版 『レス タ ンプ ・オ リジナル』第3号(1893年)所 収

5色 刷 りリ トグ ラフ

画面サ イ ズ:32.8×27.2cm;紙 サ イズ:58.1×42.9cm

版 の 左下 にモ ノグ ラム;左 下 の余 白に鉛 筆 で番 号;右 下 の余 白に鉛 筆 で署 名

下 部 中央 の余 白に印刷 者名;左 下 隅 の余 白 に空 押 し印

The Light (L'Illumination)

L'Estampe originale, published by Andre Marty, Album III, 1893

Five-colour lithograph

Image size: 32.8×27.2 cm; paper size: 58.1 ×42.9 cm

Monogram, lower left on stone: AL ; numbered, lower left margin,

pencil: No44 ; signed, lower right margin, pencil: AlexLunois ; name of

the printer, lower center margin: A. Lafontaine & Fils, Paris; blind

stamp, lower left corner margin.

来 歴Prov. : Galleria Grafica Tokio; Ishibashi Foundation

保 管:ブ リヂ ス トン美 術 館(外 版319)

Managed by Bridgestone Museum of Art (Tokyo)
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ロ ップ ス,フ ェ リシ ア ン

ROPS, Felicien

1833-1898

柴 を 集 め る 女

マル テ ィ版 『レス タ ンプ ・オ リジナル』第9号(1895年)所 収

1874年

エ ッチ ング,ド ライ ポイ ン ト

画面サ イ ズ:27.3×17.Ocm;紙 サ イズ:60.5×43.0cm

版 の 下部 中央 に署 名;右 下の 余 白に赤 鉛筆 で署 名;左 下 の余 白 に空押 し印

The Firewood Collector(La Ramasseuse de fagots)

L'Estampe originale, published by Andre Marty, Album IX , 1895

1874

Etching and drypoint

Image size: 27.3× 17.0cm; paper size: 60.5×43.0cm

Signed, lower center in plate: F.Rops; signed, lower right margin, red

crayon: F. Rops; blind stamp, lower left margin.

来 歴Prov. : Galleria Grafica Tokio; Ishibashi Foundation

保管:ブ リヂ ス トン美 術館(外 版318)

Managed by Bridgestone Museum of Art (Tokyo)

ロ ー セ ン ス タ イ ン,ウ ィ リア ム

ROTHENSTEIN, William

1872-1945

肖像

マル テ ィ版 『レスタ ンプ ・オ リジナ ル』第8号(1894年)所 収

1894年

転写 リ トグ ラ フ

画面 サ イズ:19.2×15.0cm;紙 サ イズ:39.9×23.0cm

版 の左下 に署名 と番 号;下 部 中央の 余 白 に鉛 筆 で署 名;台 紙 の左 下 余 白に

空押 し印

Portrait

L'Estampe originale, published by Andre Marty, Album VIII, 1894

 ・・i・

Transfer lithograph

Image size: 19.2× 15.Ocm; paper size: 39.9×23.Ocm

Signed and numbered, lower left on stone: Will R./94; signed, lower

center margin, pencil: Will、Rothenstein; blind stamp, lower left

margin mount; mounted on sheet.

来 歴Prov. : Galleria Grafica Tokio; Ishibashi Foundation

保 管:ブ リヂ ス トン美 術 館(外 版315)

Managed by Bridgestone Museum of Art (Tokyo)
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ソム,ア ン リ(本 名 フ ラ ン ソ ワ=ク レマ ン ・ソ ミエ)

SOMM, Henry

(Pseudonym of Frangois-Clement Sommier)

1844-1907

パ リの 女

マル テ ィ版 『レス タ ンプ ・オ リジナ ル』第5号(1894年)所 収

ドライポ イ ン ト

画面 サ イズ:24.5×16.9cm;紙 サ イズ:60.0×43.0cm

版の 右下 に署 名;右 下 の余 白に鉛 筆 で番号 と署名;右 下 隅の 余 白に空 押 し印

Head of a Parisian Woman(Tete de parisienne)

L'Estampe originale, published by Andre Marty, Album V, 1894

Drypoint

Image size: 24.5× 16.9cm; paper size: 60.O×43.Ocm

Signed, lower right in plate: Hy. Somm.; numbered and signed, lower

right margin,pencil:13,/HenrySomm;blind stamp, lower right

corner margin.

来 歴Prov. : Galleria Grafica Tokio; Ishibashi Foundation

保 管:ブ リヂ ス トン美 術 館(外 版316)

Managed by Bridgestone Museum of Art (T0kyo)

ト ゥー ル ー ズ=ロ ー トレ ッ ク,ア ン リ・ド

TOULOUSE-LAUTREC, Henri de

1864-1901

『レス タ ン プ ・オ リジ ナ ル 』最 終 号 の 表 紙

マ ルテ ィ版 『レスタ ンプ ・オ リジナ ル』第9号(1895年)所 収

1895年

2色 刷 り リ トグ ラ フ,カ ンヴ ァスで 裏打 ち

画面 サ イズ:58.3×81.5cm;紙 サ イズ:58.3×83.4cm

版 の上部 中央 にモ ノグ ラム;画 面 の下 部 中央 に鉛 筆 で署名;版 に書 き込 み

Cover for the Last Album of L'Estampe originale (Couverture

pour l,album de cloture de L'Estampe originale)

L'Estampe originale, published by Andr餉arty, Album IX, 1895

1895

Two-colour lithograph, linedwith canvas

Image size: 58.3×81.5cm; paper size: 58.3×83.4cm

Monogram, upper center on stone: HTL; signed, lower center

composition, pencil: THLautrec; inscribed on stone: Mars 1895/
"1'Estampe originale'/Album de cloture/ Albert Besnard/ Eugene

Carriere) A lexa ndre Charpentier) Wa lter Cra ne) Ga nda ra/

Constantin Meunier/ Camille Pissarro/Puvis de Chavannes/H. de

Toulo use Lautrec/Odilo n Redon/Renoir/Pierre Roche/F駘icien Rops/

Willette/Andre Marty editeur/imp. Edw. Ancourt 83 Fb. St. Denis.

来 歴Prov. : Galleria Grafica Tokio; Ishibashi Foundation

保 管:ブ リヂ ス トン美 術 館(外 版323)

Managed by Bridgestone Museum of Art (Tokyo)
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ヴ イ レ ッ ト,ア ドル フ ・レオ ン

WILLETTE,Adolphe Leon

1857-1926

復 讐

マ ルテ イ版 『レスタ ン プ・オ リジナル』第9号(1895年)所 収

リトグ ラ フ

画 面サ イズ:40.2×36.2cm;紙 サ イ ズ:60.1×42.8cm

版 の左 下 に署 名;右 下 の余 白に青鉛 筆 で番 号 と署名;右 下 の余 白に空押 し印

Revenge (Revanche)

L'Estampe originale, published by AndreMarty, Album IX, 1895

Lithograph

Image size: 40.2×36.2cm; paper size: 60.1 ×42.8cm

Signed, lower left on stone: A.Willette ; numbered and signed, lower

right margin, blue pencil: No 88,/A. Willette; blind stamp, lower right

margln.

来 歴Prov. : Galleria Grafica Tokio; Ishibashi Foundation

保 管:ブ リヂ ス トン美 術 館(外 版317)

Managed by Bridgest0ne Museum of Art (Tokyo)

ヴ ァ ロ ツ トン,フ ェ リ ック ス

VALLOTTON, Felix

1865-1925

信 頼 す る人

1895年

木 版

画 面サ イ ズ:17.9×22.3cm;紙 サ イズ:25.2×31.9cm

版 の左 下 に題 名;版 の右 下 にイニ シ ャル;右 下 の余 白に青 鉛筆 で 番号 と署 名

ATrusting Man (Le Confiant)

1895

Woodcut

Image size: 17.9×22.3cm; paper size: 25.2×31.9cm

Titled, lower left in block: LECONFIANT; initialed, lower right in block:

FV; numbered and signed, lower right margin, blue pencil:

29fva llo tto n.

来 歴Prov. : Arcadia; Ishibashi Foundation

保 管:ブ リヂ ス トン美 術 館(外 版321)

Managed by Bridgestone Museum of Art (Tokyo)
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坂本繁二郎書簡 7通

1)坂 井 義三郎(犀 水)宛 書簡(1920年2月14日 付)

2)坂 井 義三郎(犀 水)宛 書 簡(1921年4月22日 消 印)

3)坂 井義 三郎(犀 水)宛 書 簡(1923年1月1日 付)

4)坂 井 義三郎(犀 水)宛 書簡(1925年11月6日 付)

5)坂 井 義三郎(犀 水)宛 書 簡(1925年11月10日 付)

6)坂 井義 三郎(犀 水)宛 書 簡(1937年1月1日 付)

7)坂 井 昭雄 ・晴彦宛 書簡(1941年8月7日 付)

封書

封書

葉書

封書

葉書

葉書

封書

Seven Letters by SAKAM0T0 Hanjiro

1) Letter paper to SAKAI Yoshisaburo(Saisui) dated February 14,

  1920

2) Letter paper to SAKAI Yoshisaburo(Saisui) postmarked April 22,

  1921

3) Postcard to SAKAI Yoshisaburo(Saisui) dated January 1 , 1923

4) Letterpaperto SAKAIYoshisaburo(Saisui) datedNovember6, 1925

5) Postcard to SAKAI Yoshisaburo(Saisui) dated November 10, 1925

6) Postcard to SAKAI Yoshisaburo(Saisui) dated January 1 , 1937

7) Letter paper to SAKAI Akio and Haruhiko dated August 7, 1 94 1

来 歴:坂 井 香 代 子,東 京;1999年4月23日,石 橋 財 団 に 寄 贈

Prov.: SAKAI Kayoko, Tokyo;1999,donated to the Ishibashi Founda-

tion.

保管:石 橋 美術 館(雑83)

Managed by Ishibashi Museum of Art (Kurume)
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新収図書

ブリヂストン美術館

和書

洋書

計

購入

61冊

197冊

258冊

寄贈

98冊

33冊

131冊

計

159冊

230冊

389冊

(展覧会図録 ・逐次刊行物 は含 まない)

石橋美術館・石橋美術館別館

和書

洋書

漢書

計

購入

石橋美術館

127冊

1冊

0冊

128冊

石橋美術館別館

89冊

0冊

0冊

89冊

寄贈

71冊

0冊

0冊

71冊

計

288冊

1冊

0冊

289冊

(展覧会図録・逐次刊行物 は含 まない)
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修復記録

モ ー リス ・ドニ 《バ ッカ ス 祭 》1920年

油彩 ・麻布 139.5×99.3cm

ブ リヂ ス トン美 術館

 さらに海 外への輸送に物質 として も耐え,そして展示す

る際の鑑賞に耐え得る事。

 これら全てを満たす修復処置,ならびに保存処置 を目的

とした。

は じめに

 本修復の目的は作品の現状を出来る限 り保存 しつつ,貸

出 しに伴 う海外への輸送,展示に耐 えられる,物理的な安定

状態 をもた らす事にある。この処置の 目的ならびに方針は

二つの理由に拠る。

 第一 に福満学芸員 の調査によると,「本作 品はかつてジ

ュネー ヴにあった毛皮店の室 内装飾のため に,1920年 に

ドニが描いた大画面の油彩画(280×420cm)の 習作である。

完 成作 は,上記 の店舗 が改装 された折に壁 面から剥がさ

れ,1980年 代後半に市場に姿を現 したが,その時には無残

に も画面が二つに分 断されていた。市場 にも2点の作品 と

して別 々に出たので ある。したが って本作 品は,完成作 の

オ リジナルの姿を伝える貴重な作例である。」

 この様に大画面の油彩画の下絵 として制作 された もの

で ある事が確認 された。下絵を拡大する際に使用されたも

のか,作品の画面周辺部 に針穴が開 けられている。同時に,

作品にはワニス等は塗布されていない。

 第二 には本作品は2001年 春に海外への貸 出しが予定 さ

れている。貸 出しの為に作品を修復す る事には賛否両論が

あろうが,本修復は長期的な作品の運用計画および修復計

画 に基 いた もので,通常語られる応急的なそれとは異 なる。

逆 に言 えば作 品の保存 を考 えた場合,長期的な作品の運用

計画とそれ に伴 う修復計画が立案されなければならない。

 以上 のことか ら,本修復 は作品の物質面でのオ リジナ リ

テ イーを尊重 し,同時に出来る限 り処置介入 を軽減する。

 それによって,経年劣化 による作品の変質は伴うが,作者

が制作 した時の状態 を保存する。

作 品の状態

 この作品は白色地塗 りが施 された既製のキ ャンバスに,

油彩で描かれている。

 亜麻布は織糸数,経糸19本,緯 糸15本 の平織 りで,経糸が

画面の左右方向に使用されている。比較的に目の詰んだ亜

麻布であるが,軽い織 り斑が観察され,織り糸の紡 ぎ斑 もある。

 支持体の亜麻布 は,員数6本 の木枠(fig.4)にタ ックスで

張 り込 まれて いる。木枠 は,四隅および中桟の接合部がそ

れぞれ2本 ずつの木ネジで固定 されている。それぞれの辺

の断面 は長方形であ り,表面側全面が画布 と接触 してしま

っている。これは,今後 ス トレッチャーク リース等の損傷

が さらに大き くなる可能性が非常 に高 く,画布の支持方法

を早急に改善す る必要がある。

 画布の張 り代の状態から,少な くとも過去に一度張 り直

された ことが観察 される。画布の張 り込みに使用 されたタ

ックスは,絵画用の もので殆 どが著 し く錆びている。この

錆は画布張 り代を腐食 し,一部の張 り代 はタックスか ら脱

落 した状態 となっている。タックスは,上辺19本,下 辺17本,

左辺12本,右 辺15本 が残 されているが,それぞれのタ ック

スの近 くに古い釘穴が観察 される(fig.5,6)。また張 り代部

には錆による損傷以外にも,巾不足や破れが見られる。

 張 り代の上辺左方には描画 とも思 われ る絵具層が観察

され,釘穴がこの絵具層を貫通 していることか らも,作品の

寸法が変更 された可能性があろう。また,張 り代部には刃

物または鋭い ものによる線刻が見 られ(fig．5),部分 によっ

てはこの線刻が画面寸法 となっている。

 絵具層には斜光線および透過光線 による写真で分かる

fig.1 モー リス ・ドニ《バ ッカス祭》修復 前全図 fig.2 《バ ッカス祭 》修復前左方 斜光線
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ように(fig.2,3),ス トレッチャーク リースが強 く発生 して

いる。また,画布が木枠か ら脱落 して しまつたため,亜麻布

の温湿度変化 による伸縮に よつて縦方向に亀裂が発生 し

ている。

 画面左上角 には強 くものが当た つた と思 われる損傷が

あり,絵具層,地塗 り層のみならず支持体 に裂 けが見 られる

(fig.7)。画布を木枠か ら外 した際に,この部分の木枠 にも

当た り傷が観察 された。暗青色 と緑色の一部 には乾燥亀裂

が発生している。それ以外にも画面周辺部は額による擦れ

跡が見 られる。

 作品には保護ニスが塗布された痕跡は無 く,艶消 しの状

態である。また,絵具層表面には汚れが付着 している。

 額は国産の ものではないが,いつの時点で本作品に取 り

付 けられたのかは不明である(fig.1)。下辺の両角は著 しく

損傷 しているが,他の部分につ いて も以前損傷 していた と

思われ る。額 は修復が行なわれ,全面 に新たな地が作 られ,

真鍮箔が貼 られ刻印が打たれている。この処置 を行なつた

のは日本であろうことが額製造者からの聞 き取 りによっ

て判明 した。額の作品の保持力は失われていると考えられ,

同時に,この額装では作 品の保存上はほとんど機能 してお

らず,早急 に額装を改善す る必要が ある。特に海外への貸

出 しを考慮する と作品の保存 に重点をおいた額 を新調す

る必要がある。

 以上の結果か ら下記の修復計画を作成 し,修復を行なつた。

[修復計画]

*調 査・写真撮影 ・記録

*絵 具層損傷部接着強化

*画 布変形修正・損傷部補強

*画 布張 り代の補強

*木 枠調整

*ル ースライニ ング用亜麻布の準備

*画 布張 り込み(ルースライニング)

*画 面汚損の除去

*絵 具層接着強化

*絵 具層損傷部の充填補彩

*報 告書作成

修復処 置

 現状記録 として可視光(全光,斜光,透過光)及び紫外線蛍

光による写真を撮影 した。

 赤外線 ビジコンカメラを使用 し赤外線画像調査を行った。

 絵具層の損傷部 をエチレン化酢酸 ビニル樹脂(D-8)に

よつて接着の強化を行つた。

 画布を木枠から外し,仮固定用の枠に張 つた後,画布の変

形の著 しい部分には裏面か ら2%程 度の膠水を極少量塗

布 し,低温のアイロンで加温加圧し画布の変形を修正した。

画布の損傷部には裏面から亜麻糸をD-8で 接着 し破れ を

繋いだ(fig.8)。

 画布張 り代 部分 に薄 手の亜麻 布を合成樹 脂(BEVA

371)で 裏打ち し,画布張 り込みの補強をした。

 木枠裏面 に貼 られているラベ ルが処置中に損傷 しない

ように,和紙による養生を行った。

 木枠の調整は二種類の行程である。一つにはルースライ

ニ ングはかな りの張力が要求され,一般にはそのため木枠

を新調す る事が多い。今回の修復では木枠は作者が描画時

に使用 したものでは無 いにして も,作品寸法の変更の可能

性 があ り,その資料的価値は大 きい。現状 の木枠 は断面が

長方形であ り,このままでは使用する事はできないが組 み

手 には充分な強度があ り,断面の形状 を改善すれば現状の

ものを使用する事が可能である。この改善には,断面を直

角三角形 にしたアガチス材をPVA樹 脂で貼 りつ けた。同

時に損傷 を受けていた部分にも埋め木を行なつた(fig.9)。

 もう一つ は現状 の木枠を使用す る事か ら,釘穴を木枠の

fig．3 《バ ッカス祭》修復前 透過光 fig.4 《バ ッカス祭》修復前裏面
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木材 と同様のもので塞 ぐ処置で ある。こちらにも接着剤 と

してPVA樹 脂を使用 した。

 ルースライニ ング用の亜麻布には,アクリル樹脂のプラ

イマーを塗布す ることで,湿度変化 による布の収縮を押 さ

える,と同時に織 り目を固定 し弛みにくくした。

 オ リジナル画布に密着する側 はサ ンドペーパーをか け

て繊維 を毛羽立たせ,当た りを柔らか くす ると同時に接触

抵抗を増やした。この亜麻布はステンレス製のステープル

を使用 して張 り込んだ(fig.10)。

 画布 の張 り込みにはステンレス製のタックスを使用し,

画布張 り代の元の釘穴に重なるようにした。また,緩衝材 と

して,画布 とタックスの間にシリコンラバーシート(0.5mm厚)

を挟み込んだ(fig.11)。

 画面の汚損の除去には精製水を使用 し,細い豚毛の筆で

絵具層のマチエールに沿 って洗浄を行なった。

 絵具層が粉状化 している部分には,洗浄中に適宜D-8を

使用 して接着強化を行なった。

 顕かな絵具層の損傷部にのみ,水彩絵具による補彩 を行

なった。また,支持体や地塗 り層からの損傷部 には白亜 と

膠水 による充填材を充填 し整形 した後に補彩を行 った。

 補彩部分 はアク リル樹脂エマル ジョンを極少量塗布 し,

艶合わせを行なった。他の部分についてはオ リジナ リテ ィ

ーを尊重する上から,一切のワニスは塗布していない。

 報告書を作成 した。

その後作品とともに日本へ将来 され損 傷 と経年劣化が修

理 されている。この修理 は日本にお いて成された もので,

その当時の技術は未熟であり修理では無 く,質の悪い作 り

直 しに近い処置 となって しまっている。」

 本来の額 は,田中学芸員の調査で不完全ではあるが図版

が見つかっている。細かな刻印が押 された贅沢な ものであ

り,現状の ものは僅かにその印象 を留めているのみである。

 協議 の結果,額はこの図録 に基 き新調することとした。

この額装につ いての報告 は次号館報 に掲載され る予定で

ある。

 近年作品の保存修復は,作品周辺のもの全てを取 り込ん

だ形で成 されて行 く傾向がある。これは修復家に とっては

楽な事では無い,と同時 に修復家個人が成し得る範疇から

外れて行 く事で もあろう。

 本報告 にも記 したように,作品を収蔵管理 している美術

館 に専門の保存担当学芸員が配置され,さらに専 門の学芸

員 による調査,そして作品の運用計画 を管理 して行 く学芸

管理職，実際の作業を行なう修復家や額製造者等,それ ら全

てが連携 しなくては成 され難い。

 ブリヂス トン美術館 は日本の現状 において,この連携が

行なえる非常に数少ない美術館であ り,本修復は日本の美

術館における,今後の作品の保存修復につ いての一例 とな

つた もの と考える。

                (絵画修復家 石井亨)

おわ りに

 ここで本作品の額および額装について簡単 に記 したい。

作品の保存を考 える場合,額は非常に重要 な因子である。

よつて,今回の修復において も現状の額および額装が改善

される事を前提 とした。

 現状の額につ いて は,並木木工所飯塚深氏 によると「国

産 のものでは無 く,欧州で制作 された ものと考 えられる。

fig.6 《バ ッカ ス祭》画布張 り代打ち直 しの釘跡(左),絵 具 層上の釘(右)

fig.5 《バ ッカ ス祭》画布張 り代,け が き線 fig.7 《バ ッカス祭》画面左上角,物 理的な損傷(木 枠に も傷かついていた)
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fig.8 《バッカス祭》画面左上角裏面，損 傷部の接着 fig.11 《バ ッカス祭》画布張 り込 みの状況,

ステ ンレス の鋲 とシリコンラバー ク ッシ ョン

fig.9 《バッカス祭》画面左上角,損傷部の木枠に埋木を施す fig.12 《バ ッカス祭》修復後左 方斜光線

fig.10 《バ ッカス祭》ルースライニ ングの状況 fig.13 《バ ッカス祭》修復後全 図
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池田孤村(1801-1866)《 夏秋 楓図》 江戸時代

紙本金地著色/屏 風装(六曲一双)/66.2×143.6cm(各)

石橋美術館別館

現 在の状況

(イ)品質形状及び寸法

形状

〈修理前〉

屏風装(六 曲一双)

〈修理後〉

〈修理前寸法〉

〈修理後寸法〉

大 縁:古 色紙 短冊 の切 継 ぎ張 り

縁:本 桑

金具:あ り

裏紙:花 頭文 唐紙

箱:あ り

応 急修 理 の為,解 体 ・解装 をせ ず,

仕 様 に変 更 ・変化 な し

一 扇:丈66
.2cm,幅34.3cm

全 体:丈77.0cm,幅143.6cm

応 急修 理 の為,解 体 ・解装 をせ ず,

寸 法 に変 更 ・変化 な し

(ロ)破損状況

 屏風 は永年湿度の高い場所に,箱に収納されたままで放

置 されていたようであ りました。その結果,画面全体に,夥

しい 白黴の発生 と虫損による虫穴が数カ所見受けられ,そ

の他,本紙 ・前尾瀬・奥尾瀬 ・後尾瀬 に湿気 による糊離れの

発生が見受けられました。このままでの展示開陳は不適切

であると思われました。

修理 方針

 燻蒸によ り虫や黴 の殺虫・殺菌 を行い(この工程 は専門

の業者に依頼)修理前後の撮影 を行い ました。屏風及び収

納箱の虫・黴等の死骸の除去を刷毛・筆等で行いました。本

紙 と前尾瀬 ・奥尾瀬 ・後尾瀬の糊離れ発生箇所に応急処置

的に糊差 しを行いました。金箔部分の白黴 による汚れ等は

脱脂綿・綿棒等によ り,僅かな水分を含ませてク リーニ ン

グを行い ました。岩絵具の部分は筆に5%ア ルコール水溶

液を含 ませて筆先で塗布 し,ティッシュペーパーで吸い取

りました。

 屏風の寸法 ・重さ,蝶番の劣化程度や今後の使用状況及

び保存環境等を鑑み,上記の応急処置的修理で向こう数十

年は保存に支障がないと思われ ましたので,上記の処置を

取 りました。

 ※但 し,燻蒸により完璧に殺虫・殺菌が行われ,定期的に

  再発生がないかの点検 を行 って という条件付 きでは

  ありました。

修理仕 様

(1)修理前撮影及び調査:修 理前の写真撮影を行い,状態・

 紙質等の調査 を行いました。

(2)黴 ・虫・埃等の除去:燻 蒸の後,保存箱 と屏風の白黴 ・虫

 等の死骸の除去を刷毛・筆等で行いました。

(3)本紙・屏風装の糊差 し:本 紙 ・前尾瀬・奥尾瀬 ・後尾瀬の

 糊離れの発生箇所 に糊差 しを行いました。

(4)本紙の整備:本 紙の金箔の部分の くすみ等(白黴の残

 り及び分泌物等)の 除去を脱脂綿 ・綿棒に少量の水分を

 含ませ行い ました。

(5)本紙の整備:本 紙の彩色(岩絵具)の部分のくすみ等(白

 黴の残 り及び分泌物等)の除去を,筆に5%の エチルア

 ルコール水溶液 を含 ませて筆先で塗布 し,ティッシュ

 ペーパーで吸い取 りました。

(6)乾燥 ・点検:開 いた状態で充分 に乾燥 させ,数 回開閉を

 行い糊離れ箇所の再発生がないか点検を行 い,同 じく

 再び黴の発生がないかも確かめました。

(7)修理後撮影:修 理後写真撮影 を行いました。

(8)完成:元 の保存箱に納め完成 としました。

修理前

修理後

修復記録 45



※5番 の工程は新 しく行いました。水だけでは岩絵具が

 弾 き除去出来なかったので,絵具に影響のない程度の

 アルコールを加えて親水性 を持たせ除去を行いました。

             (冨永米山堂 冨永憲太郎)
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冨 田渓 仙(1879-1936)《 梢 白 鷺 》

絹本 著色/掛 幅装/139.5×50.2cm

石橋 美術 館別 館

現在 の状 況

(イ)品質形状及び寸法

形状 掛幅装

〈修理前〉

〈修理後〉

〈修理前寸法〉

〈修理後寸法〉

一文字 ・風帯:白 地小牡丹唐花文金襴

中縁:茶 地中牡丹唐草文金襴

天地:浅 萌葱地唐花文緞子

軸首:牙 頭切軸(径9分)

墨書:な し

保存箱:あ り(桐差込二重箱)

応急修理の為,解体せず,表装 に変更・

変化なし

保存箱:太 巻芯添 え桐薬籠箱新調

(太巻径2寸7分),

元箱はそのままで保存

本紙:丈139.7cm,幅50.3cm

表具:丈230.0cm,幅65.0cm

応急修理の為,解体せず,

寸法に変更 ・変化なし

にて裏よ り吸引を行 い同 じく埃等の除去を行い ました。胡

粉盛 り上げ彩色の部分と全体の剥落止めを膠の水溶液1.5

～2%を 含ませた筆等で行い充分に乾燥させ ました。総裏(最

後の裏打ち)の紙を湿 らして除去を行いました。布海苔0.5

%水 溶液 を表具全体に含浸させて,表具全体の接着力の補

強 を行いました。中裏打 ちを行 いました。最後 に総裏打 ち

を行い ました。その際 剥落箇所の裏よ り膠の水溶液2～

3%を 含浸させ ました。胡粉盛 り上げの厚い部分には,新

糊 も使 い糊差 しを行い剥落止めを行いました。充分に仮張

り乾燥 させ ました。上下軸及び風帯等を付 け,元の軸装 に

戻 しました。再び胡粉の剥落を予防す るために,巻を大 き

くし太巻芯添桐薬籠箱(太巻芯径2寸7分)を 新調 し,包裂

を添え完成 としました。

修理仕 様

(1)修理前撮影及び調査:修 理前の写真撮影 と状態等の調

 査を行いました。

(2)表具解装 ・解体:風 帯・上下軸のみ外 し,解装 ・解体 を行

 いました。

(3)埃等の除去:永 年に亘る埃等の除去 を刷毛 ・筆等で行

 いました。

(4)埃等 の除去:ス プレーで水を噴霧 し,バキュー ウムボ

 ックスにて埃等を抽出しました。

(ロ)破損状況

 経年劣化 により白鷺の胡粉盛 り上げ彩色の部分 に亀裂

が生 じ,それ に伴い剥落が進行 していました。このままで

の展示開陳は不適切であると思われ ました。

修理方 針

 修理前後の写真撮影を行 いました。解装(上下軸 と風帯

のみ外す)を行いました。刷毛 ・筆等で永年の埃の除去 を行

い ました。ス プレーで水 を噴霧 し,バキ ューウムボ ックス

修理前 修理後
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(5)剥落止:膠 の水溶液1.5～2%前 後を含 ませた筆等に

 て彩色部分の剥落止めを数回行い充分に乾燥させました。

 特に胡粉の剥落箇所を入念に行いました。

(6)総裏打紙の除去:本 紙の旧総裏打紙の除去を行いました。

(7)布海苔の含浸:布 海苔の0.5%水 溶液を全体に含浸 さ

 せて,打刷毛を軽 く数回入れて表具全体の接着力の補

 強を行いました。

(8)中裏打ち:表 具全体に美栖紙 と古糊にて中裏打ちを行

 い乾燥 させ ました。

(9)総裏打ち:宇 陀紙 と古糊にて総裏打ちを行い仮張 り乾

 燥 させ,その際に,膠2～3%水 溶液を剥落箇所の裏か

 らも含浸させ ました。

(l0)裏摺 り及び表張 り:表 具に柔軟性 と裏面 に滑 りの良さ

 を与えるために,数珠にて裏摺 りを行い,表向けに空張

 りを行い充分に乾燥 させました。

(ll)剥落止め:表 張 りの期間中に胡粉盛 り上 げの部分のみ,

 膠だ けでは不充分 と思われ ましたので,新糊 にて糊差

 しを行い,剥落止めを行いました。

(12)仕上 げ:仮 張 より捲 り,風帯 ・軸・鐶 ・紐等 を付けて掛幅

 装 に仕上げました。

(13)修理後撮影:修 理後写真撮影を行い ました。

(14)完成:包 裂に包 み,新調 した太巻芯添桐薬籠箱 に納め

 完成 としました。

 ※11番 の工程を新たに加え行いました。

              (冨永米山堂 冨永憲太郎)

修理前 修理後

修理前 修理後
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作 品貸出記録 ブリヂストン美術館

「ルノワール展」

川村記念美術館/1999年4月3日-5月16日

宮城県美術館/5月25日-7月4日

北海道立近代美術館/7月15日-8月29日

ピエ ー ル=オ ー ギ ュス ト・ル ノ ワール 《花のつ いた帽 子 の女》(外洋35)*川 村記念美術館,宮城県美術館(6月13日 まで展示)

ピエ ー ル=オ ーギ ュス ト・ル ノ ワール 《カーニ ュのテ ラス 》(外洋33)*宮 城県美術館(6月15日 から展示),北海道立近代美術館

ピエ ール=オ ーギ ュス ト・ル ノ ワール 《す わ る ジ ョル ジ ェ ッ ト・シ ャルパ ンテ ィエ 嬢》(外洋169)*北 海道立近代美術館

「ロダン展」

高知県立美術館/1999年6月26日-7月25日

島根県立美術館/7月31日-8月29日

オ ー ギ ュス ト・ロダ ン《クロ ーデ ル嬢 》(外彫42)

「生誕100年 記念 関根正二展」

神奈川県立近代美術館/1999年7月10日-8月22日

福島県立美術館/9月4日-10月17日

愛知県美術館/10月29日-12月12日(11月14日 まで展示)

関根正二《子供》(日洋178)

「宮本三郎展」

東京都庭園美術館/1999年8月7日-9月19日

石川県立美術館/9月25日-10月24日

宮本三郎《石橋正二郎氏像》(日洋288)

「エ コール ・ド・パ リ とそ の時 代」

笠 間 日動 美術 館/1999年8月14日-9月23日

名古 屋市 美術 館/10月2日-11月28日(11月14日 まで 展示)

佐 伯祐 三 《広 告貼 り》(日洋176)

オ シ ップ・ザ ツ キ ン《母子 》(外彫54)

ア レキサ ンダ ー ・アー キペ ンコ《ゴ ン ドラの船 頭》(外彫86)

「再発 見 日本 の姿:キ ー ・ワー ドはデ ロ リ」

郡 山市 立美 術館/1999年9月11日-10月24日

岸田劉生《街道(銀座風景)》(日洋228)

岸田劉生《画家の妻》(日洋229)
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「セ ザ ンヌ 展」

横浜 美術 館/1999年9月11日-12月19日

愛知 県 美術 館/2000年1月5日-3月12日

ポ ール・セザ ンヌ 《サ ン ト=ヴ ィク トワール 山 とシ ャ トー ・ノ ワール 》(外洋32)*横 浜美術館(1l月l5日 まで展示)

ポール ・セザ ンヌ 《凭 れ る裸 体》(外洋27)*横 浜美術館

ポー ル ・セザ ンヌ 《休 息 す る水浴 の男 た ち》(外洋158)*横 浜美術館

ポー ル・セザ ンヌ 《鉢 と牛乳 入れ 》(外洋28)*横 浜美術館,愛知県美術館(2月2日 まで展示)

ポー ル ・セザ ンヌ《三人 の水 浴 の女》(外洋29)*愛 知県美術館

ポー ル・セザ ンヌ《水浴 群像 》(外洋30)*愛 知県美術館

ポー ル ・セザ ンヌ《水辺 の人 物 た ち》(外洋113)*愛 知県美術館

ポー ル・セザ ンヌ《帽子 を かぶ つた 自画 像》(外洋31)*愛 知県美術館(2月4日 から展示)

Honore Daumier

Galeries nationales du Grand Palais, Paris, 0ct0ber 5, 1999-January 3, 2000

The Phillips Collection, Washington, February 19-May 14, 2000

オ ノレ・ドー ミエ 《山中 の ドン・キ ホー テ》(外洋171)

Le Fauvisme ou L'Epreuve du Feu

Musee d'Art Moderne de la Ville de Paris, 0ctober 28, 1999-February 27, 2000

アンリ・マティス《画室の裸婦》(外洋56)

Degas to Picasso:The Pain ter, the Sculptor, and the Camera

Dallas Museum of Art, February 31-May 15, 2000

Guggenheim Bilbao, June 4-September 3, 2000

ポー ル ・ゴー ガ ン《馬の 頭部 の あ る静 物》(外洋168)

「顔 絵画を突 き動かす もの」

京都国立近代美術館/2000年2月22日-3月20日

アンリ・マティス《青い胴着の女》(外洋62)

「シス レー展」

伊 勢丹 美術 館/2000年3月2日-4月17日

高 松市 美術 館/4月22日-5月21日

ひ ろ しま美術 館/5月27日-7月2日

アル フ レ ッ ド・シス レー 《レデ ィー ス ・コー ヴ,ウ ェー ルズ 》(外洋133)
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作品貸出記録 石橋美術館

「東アジア/絵 画の近代-油 画の誕生とその展開」

静岡県立美術館/1999年4月10日-5月23日

岡田三郎助《水浴の前》(日洋63)

青木繁《大穴牟知命》(日洋197)

「京都洋画のあけぼの」

京都文化博物館/1999年9月25日-10月24日

森 三美 《鶏 の い る風景 》(寄託)

森 三美 《農 夫》(寄託)

森 三美 《肥 前 田舎 風景 》(寄託)*展 覧会では作品名:《筑後風景》

森 三美 《京 都風 景(神 社)》(寄 託)*展 覧会では作者:小 山三造・博成社

森三 美 《宇 治茶 摘》(寄託)*展 覧会では作者:小 山三造・博成社

森三 美 《京 都風 景(寺 院)》(寄 託)*展 覧会では作者:小 山三造・博成社

森三 美 《宇 治川 橋》(寄託)*展 覧会では作者:小 山三造・愽 成社

森三 美 《北 野神 社》(寄託)*展 覧会では作者:小 山三造・博成社

森三 美 《本 願寺 》(寄託)*展 覧会では作者:小 山三造・博成社

「顔 絵画を突 き動かす もの」

国立西洋美術館/2000年1月12日-2月13日

京都国立近代美術館/2000年2月22日-3月20日

青木繁《自画像》(日洋87)
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刊行物一覧

<展 覧会カタログ>

「神 話 と 聖 書 の 図 像 学 」(特 集 展 示)

Subjects and images: iconography of classical

myths and Christian legendae(Art in focus series)

本文:

神話 と聖書と図像学－ その成 り立ちと展開/

吉城寺尚子(p.6-24)

図版(カ ラー60図,モ ノクロ16図,参 考45図)

作品と[主題 ・モチーフ小事典]対照表

主題 ・モチーフ小事典(吉 城寺尚子編)

参考文献

主題 ・モチーフ索引

作者名索引

編集:吉 城寺尚子(石 橋財団ブ リヂス トン美術館)

制作:エ デ ィタス

発行:石 橋財団ブリヂス トン美術館(1999年)

26×19cm 99p

「長崎 ・諏訪神社伝来能面 と能装束展」(特別展示)

出品目録

発行:石橋財団石橋美術館別館

30×21cm 一枚もの
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「坂本繁二郎―没後30年 記念」(特集展示)

本文:

坂本繁二郎-そ の人 と芸術 をめ ぐって/植 野健造(p.5-9)

図版(カ ラー78図,モ ノクロ8図,参 考1図,作 家の 肖像1図)

出品目録 ・解説(植 野健造編)

坂本繁二郎年譜(植 野健造編)

文献(杉 本秀子編)

編集:植 野健造,杉 本秀子(石 橋財 団石橋美術館)

制作:瞬 報社写真印刷

デザイ ン:安 田邦秀

発行:石 橋財団石橋美術館(1999年7月)

26×19cm 101p

「西洋の風景画-ブ リヂス トン美術館所蔵品による」

(特集展示)

出品 目録

図版(カ ラー9図)

発行:石 橋財団石橋美術館

30×14cm 三つ折 り
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「安井 曾 太郎 の 『文 藝春 秋』表紙 絵 」(特集 展 示)

Yasui Sotaro : covers for TheBungeishunju maga-

zine(Art in focus series)

本文:

安井曾太郎の表紙絵考-本 業と副業の間/富 山秀男(p.7-11)

『文藝春秋』をめ ぐる美術家たちと安井曾太郎-画 家研究の入 口

として/貝 塚健(p.69-74)

対象 を見つめる眼-安 井曾太郎の表紙絵 と絵画/

森山秀子(p.75-79)

作品図版(カ ラー86図,参 考21図,作 家の 肖像2図)

作品解説(安 井曾太郎)[『文藝春秋』『別冊文藝春秋』よ り転載]

関連略年表-安 井曾太郎の1947年9月 か ら1956年4月(貝 塚健編)

資料-『文藝春秋』表紙の担当画家一覧

出品作 品リス ト

編集:貝 塚健(石 橋財団ブリヂス トン美術館)

制作:エ デイタス

発行:石 橋財団ブリヂス トン美術館,石橋財団石橋美術館(1999年)

26×19cm 95p

「『レ ス タ ン プ ・オ リ ジ ナ ル 』-世 紀 末 フ ラ ン ス の 版 画 革 命 」

(特 集 展 示)

L'estampe originale : a revolution in graphic art in

fin-de-siecle France(Art in focus series)

本文:

『レスタンプ・オ リジナル』とい う冒険/福 満葉子(p.5-12)

協会版 『レスタ ンプ・オ リジナル』序文/ロ ジェ・マルクス;

宮崎克 己訳(p,13-14)

『レスタンプ・オ リジナル』序文/ロ ジェ・マルクス;

福満葉子訳(p.14-16)

図版(カ ラー88図,参 考16図)

カタログ(作 家 ・作品解説/福 満葉子)

参考文献

編集:福 満葉子(石 橋財 団ブリヂス トン美術館)

表紙デザイ ン:コ スギ ・ヤエ

制作:エ ディタス

発行:石 橋財団ブ リヂス トン美術館(2000年)

26×19cm 153p
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<常 設展示カタログ>

「1999年度石橋美術館別館常設展示作品目録」

出品目録

図版(モ ノクロ14図)

発行:石 橋財 団石橋美術館別館

30×14cm 8p

<名 作選・美術館ガイ ド〉

「ブ リヂス トン美術 館 ガイ ド」

Guide bookto the Bridgestone Museum of　Art

解説

図版(カ ラー30図)

編集・発行:石 橋財団ブ リヂス トン美術館(2000年)

制作:ア クシス

28×19cm 14p
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<そ の他の刊行物>

「館 報 」47号(1998年 度)

Annual report of Bridgestone Museum of Art &

Ishibashi Museum of Art

内容:

設立趣 旨,機 構 ・運営

主な記録

 ブ リヂス トン美術館(コ ーナー展示,特 集展示,土 曜講座,そ

 の他の記録)

 石橋美術館 ・石橋美術館別館(特 別展,美 術講座,そ の他の記録)

1998年 度入場者数

新収蔵作品(16点)

石橋家よ りの受贈作品(468点)

修復記録

 グレゴ リオ・ラッザ リーニ《黄金の子牛の礼拝》/

 石井亨(p.93-95)

 山下新太郎《ノラ・ファルク嬢》/渡 辺一郎(P.96-97)

 山下新太郎《ブルターニ ュの女》/伊 藤由美(p.98-99)

 遠山五郎《婦人読書図》/村 松裕美(p.100-101)

地震対策 について/田 中千秋,阿 部準,榎 本孝雄,

 信永誠二(p.102-113)

研究報告

 フリッツ・ルフ トとRKD-オ ランダにおける美術研究 ドキュ

 メンテー ションの一側面/中 村節子(p.114-123)

美術館案 内

石橋財団職員

編集 ・発行:石 橋財団ブ リヂス トン美術館,石橋財団石橋美術館

(1999年10月)

制作:エ ディタス

26×19cm 125p
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リニューアル （ブリヂス トン美術館）

ブ リヂス トン美術館のリニュー・アル （改修）報告

　 1999年7月1日 から同年12月2日 まで,ブ リヂス トン

美術館 は休館 して,全面的な施設の改修工事 を行った。期

間上は5ヶ月間の工事 ということになるが,これを行う目的,

計画図面の作成,既蔵美術作品ほかの移動な どに関 しては,

前年度来一年余 にわたって とり組んで きたことなので,こ

こにまとめてその経緯や目的などを記録してお く。

改修 計画の発端

　 1998年 の春,ブ リヂス トン・ビル東側3階 の部屋 （美術

館エン トランスの真上）,約860㎡が偶然のことから空いた。

青天の霹靂である。それでな くて もスペース難 に悩んでい

る株式会社ブ リヂス トンはもとよ り,当石橋財団ブ リヂス

トン美術館 も欲 しくてならない面積である。そこで関係者

が集 って協議 した結果,同年5月 中には内々ではあるが美

術館が 占有 して展示場の拡張を計 るという線,すなわち2

階西側 にあ る事務所 を3階 東側 に移して,2階 全部を会場

とす るという案が強 まり,にわかに拡張計画案が動 きは じ

めた。

　 そのため同年7月 から9月 ぐらいまでの間,内部的な リ

ニューアル会議を頻繁に重ねて素人図面を作 った り,財政

とのかね合いなどを審議 したが,問題点は収蔵庫や図書室

が拡げられるか否か,ホールを存続させるか否か,にかかっ

ていた。その仔細 は略す として,これ らにある程度の方 向

性が打 ち出されたのが10月 の ことであ り,改修のための具

体案作 りに高市 都市・建築・デザインの代表,高市忠夫氏 を

依嘱すること,図書は麻布永坂町にある財団事務所を一・部

改造 して京橋 と永坂町の二 ヶ所に分散収納すること,収蔵

庫や修復室は京橋で拡張を考 えるのではな く,いずれ時期

をみて （三年以内に）別途永坂財団敷地 内に新築す ること

の三項 目了解の議決 にいたった。

大い なる途中変 更

　 ところが設計専 門家の高市氏が,やがて進言 して くれた

リニューアルプランの大綱は,およそ予想を越 えたもの と

なった。とい うのは現在の図面を細か く検討しての意見 と

して,空調設備その他の観点からみると拡張部分は3階 の

東側 より西側の方が断然有利との ことで,占有する場所を

変えて もらっては どうか との提案だったからである。3階

の西側にはすでに美術館の会議室や修復室,図書室がある

ので,これらを含めて東側に新 しく集結させるより,西側の

しか るべ きスペースを拡張させて もらう方が,確かに面積

上で も経費上で も合理的であるに違いない提案であった。

そこでこの案にもとづ き,東側を全面放棄 して西側を一部

拡げてもらうことに決める。図面引きな ど随分あれ これ作

業 した上での大いなる途中変更である。あとは西側の拡張

部分の住人 （事務所）に,東側へ移 って もらう交渉を懇請 し

なければならなかった。

　そのほか議論が百出した り,一転二転 したところでは,2

階 と3階 の間に美術館専用の内階段をつ けることの可否,

あるいは縮小 しながら存続 と決めたホール （講堂）の床 を,

平床 とするかスロープ床 とするか,などであったろうか。

これらも年が明けた1999年 の初めごろには一応全部解決

して,高市氏による実施設計への細かい要望や打ち合わせ,

既蔵美術作品の一・時的館外保管に対す る条件設定や見積

り合わせ （日通銀座セ ンターに決定）などの業務をすすめた。

なお施工は清水建設に決定した。

改修の 眼目

　記述の とお り偶然から発生 した今回の リニ ューアル計

画ではあったが,あと2年 半で開館50年 を迎えるブリヂス

トン美術館 としては,やる限 り大 きな目標 を設定 してかか

るの は当然であって,内部的な資料 なが ら次の ような「21

世紀へ のブ リヂス トン美術館の基本ヴィジョン」なる もの

を策定 してこれに当った。

1.多 様な企画とサービス

　　 当館が開館 した40年 あまり前は美術館 とは教養

　 のある限 られた人たちが芸術鑑賞のために訪れる

　 場所だったが,20年 ほど前から世界の多 くの美術

　 館は,多様な来館者が多様な欲求 （休息,気晴 らし,

　 学習,制作,会話,出会い,買い物な どを含む）を満た

　 すための場所へ と少 しずつ変貌 して きた。

　　 当館 もまた,卑俗になることを避 けつつ,よ り多

　 くの人たちに親 しまれるソフト,ハー ドの工夫を し,

　 それを美術館のイメージとして も定着 させたい。

2.企 画展示室の新設

　　 前項,来館者へのサー ビスの最重要の柱 のひと

　 つとして,企画展示がある。常設展示室 とは別 に企

　 画展示室 を新設することによって,小規模で あろ

　 うと何か新鮮な ことをた えずやっている,という

　 印象を来館者に持って もらいたい。

3.ア イデンティティーの確立

　　 東京近辺にこれだけ多 くの美術館がで きたので,

　 当館の独自性 を強 く主張 したい。当館 のコレクシ

　 ョンは印象派 からマテ ィス,ピカソまでの作品が

　 国内屈指の ものである。それらはおおむね1830年

　 頃から1960年 頃の市民社会の産物であって,作品

　 の傾 向からして もそれを享受した者たちの鑑賞の

　 あ り方からして も個人主義が濃厚 に感 じられる。

　 したがってこれらの作 品は国公立美術館ではな く,

　 比較的小さい私立美術館にこそふさわ しいという

　 ことをアピール したい。

　　 また前項の企画展示室 にお いては,主として こ

　 のコレク ションを別の角度か ら,とりわけ最新の

　 調査を踏 まえた新鮮な視点で とらえなおす ことに

　 徹底 したい。

4,永 坂分室の積極的活用と学芸活動の充実

　　 京橋 における高額 な家賃に鑑み,作品お よび図

　 書資料の保管・収蔵について,永坂分室の積極的活
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 用を進め る。二ヶ所 に分かれることによって学芸

 活動 を鈍化 させ るのではな く,逆に一層充実でき

 る方向をめざす。

  将来 的には学芸職員の一部 を永坂 に常駐させ,

 そちらを学芸活動のべ一スキャンプとする可能性

 を検討する。

5.情 報化

  作品データ(画像 を含む)や図書データのコンピ

 ューター入力 を進 め,また将来的にはコンピュー

 ター上で指示.連 絡 ・決裁 ・伝票処理・報告 ・記録が

 可能なシステムの導入を検討する。このことは,前項,

 永坂分室のべ一スキャンプ化にとって も不可欠で

 ある。またサー ビスの一環 として来館者などにも

 情報をある程度公開す る。

6.作 品保全の向上

  狭隘かつ条件の悪い現在の収蔵環境を大幅に改

 善 したい。そのため京橋の収蔵庫の改善をはか る

 と同時 に,東京に保管 されてい る作品がすべて収

 容で きる広 さを もつ収蔵庫を永坂 に新設する。ま

 た展示品の防犯・防災対策 も万全にす る。

 また以上を さらに具体的に書 き出した ものとして,「基

本ヴィジ ョンに基づ くリニューアルのポイン ト」という資

料 も用意された。

京橋と永坂の役割整理

 ○ 将来を見据 えたプログラムの作成

作品に対す る安全性 向上

 ○ 作 品収蔵の考え方 の整理(京 橋は一時保管/永

  坂を収蔵の本拠地 とする)

 ○ 京橋の安全性 向上(耐震補強対応 を前提 とした

  計画/防 火区画の整理)

 ○ 京橋のセキュ リテイ向上(ＴＶモニター警備導入

  検討)

展示部門の充実

 ○ 展示スペースを増床する

 ○ 企画展示の充実

 ○ 近代的な鑑賞環境への整備(イ ンテ リアの更新

   /照 明の更新)

来館者にとつて利便性 イメー ジ向上

 ○ アプローチ部分の改修 ・整備(ス ロープ,EV設 置

   /イ ンテ リアの更新)

 ○ サー ビス部門の充実(1階 ホール部分の有効利

   用の検討/ミ ュージアムショップの充実)

 ○ 情報サービス(ホームページ/作 品検索,図書検索)

事務スペースの作業環境向上

 ○ 事務スペースの効率化

 ○ 作業内容に適 した環境づ くり

 ○ 効率の良い収納 の整備

 ○ 人1台 のコンピューターを前提 とした整備

 ○ 図書の永坂移転に伴う調査研究スペースの整備
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コス トパフォーマンス重視

 ○ 京橋の増床 は必要最低限とする(家賃の低減)

 ○ 永坂のスベースの有効利用

 ○ 工事費用のコス トパフォーマンス(空調システ

  ム を極力変更 しない計画)

 さ らに これ ら に加 えて,高 市 ア ー キテ ク ト・ア ン ド・ア ソ

シエ イ ツ か ら,次 の よ うな 「デ ザ イ ン・コ ンセ プ ト」が寄 せ

られ た こ とを記録 してお く。

作品がより良 く見える環境作 り

 限られた条件の中で最大限の改善を行 う為の論理

 的なアプローチ

 例えば ○ 展示室空間-作 品に集中できる空間構

      成

     ○ 照明-照 明が 目に入 らない計画/色 の

      再現性重視

プライベー トミュージアム としてのしつ らえ

 公立ではない,私立美術館だか らで きること

 例えば ○ 大 きな展示室ではなく程 よい大 きさで

      変化のある部屋(展示室)の連続

     ○ 作品が制作された時代性の表現

美術館が変わった というインパク ト

 来館者 にとって新たな魅力あ る時代の変化に対応

 した美術館へ

 例 えば ○ 時代の要請に対応 した改装-身 障者

       対応,バ リアフリー化/省 エネルギー,

       リサイクルの視点

短期的なインテ リアではな く長期 に残 る時代の表現

 陳腐化しないデザイン

 例えば ○ 時間に耐 える素材の選択

     ○ メンテナンスのや りやすさ

     ○ 汚 くなったか らリニューアルではな く

       手直ししながら長 く使用してゆく

     ○ その為の リニューアルブックの作成

コス トコン トロール

 コス トパフォーマンスから

 例えば ○ 下地材の再利用

     ○ 空調システムの変更を極力避ける

     ○ 優れた既製品の採用(む やみに特注 し

      ない)

     ○ システム化の視点-照 明のシステム/

       什器のシステム/作 品説明サインシス

       テム

 これを文章で書 けば,今回の改修はブ リヂス トン美術館

が施設面で時代に合うようにす るための措置,例えば身体障

害者や高齢者対策 としてのスロープやエレベーター,あるい

は手洗いの設置からはじめて,展示環境を向上改善す る意味

での展示室の拡張,展示室の区画変更 照明設備の更新,室内

カラー リングの変更,講堂映像設備の充実,ミュージアムシ



ョップの拡充,な どを含む ものとなった。これ らはもっ と

も要約 していえば,来館者へのホス ピタリティーを高め,美

術作品を鑑賞す るための雰 囲気をグレー ドアップさせる

こと,すなわち巨大な国公立美術館の真似をするのではなく

比較的小 さい私立美術館 として思いっきりサ ロン風の親

しみやすい展示環境をめざしたこと。そして小規模 とはい

え企画展示室を新設(図面参照)して,常設展示 との二本立

て運営を計 り,さらに教育普及 目的の強化を可能 とするハ

ー ドお よび ソフ トの対応 をこの際十分検討 した こと
,など

であったろうか。もちろん細かい点では,会場の導線計画,

防犯警備のための計器の設置,防火区画や避難経路の確保,

耐震補強,サイン計画などを,統一的にほどこした ことはい

うまで もない。

 その結果は,1999年11月11日 に竣工式が行われて工事

会場が引き渡され,同年12月3日 から新装なった常設展示 と,

企画展示としての 「安井曾太郎 の『文藝春秋』表紙絵」をも

って,予定 どお りの リニ ューアル・オー プンを行 うことが

で きた。なおこの一般公開に先立つ12月2日 は特別招待 日

としたが,エントランス周辺のスペースが広 くないことを

考慮 して三部制とし,午前11時 は報道関係者に まずホール

で改修のあらましを説明,会場 を巡覧 して もらい,午後1時

半貴賓および外交関係者,3時 半美術関係者の順で,それぞ

れ簡単な披露パーティを繰 り返 した。

 最後に当ブリヂス トン美術館の施設概要 と展示室の略

図などを付記してお く。なお今回のリニューアルに際しては,

高市 都市 ・建築 ・デザ イン社,清水建設な ど多数の方々の

労を煩わせた。個々のお名前は略させていただ くが,こ こ

に心か らの謝意を捧げた く思っている。

                   (富山秀男 記)

Second Floor 2階

第8室

ピカソと20世紀 美術

Picasso and

20th-century art

休 憩コーナー

Rest area

石橋 正二郎 記念室

Ishlbashi Shojiro

Memorial Room

第9室
明治、大正の洋画

第7室

マティス,ルオー

Matlsse and

Rouault

Japanese Western-style

painting from the Meiji
and Taisho eras

第10室
昭和の洋画

第6室

1900年 前後

Art around 1900

Japanese Western-style

painting from
the Sho wa era

■ブリヂストン美術館施設概要

1.名 称

2.所 在地

3.建 物構造

4.ビ ル内位置

5.建 築 ・改修

第5室

ポスト印 象派

Post-lmpressionism

第2室

企画展示室

第4室

印 象派とその 周辺

lmpressionism and related trends

Special exhibition gallery

第3室

古代美 術

Ancient art

第1室

企 画展示 室

Special exhibition gallery

彫 刻ギャラリーⅡ

European sculpture

gallery Ⅱ

エレベ一ター

Elevator

彫 刻ギャラリーI

European sculpture

gallery I

石橋財団 ブリヂス トン美術館

東京都中央区京橋1丁 目10番1号 ブリヂス トンビル内

ブリヂス トンビル建物構造 鉄筋コンクリー ト9階 建

敷地面積    2,345㎡

建   坪     2,179㎡

総 延 坪   24,638m

ブリヂス トン美術館占用位置 1～3階

(地下1階 の小スペース使用あ り)

1階 の一部-エ ントランス

       ミュージアムショップ

       ホール(美術館付属講堂)

2階 の全部-展 示室

3階 の一部-事 務所(事務室・図書室・会記義室・修復室)

地階の一隅-倉 庫

(同一建物内の他の施設 ブリヂストンの本社機構・

住友銀行八重洲通支店)

1951年12月 ブリヂス トンビル竣工

1952年1月 ブリヂス トン美術館開設

       (1・2階のみ使用 美術館占用総面積1,000㎡)
1959年6月 ブリヂス トンビル増築竣工

       美術館改修 ・占用面積拡大

       (1・2階のみ使用 美術館占用総面積2,293㎡)

l976年8月 美術館改修 ・占用面積拡大

       (3階 に使用拡大 美術館占用総面積2,620㎡)

199l年2月 美術館改修 ・占用面積拡大

       (空調設備等改修 美術館占用総面積2,708㎡)

1999年11月 美術館改修 ・占用面積拡大

       (展示室等改修 美術館 占用総面積2,924㎡)

First Floor 1階

階 段

Stairs

ブリヂ ストン美 術 館 ホ ー ル

Bridgestone Museum Hall

6.展 示室面積

7.展 示室以外

8.エ レベ ーター

エレベ-タ ー

Elevator

受 付

Admission and

エ ン トラン ス

Entrance

lnformation

ミュ ージ アム ンョップ

Bookstore and museum shop

ピクトグラムー覧

公衆電話
Telephone

ロッカ-

Lockers

車 椅 子 用 トイレ

Wheelchair

accessible toilet

トイレ

Ladies' Room

トイレ

Men's Room

彫刻ギャラリーI-86㎡(天 井高2800mm)

彫刻ギャラリーⅡ-115㎡(天 井高2800mm)

第1室      85㎡(天 井高2800mm)

第2室      200㎡(天 井高2800mm)

第3室      89㎡(天 井高3100mm)

第4室      109㎡(天 井高2500mm)

第5室      87㎡(天 井高2500mm)

第6室      67㎡(天 井高2500mm)

第7室      36㎡(天 井高2500mm)

第8室      88㎡(天 井高2500mm)

第9室     111㎡(天 井高2500mm)

第10室      90㎡(天 井高2500mm)

展示エ リア通路等 一77㎡

合計-    1,240㎡

展示室以外の美術館占用面積

ホール      133㎡

事務室    -215㎡(事 務室188㎡,館 長室27㎡)

会議室      59㎡

修復室      55㎡

図書室      70㎡

収蔵庫      52㎡

記念室       43r㎡(石 橋正二郎記念室)

売 店      30㎡

倉 庫     178㎡(地 下倉庫50㎡,1階 倉庫13㎡,

            2階 倉庫115㎡)

通 路     118㎡(1階 通路30㎡,2階 通路57㎡,

            3階 通路31㎡)

トイレ      84㎡(1階 トイレ37㎡,2階 トイレ47㎡)

計      1,010㎡

その他     674㎡(空 調設備・衛生設備・ドライエ リア・

            パイプスペ ース等)

合 計-   1,684㎡

(展示室と展示室以外とをあわせた占有総面積は2,924㎡)

型式    三菱電機 乗用エ レベーター〈エレパツク>

       Pl3-CO-45

階数       1階 ←→2階

定員     13人(積 載重量900kg)

かご内法   間口1600× 奥行1350mm

出入り口  幅900× 高さ2100mm

台数    1機
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リ・オー プン時の常設展示

【シ ョー ・ウイ ン ドー】

オ ノ レ・ドー ミエ《ラ タポ ワー ル》/1891年(1929年 鋳 造)/ブ ロ ンズ/H.43．5cm

エ ドガー・ドガ 《マ チ ル ド・サ ル嬢 の 肖像》/1892年/ブ ロ ンズ/H.23.0cm

エ ドガー ・ドガ 《右 手で 右足 を持つ 踊 り子》/1896-1911年/ブ ロ ンズ/H.50.3cm

【エ ン トランス・ホール 】

ク リス チ ャン ・ダニ エ ル・ラ ウホ《勝利 の 女神 》/大 理 石/H.23l．0cm

バー バ ラ ・へ ップ ワー ス《翼の あ る人物I》/1957年/真 鍮,鉄 線/H.145.5cm

【階段 室】

ア リス テ ィ ド・マ ィ ヨール 《欲 望》/1905-08年/ブ ロ ンズ/119.5×114.4cm

【彫 刻 ギ ャラ リーI]

コンス タ ンテ ィ ン・ブラ ンクー シ《接 吻》/1907-10年/石 膏/H.28．0cm

ア レキ サ ンダー ・アー キペ ンコ《ゴ ン ドラの船 頭》/1914年/ブ ロ ンズ/H.83.0cm

オ シ ップ ・ザ ツキ ン《母子 》/1919年/着 色 され たセ メ ン ト/H.48.6cm

オ シ ップ・ザ ツキ ン《三美 神》/1950年/ブ ロ ンズ/H.76.7cm

オ シ ップ・ザ ツキ ン《ポモ ナ(ト ル ソ)》/1951年/黒 檀/H.131．Ocm

へ ン リー・ム ア《横 たわ る人体 》/1976年/ブ ロ ンズ/H.39.8cm

マ リノ ・マ リーニ 《騎 手》/1952年/ブ ロ ンズ/H.58.0cm

マ リノ・マ リーニ 《騎 手 のた め の構想 》/1955年/ブ ロ ンズ/H・55.8cm

[彫刻 ギ ャ ラ リーⅡ]

オ ー ギ ュス ト・ロダ ン《立て る フ ォー ネ ス》/1884年 頃/大 理石/H.71.0cm

オ ー ギ ュス ト・ロダ ン《考 える人 》/1902年 頃/ブ ロ ンズ/H.37.7cm

オー ギ ュス ト・ロダ ン《青 銅 時代 》/1904年/ブ ロンズ/H.63．5cm

エ ミール=ア ン トワーヌ・ブー ルデ ル《風 の中 のべ 一 トー ヴ ェン》/1904-08年/ブ ロ ンズ/H．124.8cm

エ ミール=ア ン トワーヌ・ブー ルデ ル《ペネ ロ ー プ》/1909年/ブ ロ ンズ/H.118.8cm

エ ミール=ア ン トワーヌ ・ブー ルデ ル《弓 をひ くヘ ラク レス 》/1909年/ブ ロンズ/H.78.5cm

【第3室】

《女 の胸 像》/紀 元 前24世 紀/シ ュメー ル/閃 緑石/H.55.0cm

《セ ク メ ト神 像 》/紀 元前14世 紀/エ ジ プ ト/黒 花 崗岩/H.177.0cm

レ リー フ断片 《アヌ ビス 神礼 拝 図》/紀 元前13世 紀/エ ジプ ト/砂 岩/66.0×58．0cm

レ リー フ断片 《神牛 》/紀 元前1300-1200年/エ ジ プ ト/石/29.0×30.2cm

レ リー フ断 片《柘榴 と葡 萄》/ア マ ル ナ時代(紀 元 前1360年 頃)/エ ジ プ ト/石 灰 石,彩 色/22.5×36.0cm

レ リー フ断 片《ホル ス神 浮彫 》/紀 元前1000-350年/エ ジプ ト/大 理 石/26.0×28．0cm

《聖 猫》/紀 元 前950-660年/エ ジ プ ト/ブ ロ ンズ/H.48.2cm

建築 装飾 フ リー ズ の部分 《泉水 に 向 う二 頭 の馬》/紀 元 前550-540年/エ トル リア/彩 色 テ ラ コ ッタ/48.5×50.7cm

《獅 子頭 部 》/紀 元前5世 紀/ギ リシ ャ/大 理石/H.42.0cm

《哲 人 の顔 》/紀 元前4世 紀/ギ リシ ャ/大 理石/H.29．4cm

《ヴ ィーナ ス》/へ レニズ ム期(紀 元 前3-1世 紀)/ギ リシャ/大 理 石/H.l39.0cm

《ヴ ィーナ ス の頭部 》/ロ ー マ/大 理 石/H.29.0cm

《アテ ナ頭 部》/グ レ コ=ロ ーマ ン様 式/大 理 石/H.37.Ocm

《人物 像》/1-2世 紀/パ ル ミュラ/石 灰 石/H．55.3cm

壁 画断 片《デ ィオ ニ ュ ソス 図》/1世 紀/へ ル クラネ ウム/フ レス コ/20.5×54.5cm

モ ザイ ク 断片《牧神 頭 部》/1世 紀/ロ ーマ/47.0×43.5cm

コ リン トス球形 ア リュバ ロス《鷲 と鶏 図》/紀 元 前610-590年/H.10.8cm

ア ッテ ィカ黒絵 式頸 部 ア ンフ ォ ラ《サ テ ュロ ス図》/紀 元 前6世 紀末/H.17.2cm

60 リニ ューア ル(ブ リヂス トン美術館)



ア ッテ ィカ黒 絵 式頸 部 ア ンフ ォラ《ヘ ラク レス とケ ルベ ロス 図》/紀 元 前520-510年/H.35.2cm

ア ッテ ィカ黒 絵 式オ イ ノ コエ 《デ ィオニ ュソス とマ イナ ス 図》/紀 元前500年 頃/H.23.Ocm

ア ッテ ィカ黒 絵 式 レキ ュ トス《デ ィオニ ュソス,サ テ ユロス とマ イナ ス 図》/紀 元前490-480年/H.15．0cm

ア ッテ ィカ黒 絵 式 レキ ュ トス《デ ィオニ ュソス とア リア ドネ 図》/紀 元 前490-480年/H.19.2cm

ア ッテ ィカ黒 絵 式 レキ ュ トス《デ ィオニ ュソス とマ イナ ス 図》/紀 元 前490-480年/H.19.2cm

ア ッテ ィカ黒 絵 式ス キ ュフ ォス《サ テ ユロス とマ イナ ス 図》/紀 元前470-460年/H.7.2cm

ア ッテ ィカ 白地 レキ ュ トス《墓参 図》/紀 元 前440-430年/H.29.7cm

ア ッテ ィカ 白地 レキ ュ トス 断片《墓 参図 》/紀 元 前440-430年/H.7.3cm

ア ッテ ィカ赤 絵 式ペ リケ 《男 女 図》/紀 元前5世 紀 第1四 半期/H.33.2cm

ア ッテ ィカ赤 絵 式キ ュ リクス 《サ テ ユ ロス図 》/紀 元前5世 紀 中頃/H.7.3cm

ア ッテ ィカ赤 絵 式 レベ ス ・ガ ミコス 《ニ ケ と女性 図》/紀 元 前4世 紀 第1四 半期/H.16．5cm

カ ンパニ ア赤 絵 式皿 《魚 文 図》/紀 元前4世 紀第2四 半 期/H.6.Ocm

カ ンパニ ア赤 絵 式 ヒュ ドリア 《エ ロ ス図》/紀 元 前4世 紀第3四 半期/H.23.5cm

カ ンパニ ア赤 絵式 ヒュ ドリア 《デ ィオス クー ロイ 図》/紀 元 前350年 頃/H.32.5cm

ア プ リア 赤絵 式柱 型把 手 ク ラテル 《男 女 図》/紀 元前330年 頃/H.44.5cm

［第4室 ］

カ ミーユ ・コロ ー《ヴ ィル ・ダ ヴ レー》/1835-40年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/51.1×46.6cm

カ ミーユ ・コロー 《オ ンフル ール の トゥータ ン農場 》/1845年 頃/油 彩 ・カ ン ヴァス/44.4×63.8cm

カ ミーユ ・コロー 《森 の 中の 若 い女》/1865年/油 彩 ・板/54.7×38.9cm

シ ャルル=フ ラ ン ソワ ・ドー ビニ ー《レ・サ ー ブル=ド ロ ンヌ 》/油 彩 ・板/39.1×67.lcm

ギ ュスタ ー ヴ ・クー ルベ 《雪 の 中を駆 ける鹿》/1856-57年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/93．5×148.8cm

ア ドル フ・モ ン テ ィセ リ《庭 園の 貴婦 人》/1870-80年/油 彩 ・板/42.2×55.9cm

ウジ ェー ヌ ・ブー ダ ン《トル ー ヴ ィル 近郊 の浜 》/1865年 頃/油 彩 ・板/35.7×57.7cm

カ ミー ユ ・ピサ ロ《ブー ジ ヴァル のセ ーヌ 河》/1870年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/51.4×82.2cm

カ ミー ユ ・ピサ ロ《菜 園》/1878年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/55.2×45.9cm

エ ドゥワー ル ・マ ネ《オペ ラ座 の仮 装 舞踏 会》/1873年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/46 .7×38.2cm

エ ドゥワー ル ・マ ネ《自画像》/1878-79年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/95.4×63.4cm

エ ドガ ー ・ドガ《レオ ポ ール ・ル ヴ ェール の 肖像》/1874年 頃/油 彩 ・カ ンヴ ァス/65 .0×54.Ocm

エ ドガ ー ・ドガ《右足 で立 ち,右 手 を地面 に のば した ア ラベ ス ク》/1882-95年/ブ ロ ンズ/H.27.5cm

ア ル フ レッ ド・シス レー《森へ 行 く女 た ち》/1866年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/65.2×92.2cm

ア ル フ レッ ド・シス レー《サ ン=マ メ ス六 月の 朝》/1884年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/54.6×73.4cm

ク ロー ド・モネ 《アル ジ ャ ン トゥイユ の洪 水》/1872-73年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/54.4×73.3cm

ピエー ル ーオー ギ ュス ト・ル ノ ワー ル《す わ るジ ョル ジ ェ ッ ト・シャル パ ンテ ィエ嬢 》/1876年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/

97.8×70.8cm

［第5室］

ポ ール ・セ ザ ンヌ《帽 子 をかぶ っ た 自画像》/1890-94年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/61.2×50.1cm

ポ ール ・セ ザ ンヌ《サ ン トーヴ ィク トワー ル 山 とシ ャ トー ・ノワー ル》/1904-06年 頃/油 彩 ・カ ン ヴァス/66.2×82.1cm

ク ロー ド・モネ 《雨 のベ リール 》/1886年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/60.5×73.7cm

ク ロー ド・モネ 《睡蓮》/1903年/油 彩 ・カ ン ヴァス/81.5×100.5cm

ク ロー ド・モネ 《睡蓮 の池》/1907年/油 彩 ・カ ン ヴァス/100.6×73.5cm

ク ロー ド・モネ 《黄 昏,ヴ ェネ ツィァ》/1908年 頃/油 彩 ・カ ンヴ ァス/73.0×92.5cm

ピエ ー ル=オ ー ギ ュス ト・ル ノワー ル《カ ーニ ュの テ ラス》/1905年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/46.3×55.Ocm

ピエ ー ルーオー ギ ュス ト・ル ノワー ル《す わ る水浴 の女 》/1914年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/55.0×44.2cm

ピエ ー ル=オ ー ギ ュス ト・ル ノワー ル《花 のつ いた 帽子 の女 》/1917年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/40.6×50.2cm

ポー ル ・ゴーガ ン《馬 の頭部 の あ る静物 》/1886年/油 彩 ・カ ン ヴァス/49.0×38.5cm

ポー ル ・ゴーガ ン《ポ ン=タ ヴェ ン付近 の風 景》/1888年/油 彩 ・カ ン ヴァス/72.9×92.2cm

ポー ル ・ゴーガ ン《乾草 》/1889年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/55.4×46.2cm

フ ィンセ ン ト・フ ァン ・ゴッホ 《モ ンマ ル トル の風車 》/1886年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/48.2×39.5cm
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【第6室 】

オデ ィロ ン・ル ドン《神 秘 の語 らい》/油 彩 ・カ ン ヴァス/52.1×31.5cm

オデ ィロ ン・ル ドン《供 物》/油 彩 ・厚紙/33.2×13・7cm

オー ギ ュス ト・ロダ ン《ク ロー デル 嬢》/1889年/ブ ロ ンズ/H.24.5cm

ア ン リ・ル ソー 《イ ヴ リー 河岸 》/1907年 頃/油 彩 ・カ ンヴァス/46.1×55.0cm

ア ン リ・ル ソー 《牧 場》/1910年/油 彩 ・カ ンヴァス/46.0×55.3cm

ポー ル ・シニ ャ ック 《コ ンカル ノー 港》/1925年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/73.4×53.9cm

ピエ ー ル ・ボナ ール 《灯 下 》/1899年/油 彩 ・紙/42．5×50.4cm

ピエ ー ル ・ボナ ール 《桃 》/1920年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/36.0×38.1cm

ピエ ー ル ・ボナ ー-ル《ヴ ェル ノ ン付 近 の風景 》/1929年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/63.4×62.4cm

モ ー リス・ドニ 《バ ッカス 祭》/1920年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/99．2×139.5cm

モ ー リス ・ド・ヴラマ ンク 《運 河船 》/1905-06年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/60.2×73.0cm

[第7室 】

ア ン リ・マ テ ィス《コ リウー ル》/1905年/油 彩 ・厚 紙/24．5×32.4cm

ア ン リ・マ テ ィス《縞 ジ ャケ ッ ト》/1914年/油 彩 ・カ ン ヴァス/123.6×68.4cm

ア ン リ・マ テ ィス《横 た わ る裸 婦》/1919年/油 彩 ・カ ン ヴァス/32.9×40.8cm

ア ン リ・マ テ ィス《両 腕 をあ げた オダ リス ク》/1921年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/45.9×38.2cm

ア ン リ・マ テ ィス 《ル ー川 の ほ と り》/1925年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/38.3×47.0cm

ア ン リ・マ テ イス 《青 い胴 着 の女》/1935年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/46.0×33.0cm

ア ン リ・マ テ ィス 《石 膏 のあ る静物 》/1935年/油 彩 ・カ ンヴァス/52.0×64.Ocm/個 人蔵

ジ ョル ジ ュ ・ルオ ー《郊外 の キ リス ト》/1920-24年/油 彩 ・紙/92．0×73.6cm

ジ ョル ジ ユ ・ルオ ー《ピエ ロ》/1925年/油 彩 ・紙/75.2×51.2cm

［第8室 】

ラウル ・デ ユフ ィ《静 物》/1915-20年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/38.2×45.9cm

ラウル ・デ ュフ ィ《オー ケス トラ》/1942年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/65.2×81.1cm

パ ブ ロ ・ピカ ソ《ブ ル ゴーニ ュの マー ル瓶,グ ラス,新 聞紙》/1913年/油 彩,砂,新 聞紙 ・カ ンヴァス/46．3×38.4cm

パ ブ ロ ・ピカ ソ《生木 と枯 木 の ある風 景》/1919年/油 彩 ・カ ンヴァス/49.4×65.4cm

パ ブ ロ ・ピカ ソ《女 の顔》/1923年/油 彩・砂.カ ン ヴァス/46.1×38．1cm

パ ブ ロ ・ピカ ソ《腕 を組 んで す わるサ ル タ ンバ ンク》/1923年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/130.8×98.0cm

パ ブ ロ ・ピカ ソ《道化 師》/1905年/ブ ロ ンズ/H.40.6cm

マ リー ・ロー ラ ンサ ン《二 人 の少 女》/1923年/油 彩 ・カ ン ヴァス/64.9×54.2cm

アメ デオ ・モ デ ィ リアー ニ《若 い農夫 》/1918年 頃/油 彩 ・カ ンヴァス/73.4×50.3cm

ジ ャン ・フ ォー トリエ 《人質 の頭 部》/1945年/油 彩 ・カ ン ヴァス に貼 られ た紙/34.2×26.4cm

ジ ャン ・フ ォー トリエ 《旋 回す る線》/1963年/油 彩 ・カ ン ヴァス に貼 られ た紙/59.9×73.1cm

ジ ャン ・デ ユ ビユ ッフ ェ《ス カー フ を巻 くエ デ ィ ッ ト・ボ ワ ソナ ス》/1947年/油 彩 ・紙/48.6×32.3cm

アルベ ル ト・ジャ コメ ッテ ィ《デ ィエ ゴの胸 像》/1954-55年/ブ ロ ンズ/H.55．0cm

【第9室 ］

浅 井 忠《グ レー の洗濯 場 》/1901年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/33.3×45．5cm

浅 井 忠《樹下 の女 》/1901年 頃/油 彩 ・カ ン ヴァス/45.8×37.8cm

浅 井 忠《縫物 》/1902年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/60.7×45.5cm

黒 田清輝 《ブ レハ の 少女 》/1891年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/80.6×54.0cm

藤 島 武二 《スイ ス風 景》/1908年/油 彩 ・板/23.6×32.8cm

藤 島 武二 《ル ツェル ン》/1908年/油 彩 ・板/23．5×32.8cm

藤 島武二 《チ ョチ ャラ》/1908-09年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/45.5×38.0cm

藤 島武二 《黒 扇 》/1908-09年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/63.7×42.4cm

藤 島武二 《糸杉(ヴ ィラ ・フ ァル コニエ リ》/1908-09年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/39.5×36.6cm

藤 島武二 《ロー マの 寺院 》/1908-09年/油 彩 ・カ ン ヴァス/33.1×26.6cm

藤 島武二 《ロー マの 遺跡 》/1908-09年/油 彩 ・板/35.1×26.2cm
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岡 田三郎 助《婦人 像 》/1907年/油 彩 ・カ ン ヴァス/73.3×61.5cm

山下 新太 郎《供物 》/1915年/油彩・ カ ンヴ ァス/55.2×46．1cm

青 木 繁《天平 時代 》/1904年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/45.3×75.5cm

中村 彝《自画 像》/1909年/油 彩 ・カ ン ヴァス/80.6×61.0cm

岸 田劉生 《街 道(銀 座風 景)》/1911年 頃/油 彩 ・カ ン ヴァス/33.5×45.9cm

岸 田劉生 《南 瓜 を持 て る女)》/1914年/油 彩 ・カ ンヴァス/80.0×60.2cm

梅 原龍 三 郎《ナ ポ リよ りソレン トを望 む》/1921年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/45.5×60.7cm

関根正 二 《子 供》/1919年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/60.9×45.7cm

【第10室 】

藤 島武 二 《淡 路 島遠望 》/1929年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/53.0×72.9cm

藤 島武 二 《東 海旭 光》/1932年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/65.2×90.9cm

藤 田 嗣治 《猫 の い る静 物》/1939-40年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/80.6×99.9cm

藤 田 嗣治《ドル ドーニ ュの家》/1940年/油 彩 ・カ ン ヴァス/45.5×53.3cm

小 出楢 重《帽子 をかぶ った 自画像》/1924年/油彩・ カ ン ヴァス/126.0×91.3cm

小 出楢 重《横 たわ る裸 身》/1930年/油彩・ カ ンヴ ァス/50.0×72.9cm

安 井曾 太郎 《薔 薇 》/1932年/油彩・ カ ン ヴ ァス/63.0×51.9cm

安 井曾 太郎 《F夫人像 》/1939年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/88．0×66.0cm/個 人 蔵

国 吉康 雄《夢》/1922年/油彩・ カ ンヴァス/51.5×76.7cm

国 吉康 雄《横 たわ る女 》/1929年/油彩・ カ ン ヴ ァス/41.3×76.4cm

佐伯 祐 三《テ ラス の広 告》/1927年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/54.2×65.4cm

佐伯 祐 三《ガ ラー ジ ュ》/1927-28年/油 彩 ・カ ンヴ ァス/60.6×73.6cm

岡鹿 之助 《雪 の発電 所 》/1956年/油 彩 ・カ ン ヴァス/72.8×90.9cm

彫刻ギャラリーより古代室(第3室)を 望む 印象派の部屋(第5室 より第4室 を望む)
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地震対策(ブ リヂス トン美術館)

作 品 固 定 作 業 に つ い て

黒川弘毅 有限会社ブロンズスタジオ
     (旧 有限会社山岸鋳金工房)

はじめに

 平成11年7月 ～11月 にかけての美術館改修工事にとも

ない,私たちは彫刻作 品の撤去 と再設置-固 定作業(一 部

台座作成を含む)を担当 した。一連の作業の うち,大理石彫

刻《勝利の女神》再設置作業 と,古代室壁面展示作品の固定

金具作成について報告する。

1.《勝 利の女神》再 設置

 美術館改装前 まで玄関アプローチ脇 に設置 されて いた

作品を撤去 し,改装後の1階 エ レベーターホールに再設置

した。その際 台座を再制作するとともに,耐震 を考慮 して

作品の固定方法を改善 した。

[作業内容]

1)作 品撤去

 台座外装の大理石板 を切断除去 し,コンク リー ト製躯体

から作品を取 り外 した。作 品と台座の固定状態は,ステン

レス製ボル ト1本(直 径14mm)が それぞれの中央部 に設

けられたルーズホールのダボに挿入 されているだけであ

った。

 ク レーンで作品を安全 に吊るための治具を作成 し,台座

への着脱ではこれ を使用 した(fig．1)。

2)固 定金具加工・洗浄

 作 品下面にステンレス製ナ ットア ンカー(M10)2個 を

埋め込み,エポキシ樹脂系充填剤で固定 した。

 界面活性剤 トリトンXを成分とする陰イオ ン系洗剤 と精

製水を用いて,作品の洗浄を行った。

fig.1 ク リスチ ャン・ダニエル ・ラウホ《勝利の女神 》設置作業
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3)台 座再製作・設置

 作品の荷重 を受ける鉄製骨格(fig.2)を作成 して,床に埋

め込 まれた4個 所のナ ットア ンカー(M14)に ボル トで 固

定 した。床はライムス トーンで仕上げ られてお り,石材 の

厚みは20mm,ス ラブと石材の間のステコンとモルタルは

35～50mmの 厚みで あつた。床のナ ットア ンカー は,耐震

性 を得るためこれ らを貫通 してスラブに固定 され,全荷重

が直接石材に懸か らない ように配慮 された。この方法は,

古代室の重量のある台座の固定にも用いられている。

 鉄製骨格 に作品をボル トで固定 した後,大理石の台座外

装を復元 した。台座のサイズ ・材質 ・板材合わせ加工方法等

の仕様は,ほぼ既存の状態を再現 した。

 台座石材加工 と撤去・再設置作業では,有限会社石歩(代

表取締役大野春男)の協力を得た。

2.古 代室 壁面展示 作品の金 具作成

 美術館改装前 の古代室においてガラスケース内で展示

されていた レリーフ,モザイク及びフレスコ画は,改装後の

古代室壁面に展示 された。これ に伴う金具作成・固定作業

を行 った。金具作成では壁への着脱の際の安全性 と簡便性

が考慮された。

[対象 作 品]

(1)《石榴 と葡 萄》

(2)《ホー ル ス神 》

(3)《神牛 》

(4)《ア ヌ ビス神 礼拝 図》

(5)《建築 装飾 断 片》

(6)《牧神 頭部 》

(7)《デ イオ ニ ュ ソス 図》

エ ジプ ト

エジプ ト

エジプ ト

エジプ ト

石灰岩 彩色

石

石

砂岩

エ トルスク　テラコッタ 彩 色

ロー マ モザイク

へルクラネウム フレス コ

fig.2 《勝 利の女神》 台座鉄製骨格



[作業内容]

 (1)～(4)ま でのレリーフ,及び(6)の モザイクは,現物か

ら型取 りして作品を上下で押さえるブロンズ製のホルダ
ー を鋳造 した

。型取 り個所 はスズ箔で保護 し,印象材 には

シリコンゴムを使用した(fig.3)。

 (5)は既存の木製支持体を改造して金具を加工 した。

 (7)は後補 された外側の額を取 り除 き,もとの木製フ レ
ームに合わせて金具 を作成 した。

 重量の少 ない(1)(2)(3)(5)(7)は,上 下のホルダーを連

結する銅合金(リ ン青銅)製 のフレームを設けた。あらか じ

め作品に上部 にダボ穴を加工 したフ レームを固定 し,壁側

には上部にダボ(突起)を加工 した金具を固定 してお く。ダ

ボに貫通させてフレームを壁側の金具 に被せた後,ネジで

固定する(fig.4)。

 また重量の多 い(4)(6)は,固 定金具 を上下 に分けて,そ

れぞれを直接壁 に固定する方法を採った。下部の金具はホ

ルダー と一体であるが,上部の金具 はホルダーがネジ留め

となっている(fig.5)。

 (1)～(4)ま でのレリーフ,および(6)の モザイクの金具

は白味を帯びた作品の色調 に違和感を生 じさせ ないよう,

視覚 に入 る箇所 を灰色味を帯びた銀色 に調整 した。(5)

と(7)の 金具は同様の理由で,金色に調整した。金具表面の

着色には化学的着色法を用い,前者 は硝酸銀,後者 には硫化

ナ トリウム,硝酸鉄,没食子酸を使用 した。

 金具が作品 と接触す る部分 には金具側 にフェル トを貼

り付 けた。

fig.3 《アヌ ビス神礼拝図》 ホルダー シ リコンモデル作 成

fig.4 《ホー ルス神》金具

fig.5 《アヌ ビス神礼 拝図》金具
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絵画作品への地震対策

田中千秋

1.は じめに

　昨年度の館報で報告 したようにブリヂス トン美術館では

阪神大震災のあった1995年 度 より地震対策を施行 して き

ている。本年度は展示室の大がか りな リニューアルがあ り,

その際懸案であった絵画作品について対策 を講 じたので

報告す る。

2.想 定 され る被害

　阪神大震災で絵画作品の被害はおおよそ以下の3つ の原

因によるものであった（註1）。

I）収蔵庫における絵画 ラックからの保管作品の落下

　　 絵画ラックの網に掛 けたS環 が地震動 により延び,

　 落下 した。

II）ピクチャー レールか らの吊り金具 （フ ック）の脱落によ

　 る展示作品の落下

　　 フックが地震動により横にな り,レールか ら脱落した。

III）ワイヤーの破断による展示作品の落下

　　 地震動によ り振 り子状 に揺れた ワイヤーが何 らかの

　 理 由で弛み,落下す ることで衝撃荷重が加 わ り,ハンガ

　 ー （額を吊っている金具）内部のベア リングがワイヤー

　 を押 し切った と推察される。IV

）スチール製マップケースの転倒

　　 スチール製マ ップケースは地震動で引 き出しが一度

　 に飛び出 し,全体の重心が移動す ることで転倒 した。中

　 に収納 していた作品 （主 に版画などの紙作品）にそれほ

　 どの被害 は出なかったが,飛び出 し転倒 した引 き出 し

　 が他の ものに衝突す ると大 きな被害を もたらす。

3.対 策

　 これ らの被害を想定 して以下のような対策を講 じた。

I）絵画ラックの更新

　　 開館後40年 以上使用してきた老朽化 した絵画ラック

　 を新 しくした。

　　 当初絵画 ラックの使用 自体 をやめ,1点毎に箱 を制作

　 し細か く仕切を入れた木製棚 を導入することを検討 し

　 たが,作業性等の制約から絵画ラ ックを再び採用する

　 ことにした。ただ し,絵画ラックの網に作 品を晒し布や

　 木綿の平 テー プで固定 し,落下や作品同十がぶつか り

　 合 うことを防止 した。

II）脱落防止 ゴムの装着

　　 ピクチ ャーレールか らの吊り金具 （フック）の脱落に

　 つ いてはメーカーの提案を受けて,金具の根本 にゴム

　 の リングを装着 し,地震の揺れによ り金具が横 にな る

　 ことを防止 した。

III）ワイヤーの太さ変更 と緩衝材の採用

　　 はじめ壁に金具を固定 して ワイヤーを介 さず直接絵

　 画作品を吊す方法を検討 したが,展示替え等の作業性 （壁

　 の穴埋めや高さ調整）を考慮す ると現在 の一般的な常

　 識で は時間が掛か りす ぎるとの ことか らワイヤーを再

　 び採用することとなった。ただ し,ワイヤーの切断を避

　 けるため,今まで使用 していた直径1.5mmの ワイヤー

　 か ら,重さ15kg未 満 の作品は2.Omm,15kg以 上の作品

　 は2.5mmの ワイヤーに変更 した。

　　　さらに,衝撃荷重が加わった時点で緩衝作用が働 く

　　よう,ワイヤーを吊すフック内部 に鉛の緩衝材を入れ,

　 衝撃を吸収 させ る方法を採用 した。

IV）木製棚,引き出しの採用

　　 スチール製の棚,マップケースは,抵抗が少ないため,

　 棚 の上 に載せた ものが落下 した り,引き出 しが一度 に

　 飛び 出した りして危険である。よって棚やマ ップケー

fig.1　 表4-番 号loの 実験風景 （落下 前） fig.2　 表4-番 号10の 実験風景 （落下後） fig.3　 表4-番 号10で 使用 したハンガー,

フック,ケース,バネ,お よび切断されたワイヤー
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スは全て木製のものに交換 した。

4.ワイヤー 太 さ選 択 理 由

 リニ ュー アル 後 絵画 を吊す 高 さは 中心 を床 か ら150cm

と した。よって ほ とん どの作 品でハ ンガ ー位 置 は天井 か ら

90cmか ら120cmの 距 離 の と ころ にな る。そ こで ワイヤ ー

の 長 さ を100cmと し,衝 撃 荷 重 を ワ イ ヤ ー 太 さ を 直 径

1.5mm,2.0mm,2.5mmと 変 えて比 較 した(表1,2,3)(註2)。

 メ ー カー か らの 資料 に よれ ばハ ンガー を用 い た と きの

ワ イ ヤ ー の 静 止 加 重 で の 破 断 値 は ワ イ ヤ ー 直 径

1.5mm,2.0mm,2.5mmで そ れぞ れ90kgf,145kgf,230kgf

で あ るか ら,理 論上 は衝撃 荷 重が これ らの 値 を超 え た と き

ワイヤ ーが 破 断す る。

 直径1.5mmの ワイ ヤー で は表1か ら5kgの 作 品が70mm

の 高 さか ら落 下 す る と破 断す る こ とに な る(註3)。 また

10kgを 越 える とわず か30mmで 破 断す るので,安 全性 を考

慮 して1.5mmの ワイ ヤー は使 用 しない こ とと し,2.0mm

に変更 した 。

 また,重 い作 品 に関 して は直径2.0mmの ワイヤ ーで も重

量 が15kgを 越 える と30mmの 落下 距離 で破 断 す るの で,太

さ を1ラ ンク 上 げ て 直 径2.5mmの ワイ ヤ ー を 採 用 し(表

2,3),さ らに重 い作 品 に は必要 に応 じて片 方2本 ず つ,計4

本 で作 品 を吊す こと と した。

てポ リウ レタ ン樹 脂 のチ ュー ブ,重 層 的 な ワ ッシ ャー,バ ネ,

鉛 の チ ュー ブ な どを用 い,フ ック か らハ ンガ ー まで の ワイ

ヤー の長 さを500mmと し,ハ ンガー に重 量19.2kgの 試 料

を 吊 し,落下 距 離 を変 えて試験 した(表4)。 結 果 は鉛 の チ ュ

ー ブが 最 も緩 衝 性能 が 良 く
,ワイ ヤ ー 直径2.0mm,緩 衝 材

な しの時 落下 距離80mmで ワイ ヤー破 断 ・落 下 した もの が,

鉛 を介 在 させ る こ とで 確 実 に落 下 を防 ぐこ とが 出 来 る よ

う にな った 。また,同 じよ うに ワイ ヤー 直径2．5mmで は,鉛

の緩 衝材 を採 用 した ことで落 下 距離 が100mmま で 延 びて

も切 断 されな い よ うにな つた 。

6.お わ りに

 鉛の緩衝材装着によってワイヤー切断に至 る落下距離

はい くらか(20mm程 度)稼 ぐことが出来 たが,鉛は一度潰

れ ると緩衝作用 は復元 されず,二度三度と衝撃荷重が掛か

ればワイヤーは切断される。抜本的な対策には至つておらず,

まだ まだ不十分であることは否めない。しか し,この様な

対策の積みかさねが肝要であ り,より安全な展示 に近づ く

ための一歩で あると考 える。なお,現在次の課題 として よ

り確実な切断防止対策 をメーカー とともに開発中である

のでいずれ報告で きれば幸いである。

 最後に私 どもの提案 に対 し真摯 に対応 して くださつた

吉岡良晃氏 をは じめ(株)中 村多喜彌商店 の皆 さんにお礼

申し上げます。

5.緩 衝材 の採用

 ハ ンガーを用 いた ときのワイヤー破断の原 因は下方向

への加重-落 下時の衝撃荷重-で ハ ンガー内の3つ のべァ

リングがワイヤーを絞 り,ついにはワイヤーの素線 を切つ

て しまうか らである。そこで緩衝材を入れて衝撃荷重を緩

和す る方法を検討 した。

 ワイヤーを吊すフック(天井あるいは壁のレールに挿入

する金具)に 筒状のケースを装着 し,その中に緩衝材 とし

fig.4 表4-番 号l2で 使 用 したバ ンガー,

フ ック,ケ ース,鉛 チ ューブ

fig.5 表4-番 号12の 実験風景(落 下前) fig.6 表4-番 号l2の 実験風景(落 下 後)
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表1　 ワイヤ ー径1.5mm（ 断面積1.111mm2）

p（kgf）:

　 質量

　 　 5

　 　10

　 　15

　 　20

10

39

58

75

90

20

52

77

98

116

30

63

92

116

137

h（mm）　 落下距離

40　 　　　50

72　 　　　80

105　 　 　116

131　 　 　 145

155　 　　 170

60

87

126

157

185

70

93

135

168

198

80

99

144

179

210

90

105

152

189

221

100

111

159

198

232

110

116

167

207

242

120

121

174

216

252

表2　 ワイ ヤー径2.0mm（ 断面 積1.861　 mm2）

p（kgf）:

　 質 量

　　 5

　　 10

　　 15

　　20

10

48

72

91

109

20

66

97

122

144

30

80

116

145

171

h（mm）　 落下距離

40　 　　　50

91　 　 　 102

132　 　　 147

165　 　　 183

194　 　 　214

60

111

160

199

232

70

119

172

213

249

80

127

183

227

265

90

135

193

240

280

100

142

203

252

294

110

148

213

263

307

120

155

222

274

320

表3　 ワイ ヤー 径2.5mm（ 断面 積2.804　 mm2）

p（kgf）:

　 質量

　　 5

　　 10

　　 15

　　20

10

58

86

108

128

20

80

116

146

171

30

97

140

175

205

　 　　 h（mm）

40　 　　　50

111　 　 124

160　 　　 178

199　 　 221

233　 　　 258

落下距離

　　 60

　　135

　　194

　　240

　　280

70

145

208

258

301

80

155

222

275

320

90

164

235

291

338

100

173

247

305

355

110

181

259

320

372

120

189

270

333

387

表4　 緩衝材のテス ト　 19.2kgの 重 りをワイヤー長さ500mmの ところでハ ンガーに吊す

番号　緩衝材
ワイヤー　落下　　結果
　　　　　高さ　 （mm）

状況

1な し 2×500　 100　 　落 下 ハンガー内でワイヤー即切断

2　なし 2×500　 60　 　落下せず 8mmす べ りハンガー内でワイヤー素線切れ

3　なし 2×500　 80　 　落下 ハンガー内でワイヤー伸び切断

4　 鉛 　8×26　 穴4.5 2×500　 80　 　落下 上部フックで6mmの 伸び,ハンガー内でワイヤー即切断

5　 鉛 　8×28　 穴5.0 2×500　 80　 　落下 上 部フ ックで6.5mmの 伸び,ハ ンガー 内で ワイヤー 即切 断

6　 ウレタ ン　8×30　 穴4.0 2×500　 80　 　落下 ハンガー内でワイヤー即切断

7　な し 2×500　 80　 　落下 ハンガー内でワイヤー即切断

8　 ワ ッシャ 2×500　 80　 　落下 ハンガー内でワイヤー即切断

9　 ゴム　10個 2×500　 80　 　落下 ハンガー内でワイヤー即切断

10　 ばね 2×500　 80　 　落下 ハ ンガー内でワイヤー即切断

11　 ばね 2×500　 80　 　落下 ハ ンガー内でワイヤー即切断

12　 鉛 　6×28　 穴4.0 2×500　 80　 　落下せず 上部フックで18mmの 伸び

13　 鉛 　7×26　 穴4.5 2×500　 80　 　落下 上 部 フ ックで8mmの 伸び,ハ ンガー 内で ワイヤー即 切 断

14　 鉛 　 10×32　 4.9g 2×500　 80　 　落下せず 上 部 フ ックで11mmの 伸び,ハ ンガー 内で ワイヤー 素線切 れ

15　 鉛 　 10×32　 4.9g 2×500　 80　 　落下せず 上部フックで13mmの 伸び

16　 鉛 　6×29.6　 穴3.8　 4.9g 2×500　 80　 　落下せず 上部 フ ックで16mmの 伸 び,ハ ンガー 内で ワイヤー 素線切 れ

17　 鉛 　6×29.2　 穴3.8　 5.3g 2×500　 100　 　落下 上部 フ ック で16mmの 伸 び,ハ ンガー 内で ワイヤー 切断

18　 ハ ンガ ーに細 工 2×500　 80　 　落下せず ハ ンガーが55mm滑 り7×7の 内4本 ワイ ヤー切 断

19　 ハ ンガ ーに細 工 2×500　 80　 　落下 ハンガー内でワイヤー即切断　二重巻 き

20　 ハ ンガ ーに細 工 2×500　 80　 　落下せず ハンガーが155mm滑 り7×7の 内6本 ワイヤー切断　三重巻き

21鉛 2.5×500　 100　 落下 せず 上部 フ ック で15mmの 伸 び,ハ ンガー9mm滑 る　 ワイヤ ーにへ こみ

22　 なし 2.5×500　 100　 　落下 ハンガー内でワイヤー即切断 （古いハンガー使用）

23　 なし 2.5×500　 100　 　落下 せず ハンガー5mm滑 る　 ワイヤー素線切れ

24　 ハンガーに細工 2×500　 80　 　落下 ハンガー内でワイヤー即切断

註:

1）全 国美術館会議 『阪神大震 災美術館 ・博物館総 合調査　報告II』,

　 p.13-30,1996年

2）ワイヤー に掛 かる衝撃 的な応力は下記 の式か ら求 められる （（株）中

　村多喜彌 商店か ら提供 された式）。

　σ=p（1+√1+20000ha/pL）kgf

　 p:質 量kgf

　 L:ワ イヤー長 さmm

　 h:落 下 距離mm

　 a： ワイヤ ー断面 積mm2

　縦弾 性係 数:98000

1Mpa≒0.102kg

・静荷重 での 断面応 力　 σa（Mpa/mm）=9 .8p/a
・静荷重 での ワイヤ ー伸び 　 δal（mm）=σa×L/縦 弾 性係数

・落下衝 撃応 力　　σc（Mpa/mm）=σa{1+√1+（2h/δal）}

・ワイヤ ー1本 の断面 にか かる落 下衝撃応 力 σ（kgf）=σc×a/9 .8

3）実際にはワイヤーを吊しているレールや,レールを固定している骨材,

　額の吊り金具 （ヒー トン）などが落下の衝撃加重を吸収するので,理論

　値より距離は長 くなることが展示室で確認された。このことから複合

　的に衝撃を軽減する考察の可能性が示唆される。
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研究報告

古賀春江関連記事 目次(1957年-1990年)

後藤純子

凡例

1)本 目次は,昭和32年 から石橋美術館において作成 し所

  蔵 している新聞切 り抜 き帳の中か ら古賀春江に関す

  る記事を採取 し,昭和32年1月 から平成2年12月 まで

  の期間に限って一覧表とした ものである。なお,石橋美

  術館所蔵の新聞切 り抜 き帳にお ける新 聞記事の収集

  状況 と整理法,ならびに坂本繁二郎関連記事 目次につ

  いては『館報』第42号 ～第44号(註1)で,ま た青木繁関

  連記事目次につ いては『館報』第45号 ～第46号(註2)

  で報告 して きた。

2)収 録紙は当初 『朝 日新聞』『毎日新聞』「西 日本新聞』『フ

  クニチ新聞』の4紙 で,昭和40年1月 から『読売新聞』が,

  昭和59年4月 か ら『日本経済新聞』が加わ り,平成4年4

  月以降 『フクニチ新聞』が休刊 となり,現在5紙 を購読 し

  ている。購読紙以外で外部か ら入手し,切り抜 き帳に張

  り込んだ関連記事 も目次に掲載 した。

3)本 目次の記載 については以下の とお りとした。

  ①記事の順序は発行年月 日順とし,同じ日付の場合 は

  新聞紙名の50音 順 とした。

  ② 「夕刊」の項 目は採取 した記事に夕刊である記述が

  あったものである。切 り抜き帳は当初,新聞紙名 と日付

  のみ採取 した記事に記載 していたので,朝・夕刊の別,

  地方版などに関するデータをとることができなかつた。

  ③ 「切抜帳」の項 目は切 り抜 き帳の年次と分冊数次を

  表 した ものである。切 り抜 き記事は当初,内容分類に従

  い数冊 に分けて製本 されているため,日付順に配列す

  ると分冊数次が前後する場合 もある。

  ④ 「執筆者」の項 目は記事中の表記 に従ったが,(談)な

  どの記載 を補った もの もある。

  ⑤ 「見出 し」の記載 については原則 として記事の表記

  に従い,大見出し,小見 出しの順に記載 したが,「見出し」

  を読むだけでおよその内容を把握で きることを配慮 し,

  順序 を変 えて記載 したもの もある。また,見出しが多数

  ある場合など,いくつかの見出しを省略したものもある。

  コラム記事 に関してはコラム名を〈 〉で表 した。連載

  記事は連載番号 を()に 入れた。

⑥ コラム名や見 出しだけでは内容が まった く不明 と

思われる記事には,本文の一部を引用した もの もある。

また,見出しのうしろに〈社告>〈展覧会告示〉など記事

にはない記載を補った もの もある。

⑦ 記事の見出 しの中には明らか に誤植 と思われる も

のがあつたが,記事 の表記 どお りに記載 した。また,切

り抜 き記事 に記載さ れた新 聞紙名や日付の中に も誤

りと思われ るものもあつたが,これ も切 り抜 き帳の記

載 どお りとした。また連 載記事の中には連載番号 より

みて採取漏れ とみられる記事 もあるが,これ を原紙や

他の資料等によって補うことはしなかった。

           (ごとうじゅんこ 石橋美術館)

註:

1)後 藤純子,植野健造 「石橋美術館所蔵新聞切 り抜き帳について

  附:坂 本繁二郎関連記事目次(1957年-1969年)」

  『ブリヂストン美術館 石橋美術館 館報』第42号,平 成6年

  10月

後藤純子,植野健造「坂本繁二郎関連記事目次(1970年-1980年)」

『ブリヂス トン美術館 石橋美術館 館報』第43号,平 成7年

12月

後藤純子,植野健造「坂本繁二郎関連記事目次(1981年-1990年)」

『ブリヂス トン美術館 石橋美術館 館報』第44号,平 成8年

11月

2)後 藤純子 「青木繁関連記事目次(l957年-1980年)」

  『ブリヂス トン美術館 石橋美術館 館報』第45号,平 成9年

 11月

後藤純子「青木繁関連記事 目次(1981年-1990年)」

『ブリヂストン美術館 石橋美術館 館報』第46号,平 成10年

10月
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古賀春江関係記事 目次(1957年-1990年)

新聞紙名 発行年月日  夕刊 切抜帳 執筆者 見 出し

1 西 日本

2 西 日本

3 西 日本

4 西 日本

5 朝 日

6 毎 日

7 朝 日

8 朝 日

9 フクニチ

10 フクニ チ

11 西 日本

12 毎 日

13 フクニチ

14 西 日本

15 朝 日

16 毎日

17 朝日

18 西日本

19 フクニチ

20 毎日

21 毎日

22 西日本

23 毎日

24 読売

25 読売

26 西 日本

27 西 日本

28 西 日本

29 西 日本

30 西 日本

31 西 日本

32 西 日本

33 西 日本

34 西 日本

35 西 日本

1957年06月27日

1958年02月19日

1958年09月16日

1959月02月21日

1959年08月23日

1959年11月16日

1960年04月19日

1960年09月18日

1960年11月07日

1961年01月25日

1961年02月08日

1961年05月09日

1963年02月09日

1963年03月01日

1963年03月03日

1963年03月12日

1963年03月22日

1963年03月22日

1963年03月22日

1963年06月11日

1964年02月20日

1964年06月18日

1965年07月25日

1965年09月21日

1965年11月16日

1966年01月18日

1966年01月25日

1966年02月01日

1966年02月08日

1966年02月15日

1966年02月22日

1966年03月01日

1966年03月08日

1966年03月15日

1966年03月22日

1957-1

1958-1

1958-3

1959-1

1959-2

1959-1

1960-3

1960-3

1960-2

1961-2

1961-1

1961-3

1963-1

1963-5

1963-1

1963-1

1963-1

1963-4

1963-1

1963-2

1964-1

1964-2

1965-4

1965-3

1965-3

1966-2

1966-2

1966-2

1966-2

1966-2

1966-2

1966-2

1966-2

1966-2

1966-2

平

兵

滝 口修造

中村太次郎

山上高寛

二宮冬鳥

中川紀元

古賀政男

中村義一

増田洋

坂宗一

坂宗一

坂宗一

坂宗一

坂宗一

坂宗一

坂宗一

坂宗一

坂 宗 一一

坂宗一

らくが き文化地理 九州 山口 (27)筑 後

愛弟子故古賀画伯の墓参り 洋画の石井柏亭画伯久留米へ

新刊紹介 筑後人の文芸雑誌『櫨』第4号

筑後平野 その(40)郷 土の先輩

画家 坂本繁二郎,青木繁,古賀春江

(上) 偉大な三人の

重点的な選択40点 「日本近代洋画の流れ」展

明善校 (22)卒 業生たち 画家

超現実絵画の展開

〈私のコレクシ ョン> 五十余年の歴史のある私の 「清力美

術館」には三十 四点の絵が飾つてある。…

明治・大正・昭和 秀作美術展 新春早々,福岡市で開幕 〈社告〉

紙上でみる秀作美術展 (11)キ リス ト誕生 古賀春江

久留米 有馬記念館(篠 山城跡)は二階の郷土資料室で久

留米出身の三人の洋画家坂本繁二郎,故古賀春江,青木繁

の初期作品(いずれ も未公開)を展示… 〈展覧会告示〉

〈火曜文芸〉 筑後の風土と芸術

郷土作家の作品展示 久留米 街の愛好者が個人美術館

『万鉄五郎・小出楢重・古賀春江』 日本近代絵画全集9 〈書評〉

「名画家出よ」と美術館

料開放,個展の場 にも

久留米 町の社長 さん奮発 無

二十一日から開館 久留米の緒方 コレクション

現れ よ!名 画家

郷土画家の傑作を多数 緒方 コレクション

郷土の青木繁 らの作品展示

術館開 く

久留米 緒方 さんの個人美

ただ ようペーソス 古賀春江展

古賀春江の名画紛失 終戦時,久留米市役所から

絵になった`酒は涙か溜息か’

油絵 草創期か ら現代 まで

第一巻 三一書房 〈書評〉

「日本 の 名画 」(洋画100選)

日本でのおいたち 前衛絵画の先駆者たち展

注 日の作品ず らり

名作展」

「大原 コ レク シ ョン,近 代 日本 の洋 画

わが師友

古賀春江
(1)有 名な 『埋葬』で二科賞 不思議 な魅力の

わが師友

もう受賞

(2)才 能プラス人柄・金 古賀氏 四年 めに

わが師友 (3)仕 事 ゆえ"恋"許 す

ん気ながらガマ ン

古賀好江夫人 負け

わが師友

ぐる

(4)一 人静かに 春江 夫人に頼 まれ動静 さ

わが師友 (5)"悲 しい女の姿"飛 び出て も気 になる夫

わが師友 (6)お 家騒動に乗 らず 二科大スターの貫録

わが師友 (7)あ きれた小娘S 古賀氏宅 をまか り通 る

わが師友

る
(8)孤 独性 は持 ち前 "か が し"の ご と立 っ と

わが師友

思い出

(9)小 品に現われた本質 夫婦ゲンカ仲裁の

わが 師友 (10)
ーカ ス景"

落ち入るように永眠 遺作 となった"サ
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36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

毎 日

西 日本

西 日本

朝 日

毎 日

毎 日

西 日本

毎 日

西 日本

毎 日

毎 日

西 日本

フクニチ

西 日本

西 日本

西 日本

読売

西日本

読売

朝日

毎日

西日本

西日本

西日本

朝日

西日本

読売

朝日

西日本

西日本

西日本

読売

フクニチ

読売

毎日

西日本

西日本

毎日

1966年03月25日

1966年04月21日

1966年06月13日

1967年04月17日

1967年04月26日

1967年04月28日

1967年05月01日

1967年05月01日

1967年05月02日

1967年05月04日

1967年05月05日

1967年05月14日

1967年07月14日

1967年10月16日

1967年10月23日

1968年06月03日

1968年07月02日

1968年07月10日

1968年07月10日

1968年07月12日

1968年07月15日

1968年07月22日

1968年10月29日

1968年11月01日

1968年11月02日

1969年10月18日

1969年10月18日

1970年05月13日

1971年02月05日

1971年02月09日

1971年02月12日

1972年01月18日

1972年08月24日

1972年09月11日

1972年09月16日

1973年01月23日

1973年04月05日

1973年04月06日

1966-1

1966-2

1966-3

1967-3

1967-3

1967-3

1967-3

1967-1

1967-1

1967一3

1967-3

1967-1

1967-1

1967-2

1967-2

1968-3

1968-1

1968-3

1968-3

1968-3

1968-3

1968-3

1968-1

1968-1

1968-3

1969-1

1969-1

1970-2

1971-1

1971-3

1971-3

1972-3

1972-3

1972-3

1972-2

1973-1

1973-1

1973-1

野田宇太郎

山上高寛

坂宗一

(座談会)

豊 田勝秋

坂宗一

園田真幸

古賀耕児

谷口記者

谷口記者

岸田勉

谷口

弘

西

戻 らぬ名画二点 清力美術館

西 日本文学散歩 (71)筑 後路 (四)画 家の墓

チャ リティ美術展を見て

原色明治百年美術館 〈書評〉

春江さんのこと 古賀春江初期秀作展に寄せて

若 き日しのぶ貴重な回顧展

作展

きょうか ら古賀春江初期秀

〈ふるさと風信> 美術 古賀春江初期秀作展

古賀春江初期秀作展 〈展覧会告示〉

孤独…確実な描写 久留米 古賀春江の初期作品展

古賀春江初期秀作展

古賀春江の人間と作品 初期秀作展に寄せる座談会

明治百年洋画展 〈社告〉

名画や彫刻を公開 無料で7年間

 姿を消した緒方美術館 久留米

惜 しむ各地の ファン

坂本繁二郎の道 (43)

死の前に別れを告げる

古賀春江 宿命的な幻想の絵

坂本繁二郎の道 (44)風 土

いゆえの人ぎらいに

た くましい筑後 きび し

脈打つ伝統への自負 明善校出身の美術家たち

青木繁など115点 八幡で九州異色画家展

九州の異色画家展 〈展覧会告示>

青木繁らの113点 出品 「九州の異色画家展」

多彩 にしてなお新鮮

色画家展」

アウ トサイダーの八人 「九州の異

収穫は瑛九,荒井龍男の作品 九州の異色画家展

印象的な横手,野田 九州の異色画家展

九州 ・沖縄芸術祭 きょう開幕 九州の画家たち展 開い

た日本の洋画史 "隠れたる"名作68点

栄光の群像 (4)

家たち展から

近代 日本の洋画史をひ らいた九州の画

近代洋画 と九州人 栄光の座から不振へ

人気呼ぶ明善出身画家展

鬼才 ・青木繁な ど展示 明善高出身者の作品展開 く

輝かしい洋画畑の人脈 九州出身近代作家秀作展

もってのほか 偽作扱い 数々の傑作残す 門下生千人

筑後画壇の指導者 再評価される不遇の画家松田諦晶

根づ く (2) 筑後の美術 〈種子〉

根づ く (4) 筑後の美術 〈集団パ ワー〉

近代日本の素描展 奈良県文化会館

三時代の名作を一堂に 八幡美術館で美術展

見事な美術史の流れ 明治 ・大正 ・昭和名作美術展

明治 大正 昭和 名作美術展

〈文化短信> 東亜画廊が開業

久留米に本格的な画廊

筑後美術の伝統守ろう
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74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

101

102

西 日本

西 日本

フクニチ

西 日本

西 日本

朝 日

西 日本

西 日本

西 日本

フクニチ

毎 日

西日本

読売

朝日

西日本

西日本

読売

朝日

毎日

西日本

毎日

フクニチ

読売

フクニチ

フクニチ

朝 日

西 日本

フクニチ

フクニチ

1973年06月19日

1973年06月20日

1973年06月23日

1973年06月24日

1973年06月26日

1973年06月27日

1973年06月28日

1974年03月23日

1974年04月05日

1974年12月01日

1974年12月14日

1974年12月17日

1974年12月17日

1974年12月18日

1975年01月05日

1975年02月03日

1975年04月18日

1975年06月27日

1975年08月30日

1975年10月01日

1975年10月09日

1975年10月10日

1975年10月10日

1975年10月11日

1975年10月17日

1975年10月18日

1975年10月25日

1975年10月25日

1975年11月01日

1973-2

1973-2

1973-2

1973-2

1973-4

1973-4

1973-4

1974-1

1974-2

1974-3

1974-3

1974-4

1974-3

1974-3

1975-4

1975-4

1975-3

1975-5

1975-2

1975-2

1975-1

1975-1

1975-1

1975-1

1975-1

1975-1

1975-3

1975-1

1975-1

朝日晃

源

青木寿

A

源

倉本和美記者

笠井進記者

笠井進記者

笠井進記者

百年の美 の系譜 近代洋画 を築いた五十人展から (7)

 変転激しい"前衛" 古賀春江 『窓外の化粧』(1932年)

美術の流れ まざまざ 『近代洋画を築いた50人 展』開 く

近代洋画の50人 展 巨匠が描 く明治100年

館 具象か ら抽象 まで

県立文化会

古賀春江の名画 40年 ぶ り初公開 力感あふれる抽象画

の先駆 近代洋画を築いた五十人展

好評開催中,来月1日 まで 全国美術館秘蔵作品を中心に

近代洋画を築いた50人 展 〈社告〉

完全日本化にはまだ時 日 近代洋画 を築 いた50人 展

赤裸々な個性 『五十人展』を見て

名品,珍品ず らり 久留米市の永田さん

ギャラリー開 く

ビル新築を機に

〈ふるさと風信〉

二科会会長)

人 久留米を訪れる東郷青児氏(洋画家,

世界の名画公開 マネ とマネ婦人像 など600点 北九州

市立美術館 14日 から収蔵品の展示会

「マネ とマネ夫人像」 ドガの話題作公開

術館開館記念所蔵品展

北九州市立美

古賀春江 牛を焚 く 詩画集 〈広告〉

系統だった特色を 見 ごたえあ るピカソ100点

市立美術館所蔵品展

北九州

全国有数の豊かさ 北九州市立美術館展

新刊 古賀春江詩画集 野 田宇太郎編

版 〈広告〉

牛 を焚 く 東出

古賀春江詩画集 『牛を焚 く』 画家の心を知る 〈書評〉

古賀春江生誕80年 今秋福岡で回顧展

同窓会 (1) 明善高校 石橋美術館

〈近況〉 「古賀春江回顧展」に全力

員 古川智次氏

福岡県文化会館学芸

〈人 ・仕事〉 "古賀春江展"を準備 徹底的に足跡 を追 う

福岡県文化会館学芸員 古川智次氏

福岡で大規模展 来月9日 か ら

古賀春江

久留米が生んだ鬼才

未公開の170点 を展示 地元が生んだ天才画家・古賀春江

福岡県文化会館で来月9日 から回顧展

鬼才,古賀春江ふ るさと展

9日か ら県文化会館で

未公開含め170点 展示 来月

筑後の生んだ鬼才 よみがえる古賀春江

の先駆者 貫 く詩情,幻想性の世界
(1)前 衛絵画

絵 と詩の関係 は? 画業解明の貴重 な資料

追悼 「詩画集」 筑後の坂さん保管

古賀春江の

洋画壇の鬼才 古賀春江回顧展開催へ 来月9日 から県文化

会館 埋 もれた作品発掘 3年がかり 未公開も100点

先駆 的画業 を一堂に

春江回顧展

来月9日 から県文化会館で 古賀

筑後の生んだ鬼才 よみがえる古賀春江
二の絵 夢幻的な代表作 「煙火」

(3)原 点は夢

筑後の生んだ鬼才 よみがえる古賀春江

は詩人 前衛詩,文壇に衝撃

(4)本 質的に
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103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

120

121

122

123

124

125

126

127

128

129

130

131

132

133

134

135

136

137

138

139

140

朝 日

朝 日

西 日本

朝 日

フクニチ

毎 日

読売

毎 日

朝 日

フクニチ

毎 日

フクニチ

読売

フクニチ

西 日本

毎日

フクニチ

朝日

西日本

西日本

朝日

西日本

西日本

西日本

朝 日

毎 日

西 日本

朝 日

読売

朝 日

朝 日

フクニチ

フクニチ

フクニチ

読売

西日本

朝日

朝日

1975年10月31日

1975年11月05日

1975年11月05日

1975年11月06日

1975年11月08日

1975年11月08日

1975年11月08日

1975年11月09日

1975年11月12日

1975年11月14日

1975年11月14日

1975年11月15日

1975年11月17日

1975年11月20日

1975年11月21日

1975年11月25日

1975年11月26日

1975年12月03日

1975年12月03日

1975年12月16日

1975年12月30日

1976年02月20日

1976年02月28日

1976年05月19日

1976年05月21日

1976年06月10日

1976年06月23日

1976年06月26日

1976年07月06日

1976年07月17日

1976年07月17日

1976年07月17日

1976年07月21日

1976年11月06日

1977年10月15日

1977年12月12日

1978年11月17日

1978年11月22日

1975-1

1975-1

1975-4

1975-1

1975-1

1975-1

1975-2

1975-1

1975-3

1975-1

1975-1

1975-1

1975-3

1975-3

1975-3

1975-3

1975-1

1975-1

1975-1

1975-3

1975-4

1976-4

1976-4

1976-4

1976-4

1976-4

1976-1

1976-1

1976-1

1976-1

1976-4

1976-4

1976-1

1976-1

1977-3

1977-2

1978-1

1978-2

笠井進記者

楢橋満帆

源

笠井進記者

健

治

野田宇太郎

田中幸人記者

次

封車

二宮冬鳥

三木多聞

源

治

年表的な整理に物足 りなさ

ュルレア リスム展から

読み取れぬ攻撃的精神 シ

〈展覧会> ▽古賀春江回顧展

古賀春江詩画集 東出版 〈広告〉

古賀春江回顧展 〈展覧会告示>

筑後の生んだ鬼才 よみがえる古賀春江 (5)

の上に表現 シュール リア リズムの草分 けに

詩の蓄積

詩情と幻想－古賀春江回顧展 〈展覧会告示〉

師 ・古賀春江の思い出 忘れられないデッサ ンの力

きょうから「大回顧展」 変ぼうの画家"古賀春江"

純な詩的文学性 古賀春江回顧展

幻想と詩情に酔 う 盛況の 「古賀春江回顧展」

福岡 古賀春江回顧展 〈展覧会告示〉

筑後 の生んだ鬼才 よみがえる古賀春江 (6)

絵 と詩追求 常に芸術の頂点めざす

死ぬまで

卓越 した絵画感覚

顧展

純粋 さほとば しる前衛 古賀春江回

〈鑑賞席〉 上下対称の構図-古 賀春江展から

ポエ ジー と広が りと 故郷に古賀春江展をみる

異色の足跡た どる

展

前衛絵画の先駆者 古賀春江の回顧

人気 の「古賀春江 回顧展」

も売 り切れ

すで にl万 人突破 カタ ログ

文化展望 NHKテ レビ(後10.15)

江の世界 〈番組案内〉

幻想の画家 古賀春

文化展望 『幻の画家』-古賀春江の世界-
レビ=後10.15 〈番組案内〉

NHK総 合テ

〈風車〉 古賀春江 と青木繁

芸術新潮 1月号 新潮社 〈広告〉

〈風車〉 古賀春江の図録

写実の極致は抽象に通ず 坂本繁二郎語録にみる

自己創造の契機 とし得たか 『戦前の前衛展』を見て

欧米美術 との蜜月時代 歴史語 る「戦前の前衛展」

戦前の前衛展"激動の時代"示す94作 家

に開花

おそろ しく多様

古賀春江資料展 〈展覧会告示〉

古賀春江資料展 〈展覧会告示〉

初期水彩中心に57点 古賀春江の資料展

九州画廊開廊3周年記念展 〈展覧会告示〉

詩的な幻想性と抜群の色彩感覚 古賀春江資料展

〈鑑賞席〉 天才の内面の構想 古賀春江資料展か ら

古賀春江資料展 〈展覧会告示〉

市民 に豪華美術館プレゼ ント

春江 ら70点 展示

私財3000万 円投 じ 古賀

随所にえ り抜 きの作品 日本洋画巨匠展
"病理"か ら芸術解 明

 〈書評〉

古賀春江 中野嘉一著 金剛出版

郷土出身の画家テーマに 福岡で美術座談会

美術 と郷土のかかわ りは? 福岡ユネスコ協会主催で座

談会 青木・坂本…五画家を中心に
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141 西日本

142 読売

143 毎日

144 西日本

145 朝日

146 読売

147 読売

148 西 日本

149 西 日本

150 読売

151 西 日本

152 西 日本

153 フクニチ

154 朝 日

155 フクニチ

156 朝 日

157 読売

158 フクニチ

159 読売

160 西日本

161 フクニチ

162 毎日

163 西日本

164 フクニチ

165 西 日本

166 フクニチ

167 読売

168 西 日本

169 朝 日

170 フクニチ

171 西 日本

172 フクニチ

173 西 日本

1978年11月22日

1978年11月22日

1979年04月27日

1979年05月11日

1979年07月01日

1979年07月02日

1979年07月06日

1979年10月24日

1979年10月26日

1979年11月04日

1980年01月23日

1980年02月24日

1980年02月24日

1980年02月29日

1980年03月06日

1980年03月08日

1980年03月08日

1980年03月10日

1980年03月12日

1980年03月13日

1980年03月13日

1980年03月13日

1980年03月14日

1980年03月14日

1980年03月17日

1980年03月17日

1980年04月15日

1980年05月07日

1980年05月08日

1980年05月13日

1980年10月23日

1980年11月03日

1981年04月03日 夕

1978-2

1978-2

1979-3

1979-3

1979-3

1979-3

1979-3

1979-1

1979-3

1979-1

1980-5

1980-2

1980-2

1980-2

1980-2

1980-2

1980-2

1980-2

1980-3

1980-2

1980-2

1980-1

1980-1

1980-2

1980-3

1980-2

1980-1

1980-5

1980-5

1980-5

1980-5

1980-3

1981-1

岸 田勉

源

健

田中幸人記者

古川智次

岸田勉

健

美術 と風土を考える座談会 福岡出身画家をめ ぐって

作家 とふるさと 美術 と風土探る 福岡でシンポジウム

古賀春江の「曲ろ くにつ く」も 石橋美術館あすから公開

美術館の収集 と企画 清力コレクシ ョンの寄託によせて

7日から夏期美術講座開催 石橋美術館 〈講座告示〉

7日から夏季講座 石橋美術館 〈講座告示〉

石橋美術館夏季美術講座 〈講座告示〉

福岡市美術館収蔵品から 『生誕』(洋画)古賀春江

筑後 は絵のふ るさと

ふれて

輩出 した有名画人 在野精神 にあ

いま,巨匠との出会い

家 もずら り

息づ くミロの代表作 ふ るさと画

郷土色 もくっきりと 改装3年 目の石橋美術館 充実 し

た作品,入場者 も増 える

青木,坂本 ら未公開作中心 来月,郷土出身画家の洋画展

郷土の画家"総出演" 「郷土の物故作家にみる風土 と人脈」

展 2日 から福岡県文化会館

近代洋画 と福 岡県 豊かな土壌探ろう 郷土 の画家が一

堂に 初公開の作品いっぱい 2日 か ら福岡市・県文化会

館

ふるさと美術人脈

れた土の香 り

近代洋画と福岡県 (4) "画風"に生

地域に密着 した好企画

と福岡県」

福岡県文化会館特別展 「近代洋画

珍 しい絵が勢ぞろい 「近代洋画 と福岡県」展

ふ るさと美術人脈 近代洋画と福岡県 (6)

た明治40年 代 若い才能 もぞ くぞ く登場

基礎固 まっ

櫨の国の画家たち 吉田浩著 西 日本新聞社刊 〈書評〉

福岡県出身巨匠六人展

ふ るさと美術人脈

発見 坂本繁二郎

近代洋画と福岡県 (8)渡 仏し自己

風土 と人脈の再評価 二つの企画展の意味 「近代洋画 と

福岡県」 「大分の南画展」 共通する反骨の土壌

三地域の人脈た どる 『近代洋画と福岡県』展

福岡県出身巨匠六人展

迫力 ある克 明な資料

 吉田浩著 〈書評〉

櫨の国の画家たち 松 田諦晶物語

ふるさと美術人脈 近代洋画と福岡県

スター ト 昭和初期

(9) "独立 の児 島"

美に生 きる (13)

世界

坂宗一 土に生 きる夢とポエジーの

10日から新収蔵品展 石橋美術館 坂本,古賀,ルオー作品

新収蔵品20点 を展示 10日 から石橋美術館で

クシ ョン 古賀春江,坂本繁二郎

石橋コレ

石橋 コレクシ ョン新収蔵品展

絵画貸 し出し急増 石橋美術館 美術館新築ラッシユで

絵を描 くこころ 匠秀夫著 岩波書店書店 新書刊 〈書評〉

前衛画壇の先駆者 古賀春江その詩情 と幻想 5日 から

郷土で遺作展 実ったフ ァンの執念 萩原 さん 東奔

西走,25点 集める 大牟田
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174

175

176

177

178

179

180

181

182

183

184

185

186

187

188

189

190

191

192

193

194

195

196

197

198

199

200

201

西 日本

毎 日

読売

読売

西 日本

フクニチ

読売

西日本

フクニチ

西日本

毎日

読売

読売

西日本

フクニチ

フクニチ

読売

西日本

西日本

西 日本

西 日本

西 日本

西 日本

西 日本

西 日本

西 日本

西日本

西日本

1981年04月06日

1981年04月07日

1981年04月07日

1981年04月07日

1981年04月08日

1981年04月08日

1981年04月11日

1981年04月19日

1981年06月22日

1982年03月20日

1982年03月20日

1982年03月20日

1982年03月20日

1982年03月21日

1982年03月21日

1982年07月17日

1982年08月27日

1982年10月06日

1982年10月13日

1982年10月20日

1982年10月27日

1982年11月03日

1982年11月10日

1982年11月17日

1982年12月01日

1982年12月08日

1982年12月15日

1982年12月22日

夕

夕

夕

夕

1981-1

1981-1

1981-1

1981-1

1981-1

1981-1

1981-1

1981-3

1981-3

1982-2

1982-2

1982-2

1982-2

1982-2

1982-2

1982-4

1982-4

1982-5

1982-5

1982-5

1982-5

1982-6

1982-6

1982-6

1982-6

1982-6

1982-6

1982-6

谷口編集委員

橋富博喜

橋富博喜

橋富博喜

橋富博喜

橋富博喜

橋富博喜

橋富博喜

橋富博喜

橋富博喜

橋富博喜

橋富博喜

古賀春江展 〈展覧会告示〉

詩情 と幻想 古賀春江展 大牟田・未発表水彩画も

異色画家 故古賀春江 郷土で初 の作品展

の時」 "熱烈 ファン"企画に奔走 大牟田

「今,再 評 価

古賀春江展 〈展覧会告示〉

幻の名画 も展示

賀春江展

大牟 田市の『いづみ画廊』 話題呼ぶ古

注 目の古賀春江遺作展 大牟 田の画廊で展示

古賀春江遺作展 モダニズムの先駆者

25周 年迎 えた石橋美術館 きらめ く青木,坂本,古賀 全

国屈指のコレクシ ョン 九州が生んだ珠玉作ずら り

〈施設 あんない〉

や坂本繁二郎

石橋美術館 久留米市 目玉は青木繁

筑後画壇の系譜たどる 「近代洋画 と久留米」展

青木繁 坂本繁二郎 輝 く筑後洋画壇源流を探ると… 「近

代洋画 と久留米」展始まる

「近代洋画と久留米」展始 まる

と 石橋美術館

初 日か ら美術ファンどっ

大正期のロマ ン漂 う 近代洋画と久留米展

古賀春江の力作な ど

日まで石橋美術館

『近代洋画と久留米展』始 まる 28

「近代洋画と久留米展」始まる

消息たどり83点

石橋美術館 "来目会"の

フジカワ画廊創業45周 年記念展

夏休みギャラリー (10)

味さもただよう

石橋美術館 メルへ ン 不気

〈石橋美術館だより〉 美術館収蔵品より (1)古 賀春江《地

蔵尊》 前衛絵画の一端になう 夫人,知友に見守 られて

逝 く

〈石橋美術館だより〉 美術館収蔵品より (2)古 賀春江《竹

やぶ》 親の反対押 し切 り上京 久留米時代に最初の師 と

出会う

〈石橋美術館だより〉 美術館収蔵品より

　彔につ く》 緊張度の高い色彩 と構 図

仏教に題材求める

(3)古 賀春 江《曲

大正10年-12年,

〈石橋美術館だより〉 美術館収蔵品より (4)

女》 「芸術の本質は超現実」

古賀春江《少

〈石橋美術館だより〉 美術館収蔵品より (5)古 賀春江《厳

しき伝統》 作品理解の手だて 「超現実主義私感」

〈石橋美術館だより〉 美術館収蔵品より (6)

純な哀話》 詩 と作品の関連性

古賀春江《単

〈石橋美術館 だより〉

清澄 さ

古賀春江《素朴 な月夜》 冷や かな

〈石橋美術館だよ り〉 (8)

全 く別

古賀春江《誕生》 絵画 と詩 は

〈石橋美術館だより〉 古賀春江《海女》 「立体派」の代表作

〈石橋美術館だ より〉 (10)

る大胆な構図

古賀春江《二階より》 殻破

〈石橋美術館だ より〉 (11)

静寂で空虚な絶筆

古賀春江《サーカスの景》
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202

203

204

205

206

207

208

209

210

211

212

213

214

215

216

217

218

219

220

221

222

223

224

225

226

227

228

229

230

231

西日本

西 日本

読売

読売

朝 日

フクニチ

読売

読売

朝 日

西 日本

西 日本

西 日本

日本経済

日本経済

フクニチ

西日本

朝日

西日本

西日本

西日本

西日本

読売

西日本

西 日本

朝 日

フクニチ

西 日本

西 日本

西 日本

読売

1983年05月08日

1983年06月24日

1983年11月30日

1984年01月08日

1984年06月21日

1984年08月27日

1984年09月05日

1984年09月15日

1984年09月21日

1984年09月28日

1984年11月25日

1985年03月09日

1985年04月01日

1985年09月23日

1985年11月04日

1985年11月08日

1986年01月18日

1986年01月25日

1986年01月29日

1986年02月10日

1986年02月13日

1986年02月14日

1986年03月06日

1986年04月09日

1986年04月11日

1986年04月11日

1986年04月12日

1986年04月12日

1986年04月12日

1986年04月12日

夕

夕

夕

夕

夕

夕

夕

夕

夕

1983-3

1983-3

1983-7

1984-1

1984-6

1984-8

1984-9

1984-9

1984-9

1984-9

1984-11

1985-3

1985-4

1985-9

1985-11

1985-11

1986-1

1986-1

1986-1

1986-2

1986-2

1986-2

1986-3

1986-4

1986-4

1986-4

1986-4

1986-4

1986-4

1986-4

中村善勇(談)

吉村信二記者(筆)

芥川喜好記者

東珠樹

吉井淳二(談)

谷口編集委員(筆)

健

ち くご対談 大川の文化向上 に尽力

 青木,坂本らの名作 も

里子が戻 った喜び

郷土美術 品収集ヘダッシュ

春江作 「漁夫」購入 県教委

5年計画,5億 円 まず古賀

国宝 ・重文 含 め120点

そ のイ メー ジ と造形 」

下関美術館開館記念特別展 「海 ・

窓外の化粧 古賀春江 三十八歳駆け抜 けた"詩人"

再 開1年 で来 館8,000人

坂 本 ・東郷 らの絵鑑案賞

頑張 る民間の清力美術館 青木・

日本洋画の三代(明 治,大正,昭和)展

美術館

来月22日 か ら石橋

青木繁 坂本繁二郎 古賀春江 郷土 出身画家の作品一

堂に 45人 の106点 を展示 22日 か ら「日本洋画の三代」

 石橋美術館

久留米出身の天才画家 古賀作品がどんちょうに

基に来春には完成 建設中の福祉施設飾 る

「遊園地」

青木繁な ど45人 の作品106点

 久留米・石橋美術館

あすか ら日本洋画三代展

石橋コレクション一堂に 日本洋画の三代-明 治・大正 ・

昭和-展 来月28日 まで石橋美術館

本 と人 劇的な人生に共感

編者 古川智次

「写真 と空想 古賀春江」の

〈ギ ャラ リー 〉

画 家 たち

繁二郎の「放牧二馬」も 福岡が生んだ洋

〈文化往来〉 伊,独で 日本近代洋画展

〈文化 往 来〉 "ア トリエ村"展

美術館がオープン 前 「文化会館」装い も新た

りの23氏 作 品 現代美術の記念展

郷土ゆか

若 き日の古賀春江 新発見の作品をめぐって

洲之内コレクション展 〈展覧会告示>

「古賀春江」のすべてを

久留米市・石橋美術館

4月 に展覧会 作品約百二十点

「海の幸」「放牧三馬」「針仕事」

石橋美術館 昨年の販売実績

洋画の絵はが きベス ト3

70周 年記念の二科展 11日-16日 福岡市美術館で 4

部門 約450点 郷土作家の回顧展 も

自由で清新 な二科展 吉井淳二理事長に聞 く

界の先端 に 歴史は70年,精 神は青春

常に美術

70周 年迎 えた二科展 活躍 した10人 の遺作 も

石橋美術館開館三十周年記念

展 西日本新聞社 〈社告〉

「古賀春江-前 衛画家の歩み」

詩情 と悩み-青 年画家の一生

12日 から久留米・石橋美術館

古賀春江-前 衛の歩み

古賀春江の全容を紹介
石橋美術館

あすから作品や資料150点 を

あすか ら「古賀春江」展 石橋美術館,開館30周 年で

きょうから古賀春江展 石橋美術館で開会式

古賀春江-前 衛画家の歩み 〈展覧会告示〉

流れるリリシズム 「古賀春江展」始 まる

前衛 の画家古賀春江展

水彩 など150点

きょうか ら石橋美術館 幻想の
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232

233

234

235

236

237

238

239

240

241

242

243

244

245

246

247

248

249

250

251

252

253

254

255

256

257

258

259

260

261

262

263

264

265

266

西 日本

読売

西日本

西日本

毎日

西日本

フクニチ

朝日

西日本

西日本

西日本

西日本

西日本

西 日本

東京

東京

東京

東京

東京

東京

日本経済

西 日本

日本経済

フクニチ

西日本

読売

西日本

朝日

西日本

毎日

西日本

読売

西 日本

朝 日

日本経済

1986年04月13日

1986年04月15日

1986年04月16日

1986年04月17日

1986年04月17日

1986年04月19日

1986年04月19日

1986年04月23日

1986年04月24日

1986年05月05日

1986年05月07日

1986年05月09日

1986年05月09日

1986年05月10日

1986年05月26日

1986年05月27日

1986年05月29日

1986年05月30日

1986年05月31日

1986年06月01日

1986年06月10日

1986年06月23日

1986年10月04日

1986年10月04日

1987年02月03日

1987年04月15日

1988年01月23日

1988年03月05日

1988年03月17日

1988年03月17日

1988年04月05日

1988年04月08日

1988年05月10日

1988年07月22日

1989年01月12日

夕

夕

夕

夕

夕

夕

夕

夕

夕

夕

夕

夕

夕

夕

夕

夕

夕

夕

1986-4

1986-4

1986-4

1986-4

1986-4

1986-4

1986-4

1986-4

1986-4

1986-5

1986-5

1986-5

1986-5

1986-5

1986-5

1986-5

1986-5

1986-5

1986-5

1986-5

1986-6

1986-6

1986-11

1986-10

1987-2

1987-4

1988-1

1988-3

1988-3

1988-3

1988-4

1988-4

1988-5

1988-7

1989-1

健

三田晴夫記者

杉本秀子

井

源

縮

阿部信雄

杉本秀子

杉本秀子

杉本秀子

阿部信雄

阿部信雄

滝悌三編集委員

酒井忠康

杉本秀子

健

菊畑茂久馬

徹

後藤耕二

持

源

新鮮 さにため息

久留米

古賀春江-前 衛画家の歩み展始 まる

才能の影に漂う苦悩の跡 「古賀春江－前衛画家の歩み」展

「古賀春江-前 衛画家の歩み」展開催記念美術講演会 〈講

演会告示〉

古賀春江-前 衛画家の歩み 〈展覧会告示〉
"前衛の諸相"を凝縮 古賀春江展

古賀春江の魅力 「前衛画家の歩み」展に際し

「古賀春江-前 衛画家の歩み」展

半世紀を過ぎた今 も生 きる批判と先見性

賀春江展」

石橋美術館 「古

古賀春江-前 衛画家の歩み 〈展覧会告示〉

ファンの足止める一枚の絵 はが き 古賀春江の自画像

前衛画家の歩み展 代表作 に劣 らぬ人気

変容重ねた前衛画家 古賀春江-歩 み展

〈春秋〉 新緑に包まれた久留米市の石橋美術館。 五月の風が

さわやか。 いま「古賀春江-前 衛画家の歩み展」を開催中(18日

まで)。…

〈風車〉 古賀春江の一枚の絵

古賀春江-前 衛画家 の歩み展 18日 まで久留米市・石橋

美術館 油彩や水彩な ど150点 画業のすべて網羅

古賀春江展から (1)単 純な哀話

古賀春江展から (2)埋 葬

古賀春江展から (3)月 花

古賀春江展から (4)鳥 籠

古賀春江展から (5)公 園のエ ピソー ド

古賀春江展から (6)窓 外の化粧

変化激 しいモダニズム 古賀春江展

社説 清力美術館の閉館を惜しむ

〈文化往来〉 「前衛芸術の日本展」パ リで

近代洋画再考 (22)第3部 内なる西欧 (6)絵 画 と

詩で時代 を予見 古賀春江 「窓外の化粧」

パ リでみた 日本の前衛芸術 ポン ピドーセ ンターの 「日本展」

物故12作 家の本音が見える 春の小品展

絶筆 いのちの炎 郷土の画家たちの生涯 (14)古 賀春

江「サーカスの景」 異端の美を生んだ薄幸の人生

風土 と美術の関係 は

筑前,筑後 画風を対比

術館

「イメージの風土学」展 県立美

イメージの風土学展 筑前 ・筑後 の近代画家 を比較 19

日か ら福岡県立美術館

風土と美術 すべて見せる「砂」の筑前 奥深い象徴性 「泥」

の筑後 「イメージの風土学」展に寄せて

豊かな人脈,多彩な画風

メージの風土学」展

"川"の 筑後 と"海"の 筑 前 「イ

久留米の生んだ画家 故古賀春江の供養塔

本堂前へ 地元有志が協力し移転
墓地裏から

1920年 代 ・日本展 工業・都市・国際化…

うに時代を映 し出す

忠実な鏡のよ

名画に見る昭和 そのあけぼの (4)古 賀春江《海》
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267

268

269

270

271

272

273

274

275

276

277

278

朝 日

日本経済

読売

西 日本

西 日本

毎日

西日本

朝日

フクニチ

毎日

読売

毎日

1989年02月09日

1989年02月10日

1989年04月24日

1989年05月02日

1989年05月22日

1989年06月22日

1989年10月15日

1989年10月19日

1990年09月05日

1990年09月23日

1990年11月08日

1990年12月06日

夕

夕

夕

夕

夕

1989-2

1989-2

1989-4

1989-5

1989-5

1989-6

1989-10

1989-10

1990-9

1990-9

1990-11

1990-12

米

田辺光子

石牟礼道子

光芒を放つた先鋭

ション展」

再評価すべ き力量 大正末期の「アク

〈文化往来〉 意義深い回顧 「アクション展」

「近代絵画の流れ展」に思 う

日本の部に説得力

選 りす ぐられた収集 特 に

近代絵画の流れ展 多彩なコレクシ ョン

鬼気せ まる阿修羅の文 絶筆

著 〈書評〉

いのちの炎 菊畑茂久馬

新刊 『絶筆-い のちの炎』菊畑茂久馬著 〈書評〉

明善美術100年 展 西 日本新聞社 〈社告〉

明善高の110周 年で絵画展

ふるさとの博物館

州近代画家中心に

石橋美術館 青木繁や坂本繁二郎九

わが街建物散歩 石橋美術館 九州先駆けの重厚さ

九産大コレクション展 収蔵の145点 きょう開幕

九産大が収蔵作品を初公開
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個人活動記録

植 野健造(石橋美術館 ・石橋美術館別館)

展覧会:

●「没後30年 記念 坂本繁二郎」石橋美術館,1999年7月-9

月(企画・構成お よびカタログ執筆 ・編集)

執筆:

●「坂本繁二郎-そ の人 と芸術をめぐって-」「出品目録・解説」

 「坂本繁二郎年譜」『没後30年 記念 坂本繁二郎』(展覧会カ

タログ)石 橋美術館,1999年7月

●学位請求論文 『日本近代洋画の成立 白馬会』により,九州

大学より学位〈博士(文学)〉を取得,2000年2月24日

口頭発表.講演:

●「日本の美術展覧会 について」(久留米文化振興会’99早朝

緑陰講座),石橋文化センター図書館南側広場,1999年6

月11日

●「坂本繁二郎の生涯 と作品」(特集展示 「没後30年 記念 坂

本繁二郎」開催記念美術講座),石 橋美術館,1999年7月

 17日

●「青木繁の生涯 と芸術」(田川市美術館第3回 美術史講座「夜

の美術館-日 本近代美術の幕開け-」),田 川市美術館,

1999年8月3日

●「坂本繁二郎の生涯 と芸術」(アクロス文化であい塾),ア

クロス福岡,1999年8月28日

●「九州の近代美術に関する調査研究 序説」(第33回日本近

代美術研究会),石 橋美術館,1999年8月29日

●「資料紹介福岡医科大学教授中山森彦宛の美術家の書簡」(第

35回 日本近代美術研究会),石 橋美術館,2000年2月26

 日

出講 ・対外 活動:

●「研 究 資料 白馬 会 関連新 聞 記事 資料 」『美術 研究 』第364

号(1996年3月)の 一部 を,東 京 国立 文化 財研 究所 のイ ン

ター ネ ッ トホー ムペ ー ジ内 に 「白馬会 関係 新 聞記事 」とし

て公 開(http: //www. tobunken. go. jp/kuroda/archive/

at_newsp/index. html) , 1999年8月

●東 京 国立 文化 財研 究 所 の招聘 に よ り,「日本近 代美 術 の発

達 に関 す る明 治 後期 か ら昭和 初 期 の基 礎 資料 集 成(近 代

美 術 資料 の デー タ化 と共 同利 用)」の ため の研 究協 議 会 に

出席,1999年11月25日

●福 岡大 学非 常 勤講 師,「芸術 」担 当,1999年4月-2000年

3月

●帝 京 大 学福 岡 短期 大 学 非常 勤 講 師,「美 術史 」担 当,1999

年4月-9月

●九 州 産 業大 学 非常 勤 講 師,「日本美 術 史 」担 当,1999年9

月-2000年3月

●柳川 市史 専 門研究 員,1999年4月-2000年3月

(五十音順掲載)

貝塚 健(ブ リヂス トン美術館)

展 覧会:

●「安井 曾 太郎 の 『文 藝 春 秋』表紙 絵 」ブ リヂ ス トン美術 館,

1999年12月-2000年2月(企 画 ・構成 お よびカ タログ執筆 ・

編集)

執筆:

●「座談会 文化財のあ り方 ・守 り方-阪 神 ・淡路大震災を

契機 に考える」「阪神・淡路大震災以後のある事例-全 国

美術館会議の場合」『文化財は守れるのか?「阪神 ・淡路大

震災の検証」』文化財保存修復学会,1999年6月

●「社会的な存在 としての博物館」『博物館概論』(鈴木真理編)

樹村房,1999年9月(共 著)●

「ボランティア考」『私 も美術館でボランテイア』淡交社,

1999年11月(共 著)

●「『文藝春秋』をめ ぐる美術家たちと安井曾太郎」『安井曾

太郎の 『文藝春秋』表紙絵』(展覧会カタ ログ)ブ リヂス ト

ン美術館 ・石橋美術館,1999年

●「第2回 緊急シンポジウム記録」『博物館問題研究』25号(緊

急 シンポジウム特集号),1999年12月

口頭発表 ・講演:

●「コレクシ ョン・マネージメン ト-ブ リヂス トン美術館の

事例」(ミュージアムマネージメン ト学会例会),国 立科学

博物館,1999年6月5日

●「美術館における危機管理」(文化庁第9回 近現代美術専門

研修会),東 京国立近代美術館,2000年1月24日

●「東京と神戸の間で考えたこと-阪 神大震災と美術館」(国

際 シンポジウム「地震か ら文化財 を守る～阪神・淡路大震

災5周 年 と台湾大地震」),神戸大学,2000年1月28日

●「安井曾太郎 と『文藝春秋』」(土曜講座「安井曾太郎の世界」),

ブリヂス トン美術館,2000年2月19日

●「ブ リヂス トン美術館の教育普及活動」(美術館教育普及

懇談会 「教育普及 ・プログラム とスタ ッフ」),東京国立近

代美術館,2000年3月9日

出講・対外活動:

●東京大学非常勤講師,「博物館学特別研究II」担 当,1999

年10月-2000年3月

●女子美術短期大学非常勤講師,「芸術論特講」担 当,1999

年4月-7月

●全国美術館会議,博 物館法検討委員会委員,1997年6月-

継続

●日本博物館協会 ,望ましい博物館のあ り方調査研究委員

会 「機能」ワーキンググループ委員,1999年9月-2000年

3月
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吉 城寺尚子(ブ リヂス トン美術館)

展 覧会:

●「神 話 と聖 書 の 図像 学 」ブ リヂ ス トン美 術館 ,1999年1月

-4月(企 画 ・構 成 お よびカ タ ログ執 筆・編 集)●

「ド-ミ エ の版画」ブ リヂ ス トン美術館,1999年4月-6月(企

画 ・構 成)

担当,1999年4月-9月

●九州産業大学非常勤講師,「造形研究」「世界の美術館」担当,

1999年4月-2000年3月

●西 日本短期大学非常勤講師,「美術史」担当,1999年9月-

2000年3月

●八女市文化財専門委員

執筆:

●「神話と聖書 と図像学-そ の成 り立ちと展開-」 『神話と聖

書の図像学』(展覧会カタログ)ブ リヂス トン美術館,1999

年

翻訳:

●コリン・アイス ラー 『ベ ル リン美 術 館 の絵 画』中央 公論 新 社,

2000年3月(共 訳)

出講 ・対外活動:

●実践女子大学非常勤講師,「西洋美術史概論B」「西洋美術史」

担 当,1999年4月-2000年3月

●女子美術大学非常勤講師,「造形美術研究A」担当,1999年

4月-2000年3月

富 山秀 男(ブ リヂス トン美術館)

執筆:●

「昭和20年 代院展の苦難 と再生」「平山郁夫氏 との対談 戦

後日本画の回顧」『日本美術院百年史8』大塚巧藝社,1999

年4月●

「奥谷博の人 と芸術」『奥谷博画集』日動出版,1999年4月●

「風雲児 横 山操の特攻精神」『現代の眼(東京国立近代美術

館ニュース)』516,1999年6・7月 号

●「なぜいまリニューアルか-ブ リヂス トン美術館の場合-」

 『博物館研究』Vol.34 No.9,日 本博物館協会●

「文人 中川一政の遺業」『中川一政展』(展覧会カタログ)高

岡市美術館,1999年10月

●「安井曾太郎の表紙絵考-本 業 と副業の間-」 『安井曾太

郎の 「文藝春秋」表紙絵』(展覧会カタ ログ)ブ リヂス トン

美術館 ・石橋美術館,1999年

後藤純 子(石橋美術館・石橋美術館別館)

執 筆:

●「第14回 見 学 会 ・第60回 関西 地 区部 会 月 例研 究 会 滋 賀

県立 琵 琶湖博 物 館情 報 シス テム の見学 報 告」

『アー ト・ドキ ュメ ンテー シ ョン通 信』42号,1999年7月

●「第2回 研 究 フ ォー ラム 『美術 情 報 の明 日 を考 える』報告-

10周 年 を迎 えた アー ト・ドキ ュメ ンテ ー シ ョン研究 会-」

『カ レン トア ウ ェアネ ス』No.246,2000年2月

口頭発表・講演:●

「前 田寛治のレア リスム」,愛知県美術館,1999年7月10

 日

●「造形美の探求-残 された写真から-」(土 曜講座 「安井曾

太郎の世界」),ブリヂス トン美術館,2000年2月5日

中村節子(ブ リヂス トン美術館)

田内正宏(石橋美術館・石橋美術館別館)

執 筆:

●「絵 を愛で る」『明 日に生 き る知 恵』石 風社,2000年3月(共

著)

口頭発表・講演:●

「坂本繁二郎のフランス留学」(石橋美術館学芸員 による

美術講座),石橋美術館,1999年7月31日

●「西洋絵画鑑賞入門」(久留米大学公開講座),久 留米大学,

1999年10月12日●

「青木繁 と神話」(「第9回 青木繁記念大賞公募展」講演),

石橋美術館,2000年3月5日

出講 ・対 外活 動:

●久留 米 大学 非常 勤講 師,「美術I」 担 当,1999年4月-9月

/「美術Ⅱ 」担 当,1999年9月-2000年3月/「 博物館 情報論」

執 筆:

●「新 しい時代 の 博物 館」『人 文学 と情 報処 理』No.24,1999

年9月

●「フ リッツ ・ル フ トとRKD-オ ラ ンダ にお ける美 術研 究 ド

キ ュメ ンテ ー シ ョンの一 側 面」『館報 』47号(1998年 度),

1999年10月

●「美術 雑誌 とars:日 本 の美術 雑 誌 につ いて」『arsの現 場 と

ツー ル の諸相Ⅱ:1997-98年 度 アー ト・ドキ ュメ ンテー シ

ョン研 究 会ars-WG活 動報 告 』 (ars-WG叢 書2),ア ー ト・

 ドキ ユメ ンテー シ ョン研 究会,2000年3月

福満葉子(ブ リヂス トン美術館)

展覧 会:

●「『レスタ ンプ ・オ リジナ ル』-世 紀 末 フラ ンス の版画 革命 」

ブ リヂ ス トン美術 館,2000年3月-6月(企 画 ・構 成 お よ

び カタ ログ 執筆 ・編 集)
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執筆:

●「幻想の宗教画家-ア ンソール版画展に寄せて」『中日新聞』

1999年5月16日

●「『レスタンプ・オ リジナル』という冒険」『「レスタンプ・オ

リジナル」-世紀末フランスの版画革命』(展覧会カタログ)

ブリヂス トン美術館 ・石橋美術館,2000年

出講・対外活動:

●東京大学非常勤講師,「美術館～その歴史・思想・実践」担当,

1999年9月-2000年3月

森山秀子(石橋美術館 ・石橋美術館別館)

口頭発 表 ・講 演:

●「ポ ス ト印 象派 と世 紀 末 」,まなび シテ ィ中央 カ レ ッ ジ,

1999年10月

執筆:●

「安井曾太郎の表紙絵 と絵画」『安井曾太郎の「文藝春秋」

表紙絵』(展覧会カタログ)ブ リヂス トン美術館 ・石橋美術

館,1999年

平 間理 香(石橋美術館・石橋美術館別館)

執筆:

●「絵画と絵師」『地図のなかの柳川-柳 川市史　地図編-』(柳

川市史編集委員会編)柳 川市,1999年10月

口頭発表・講演:

●「日本絵画 と四季」(石橋美術館学芸員による美術講座) ,

石橋美術館,1999年8月7日

出講 ・対外活動:

●柳川市史専門研究員,1999年4月-2000年3月

口頭発表・講演:●

「画家たちの視点」(石橋美術館学芸員 による美術講座),

石橋美術館,1999年8月21日

出講・対外活動:

●久留米大学非常勤講師,「博物館概論」「博物館経営論」担 当,

1999年4月-9月

●九州産業大学非常勤講師,「博物館概論」担当,1999年4月

 -9月/「 博物館学各論」担当,1999年4月-2000年3月

●九州造形短期大学非常勤講師,「日本美術史」担当,1999

年9月-2000年3月

●佐賀大学非常勤講師,「博物館学Ⅲ」担当,1999年4月-9

月

宮崎克 己(ブ リヂス トン美術館)

執筆:

● 「平 川 滋 子 の 作 品 」『Shigeko HIRAKAWA "five red

spheres" 』展パ ンフ レ ッ ト,1999年4月28日●

「第 二 回美術 史 学会 東 支部 シ ンポ ジ ウム －国立 博 物館,美

術 館 な どの独 立 行政 法 人化 問題 －徹 底 討議 」(シンポ ジウ

ム記 録)『エ ル ・ア ー ル』13/14号,1999年5月1日/7月1日

●「近代 の ス ポー ツ と レジ ャー十 選 」『日本 経 済新 聞』1999

年8月18-20,23,24,26,27,30,31日,9月1日 付 朝 刊

●「オル セー美術館 展 ・名 作の風景,ル ノワール《猫 と少年》」『日

本 経 済新 聞』1999年11月8日 付朝 刊

● 「VOCA展1999シ ンポ ジ ウム-2001年 絵 画 の旅 」(シン

ポ ジウム記 録)『エ ル ・アー ル』17号,2000年1月1日

口頭 発表 ・講 演:●

「セザ ンヌ と 日本」(セザ ンヌ 展 記念 講 演)
,横 浜 美 術館,

1999年9月23日

●「セ ザ ンヌ,そ の人 と芸術 」(セザ ンヌ 展記 念講 演),愛 知県

美 術館,2000年1月15日

●「ブ リヂ ス トン美術 館 とセザ ンヌ」,群 馬県 立近 代美 術 館,

2000年2月5日

●「ヴィ ジ ョンの 力」(VOCA展2000シ ンポ ジ ウム),上 野 の

森 美 術館,2000年3月15日(パ ネ リス ト:高 階秀 爾,酒 井

忠 康,建 畠暫,本 江邦 夫,山 脇一 夫,宮 崎克 己)
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美 術 館案 内 Guide to the Museums

ブリヂス トン美術館 Bridgestone Museum of Art

所在地

開館時間

休館

入場料

東京 都 中央 区京橋1-10-1(〒104-0031)

TEL(03)3563-0241

午前10時-午 後6時

毎月 曜 日 年 末年 始

個人:

一般700円 大 ・高 生500円 中 ・小 生300円

団体(15名 以上):

一般600円 大 ・高 生400円 中 ・小 生200円

な お,特 別 展の 場合 は変 更す る ことが あ る。

Address

Hours

Admission

10-1, Kyobashi 1-chome, Chuo-ku, Tokyo

104-0031,Japan

Phone:+81(3)3563-0241

10:00to 18:00

Closed on Mondays, New year holidays

Individual:

Adults ¥700; Students ¥500;

Children under 15 ¥300

Group (15 or more):

Adults ¥600; Students ¥400;

Children under 15 ¥200

Different fees will be charged during major

special exhibitions.

石橋美術館 Ishibashi Museum of Art

所在地

開館時間

休館

入場料

福 岡県 久留 米市 野 中町1015(〒839-0862)

TEL(0942)39-1131

4月-9月 午前9時30分-午 後5時30分

10月-3月 午 前9時30分-午 後5時

毎 月曜 日 年末 年始

個 人:

一 般300円 大 ・高 生200円 中 ・小生150円

団体(20名 以上):

一 般250円 大 ・高 生150円 中 ・小生80円

なお,特 別 展 の場 合 は変更 す る こ とが あ る。

Address

Hours

Admission

1015, Nonaka-machi, Kurume-shi,

Fukuoka-ken 839-0862, Japan

Phone:+81(942)39-1131

April-September 9:30 to 17:30

0ctober-March 9:30 to 17:00

Closed on Mondays, New year holidays

Individual:

Adu1ts ¥300; Students ¥200;

Children under 15 ¥150

Group (20 or more):

Adults ¥250; Students ¥150;

Chi1dren under 15 ¥80

Different fees will be charged during major

special exhibitions.

石橋美術館別館 Ishibashi Museum of Art, Asian Gallery

所在地

開館時間

休館

入場料

福 岡県 久留 米 市野 中町1015(〒839-0862)

TEL(0942)39-0124

4月-9月 午 前9時30分-午 後5時30分

10月-3月 午前9時30分-午 後5時

毎 月 曜 日 年 末年 始

個 人:

一 般300円 大 ・高生200円 中 ・小生150円

団体(20名 以 上):

一 般250円 大 ・高生150円 中 ・小生80円

なお,特 別展 の場 合 は変 更す る こ とがあ る。

Address

Hours

Admission

1015, Nonaka-machi, Kurume-shi,

Fukuoka-ken 839-0862, Japan

Phone:+81(942)39-0124

April-September 9:30 to 17:30

0ctober-March 9:30 to 17:00

Closed on Mondays, New year holidays

Individual:

Adults ¥300; Students ¥200;

Children under 15 ¥150

Group (20 or more):

Adults ¥250; Students ¥150;

Children under 15 ¥80

Different fees will be charged during major

special exhibitions.
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石橋財団職員

常務理事 城多 秀年

事務局

局長

総務部長

朝比奈仙二

遠藤 長夫

渡辺  瞳

押本 仁子

小原田鶴子

寺島 弘二

石黒 経子

土屋 益子

ブリヂス トン美術館

館長

事務部 事務部長

富山 秀男

尾島  聰

中村 邦子

金森 大輔

渡辺 清美

青柳 真子

金子 伸子

原  永子

石川 久子

学芸課 学芸課長 宮崎 克己

中田 裕子

吉城寺尚子(2月末日退職)

塚 田美香子

田中 千秋

貝塚  健

中村 節子

福満 葉子

石橋美術館

館長

事務部 事務部長

    事務部次長

喜多村禎勇

平井麟之輔

郷原 耕亮

野田 朋子

富松 弘美

原  朋子

学芸課 学芸課長 田内 正宏

森山 秀子

植野 健造

後藤 純子

平間 理香

石橋美術館別館

館長

事務部 事務部長

    事務部次長

(兼)喜多村禎勇

(兼)平井麟之輔

(兼)郷原 耕亮

(兼)野田 朋子

(兼)富松 弘美

(兼)原  朋子

学芸課 学芸課長 (兼)田内

(兼)森山

(兼)植野

(兼)後藤

(兼)平間

正宏

秀子

健造

純子

理香

2000年3月31日 現在
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